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1。 目 的 


今日 の 海兵 隊 は 、 数 時 間 で 紛争 が 低 強度 か ら 高 強度 に 変化 する 可能 性 が ある 武力 の 連 
続 体 の 中 で 活動 し て いま す 。 ま た :、 海 兵隊 は 平和 維持 活動 や 非 戦 闘 貞 の 避難 作戦 な 

ど 、 致 死 的 な 武力 の 使用 が 許可 され な い 戦 争 以 外 の 多く の 軍事 作戦 に も 従事 し て いま 
す 。 非 戦闘 交戦 中 、 海 兵隊 は 状況 が 致死 的 な 武力 の 使用 を 正当 化す る か どう か を 判断 し 
な けれ ば な り ま せん 。 時 に は 、 海 兵隊 は 数 秒 で 決定 し な けれ ば な り ま せん 。 な ぜ な ら 、 
自分 や 他 の 人 の 命 が 自 分 の 行動 に か か っ て いる か ら で す 。 正 し い 判断 を 下す た め に 、 
海兵 隊 は 、 暴 力 を 不 必要 に エス カレ ー ト させ る こと な く 責 任 を 持っ て 状況 に 対処 す 

る た め に 必要 な 、 致 死 的 お よび 非 致死 的 近接 戦闘 技術 の 両方 を 理解 し て いな けれ ば な 
り ま せん 。 

海兵 隊 参 考 出版 物 (MCRP) 3-02B「 近 接戦 闘 」 は 、 海 兵隊 の 近接 戦闘 の 戦術 、 技 術 、 手 順 を 説明 し 
て いま す 。 ま た 、 海 兵隊 近接 戦闘 訓練 プロ グラ ム (MCCCTP) の 教義 の 基礎 も 提供 し て いま す 。 


2. 範囲 


この 出版 物 は 、 個 々 の 海兵 隊員 、 部 隊 リ ー ダ ー、 近 接戦 闘 教官 に 、 近 接戦 闘 の 適切 な 戦術 、 
技術 、 手 順 を 指導 し ます 。MCRP 3-02B は 、 適 切な 部 隊 リ ー ダ ー に よる 監督 や 資格 の 
ある 教 官 に よる 近接 戦闘 の 指導 に 代わ る も の で は あり ませ ん 。 そ の 役割 は 、 海 兵隊 全 

体 で 戦術 、 技 術 、 手 順 の 標準 化 と 実行 を 確実 に する こと で す 。 


3.8 代 


MCRP 3-02B は 、1993 年 7 月 9 日 付 の 艦隊 海兵 隊 マ ニュ アル (FMFM】) 0-7「 近 接戦 , 閣 」 に 代 
わる も の で す 。2 つの 出版 物 に は 大 き な 違 い が あ り ま す 。 
MCRP 3-02B 全体 を レビ ュー する 必要 が あり ます 。 
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この 出版 物 で 説明 され て いる 技術 は 、 重 傷 や 死亡 に つなが る 可能 性 が あり ます 。 こ れ ら の 技術 の 
訓練 に お ける 実践 的 な 応用 は 、 承 認 さ れ た 入門 レベ ル 近 接戦 闘 、 近 接戦 闘 イ ンス トラ クタ ー 
(CCl)、 お よび 近接 戦闘 イン スト ラク ター トレ ー ナ ー (CCIT) の レッ スン プラ ン に 厳密 に 従っ て 実 
施さ れ ま す 。 重 大 な 危険 が 存在 する 場合 読者 は 次 の よう に 警告 され ます 。 


警告 

5. 府 

この 日 付 を 確認 し て 承認 し まし た 。 

海兵 隊 司 令 官 の 指示 に より 
ジェ ・ ロ ー ズ 
アメ リカ 海兵 隊 中 将 
司令 官 
海兵 隊 戦 闘 開発 司令 音 


配布 : 144 000066 00 
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近接 戦闘 の 概要 


1. 近接 戦闘 の 目的 


近接 戦闘 は 2 人 以上 の 敵 と の 物理 的 な 対決 で す 。 こ れ に は 、 
強制 的 な 服従 か ら 致命 的 な 力 ま で 、 武 装 お よび 非武装 、 致 命 的 お 
よび 非 致 命 的 な 戦闘 技術 が 含ま れ ま す 。 近 接戦 闘 の 目的 は 、 
武装 お よび 非武装 の 技術 を 実行 し て 、 致 命 的 お よび 非 致命 的 な 
結果 を 生み 出す こと で す 。 非 武装 技術 に は 、 白 兵 戦 や 手持 ち 武器 に 
対す る 防御 が 含ま れ ま す 。 武 装 技術 に は 、 ラ イフ ル .、 銃 剣 、 ナ イ 

、 警 棒 、 ま た は 機会 に 応じ た あら ゆる 武器 で 適用 され る 技術 が 
含ま れ ま す 。 


2. 力 の 連続 体 


海兵 隊 は 戦闘 的 状況 と 非 戦闘 的 状況 の 両方 に 遭遇 する 。 こ れ ら 
の 状況 に お ける 脅威 レベ ル は 、 海 兵隊 員 と 関係 者 の 行動 に 基 づ 
いて 何 度 も 上 が っ た り 下 が っ た りす る 。 武 力 の エス カレ ー シ ョ 


ン は 、 


力 の 連続 体 
レベ ル 説明 


ある 人 が 別 の 人 か ら 課 せら れ た 要求 に 従う 。 こ の 一 連 の 行動 は 
力 の 連続 体 と し て 知ら れ て いる 。 力 の 連続 体 と は 


潜在 的 に 危険 な 状況 を 制御 し 維持 する た め に 、 音 声 コ マン ド か ら 致 死 

的 な 武力 の 適用 まで 、 幅 広い 行動 が 可能 で ある と いう 概念 (MCO 
5500.6_、 治 安 お よび 法 執行 機関 [LE] 要員 の 武装 と 武力 の 行使 )。 武 力 の 
連続 体 は 、 関 係 者 の 行動 と 海兵 隊員 が 状況 に 対処 する た め に 使用 する 
行動 に 対応 する 5 つの レベ ル で 構成 され て いま す ( 下 の 表 を 参照 )。 近 接 
戦闘 技術 は 、 レ ベル 3、4、5 で 実行 され ます 。 


レベ ル 1: 準拠 (協力 的 ) 


被験 者 は 口頭 の 指示 に 従い ます 。 
近接 戦闘 技術 は 適用 され ませ ん 。 


レベ ル 2: 耐性 (パッ シブ ) 
被験 者 は 口頭 の 命令 に 抵抗 する が 従う 
接触 コン トロ ー ル に 直ちに アク セス し て くだ さい 。 近 接戦 闘 テ ク 
ニッ ク は 適用 され ませ ん 。 


行動 


耐性 (パッ シブ ) 


耐性 (アク ティ ブ ) 


コン プラ イア ンス 技術 


致命 的 な 


注 : 網 掛け 部 分 は 、 海 兵隊 員 が 近接 戦闘 技術 を 使用 する レベ ル を 示し ます 。 
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レベ ル 3: 耐性 (アク ティ ブ ) 
対象 者 は 最初 は 物理 的 に 抵抗 し ます 海兵 隊員 は 状況 を コン ト 
ロー ル す る た め に 従順 技術 を 使用 し ます 。 レ ベル 3 で は 、 対 象 者 
に 物理 的 に 従わ せる た め の 近 接戦 闘技 術 が 組み 込ま れ ます 。 技 
術 に は 次 の も の が 含ま れ ま す 。 


| カム アロ ング ホー ルド 。 
| ソフ ト ハ ンド の 衝撃 的 な 打撃 。 
関節 操作 と 圧力 ポイ ント の 使用 に よる 痛み の 緩和 。 


レベ ル 4: 暴行 (身体 的 危害 ) 


被験 者 は 海兵 隊員 を 物理 的 に 攻撃 する か も し れ な い が 、 

武器 は 使用 し ませ ん 。 海 兵隊 は 脅威 を 無力 化す る た め に 防御 戦 
術 を 使用 し ます 。 防 御 戦 術 に は 、 次 の 近接 戦闘 テク ニッ ク が 含 
まれ ます 。 


| ブロ ッ ク 。| ス 

トラ イク 。 

| キッ ク 。 

[強化 され た 症 痛 コン プラ イア ンス 手順 。 
| 警 要 で ブロ ッ ク し て 打撃 し ます 。 


レベ ル 5: 暴行 ( 車 度 の 身体 的 危害 / 死 

ビ ) 

対象 者 は 通常 武器 を 所 持 し て お り 、 直 ち に 阻止 され 制御 され な 
けれ ば 、 誰 か を 殺害 する か 重傷 を 負わ せる こと に な り ま 

す 。 

通常 対象 を 制御 する た め に 、 海 兵隊 員 は 銃器 を 使用 し て 致命 
的 な 力 を 加え ます が 、 武 装 お よび 非武装 の 近接 戦闘 技術 を 使用 す 
る こと も あり ます 。 


3. 海兵 隊 の 戦術 概念 


近接 戦闘 技術 は 、 以 下 の 海 兵隊 の 重要 な 戦術 概念 を サポ ー ト 
する 。 こ れ ら の 概念 は 独立 し た アイ デア で は な く 、 組 み 合わ せ て 
使用 され る 。 


それ ぞ れ 単独 で より 大 き な 効 果 を 達成 する 
和 。 


決定 を 達成 する 

接近 戦 で は 決断 を 下す こと が 重要 で す 。 決 断 力 の な い 
戦い は エネ ルギー を 無駄 に し 、 場 合 に よっ て は 海兵 隊員 の 命 

を も 無駄 に し ます 。 相 手 を 抑制 し て 制御 する 上 四 和 9 で あろ うと 戦 
争 で 身 を 守る 四 和 9 で あろ うと 海兵 隊員 は 接近 戦 に 臨む 前 に 明 
確 な 目的 を 持ち 、 臨 ん だ ら 決断 力 を 持っ て 行動 し な けれ ば な り ま 
せん 。 


優位 性 を 獲得 する 


格闘 技 の 基本 原則 は 、 相 手 の 力 と 勢い を 利用 し て 、 自 分 の 筋肉 

だ け で は 生み 出せ な い 力 を 得 て 優位 に 立つ こと で す 。 近 接戦 闘 
で は :、 海 兵隊 員 は 相手 に 対す る あら ゆる 利点 を 活用 し て 勝利 を 確 
実に 収め な けれ ば な り ま せん 。 こ れ に は 、 相 手 に ジレ ンマ を も 

た ら す さま ざま な 武器 や 近接 戦闘 技術 の 使用 が 含ま れ ま す 。 奇 
襲 を 仕掛 ける こと も 、 優 位 性 を 大 幅 に 高め る こと が で きま す 。 海 
兵隊 員 は 、 欺 遇 、 ス テル ス 、 曖 昧 さ に よっ て 奇襲 を 仕掛 け 

よう と し ます 。 


に に 

海兵 隊 は スピ ー ド を 利用 し て 敵 に 対し て 主導 権 を 握り 、 優 位 
に 立ち ます 。 接 近 戦 で は 、 敵 に 対す る 攻撃 の スピ ー ド と 激 し 
さ が 海 兵隊 に 明確 な 優位 性 を も た らし ます 。 


海兵 隊員 は 近接 戦闘 の 基本 を 知り 、 理 解 し て 、 本 能 的 に 素早 く 行 
動 し 、 近 接戦 闘技 術 を 実行 で きる よう に する 必要 が あり ます 。 


適応 する 


近接 戦闘 は 、 摩 擦 、 不 確実 性 、 無 秩序 、 急 速 な 変化 を 特徴 と し ます 。 
それ ぞ れ の 状況 は 、 正 確 さや 確実 性 を も っ て 制御 で き な い 変化 
する 要因 の 独自 の 組み 合わ せ で す 。 た と えば 、 群 衆 制御 ミッ シ 

ョ ン で は :、 海 兵隊 員 は 、 非 致死 的 な 拘束 か ら より 強力 な 適用 ま 

で 、 さ ま ざ ま な 技術 を 採用 する 必要 が あり ます 。 迅 速 に 適応 する 海 
兵隊 員 は 、 大 き な 利 点 を 得る こと が で きま す 。 
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成功 を 活用 する 

通常 、 敵 は 不利 な 状況 に 置か れ た と いう 理由 だ け 
で 降伏 する こと は あり ませ ん 。 

海兵 隊 は 接近 戦 で 優位 に 立つ だ け で は 満足 で 
き な い 。 


英 を 完全 に 支配 する 機会 が か 生ま れる まで 、 あ ら ゆ る 
優位 性 を 積極 的 か つ 容 赦 な く 利用 し ます 。 海 兵隊 
上 員 は 、 得 られ る あら ゆる 優位 性 を 利用 し て 成功 を 勝 
ち 取 ら な けれ ば な り ま せん 。 


(反転 空白 ) 
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第 1 章 


近接 戦闘 の 基礎 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


海兵 隊 は 迷彩 服 を 着 て 描か れ て いま す 。 敵 は 迷彩 服 を 着 て いな い 状 態 で 描か れ て い 


ます 。 


近接 戦闘 の 基本 は 距離 、 
身体 の 武器 、 身 体 の 標的 部 位 、 身 体 の 圧力 ポイ ント 。 こ れ ら の 基礎 
は 、 す べ て の 近接 戦闘 技術 の 基礎 を 形成 し ます 。 


これ ら は 、 対 立 の 種類 や 使用 され る 技術 に 関係 な く 、 海 兵隊 員 に 
共通 の 枠組 み を 提供 し ます 。 海 兵隊 員 が 近接 戦闘 の 状況 で これ 
ら の 基本 を 適切 に 適用 すれ ば 、 自 分 や 仲間 の 海兵 隊員 の 命 を 救う 
こと が で きる か も し れ ま せん 。 


1. 近接 戦闘 の 男 囲 


近接 戦闘 は 、 長 距離 、 中 距離 、 近 距離 の 3 つの 範囲 で 発生 し ま 
す 。 


いか な る 交戦 に お いて も 、 こ れ ら の 範囲 は 曖昧 に な っ た り 、 敵 
が 敗北 する か 紛争 が 解決 され る まで 、 一 方 か ら 他方 へ と 急速 に 
移行 し た りす る こと が あり ます 。 


長 距 離 
長 距離 戦闘 で は 、 戦 闘 貞 は ライ フル 銃剣 、 棒 、 暫 載 掘 り 道具 な 
ど を 使っ て 互い に 攻撃 し ます 。 下 の 図 を 参照 し て くだ さい 。 


Machine Translated by Google 


MCRP 3-02B 


節 、 ま た は 小指 の 下 の 肉 厚 な 部 分 


1-2 
ミッ ドレ ンジ 拳 。 怪 我 を 最小 限 に 抑え る た め 
ee 拳 に 加え て 、 海 兵隊 員 は 挙 を 起 
中 距離 戦闘 で は 、 戦 闘 貞 は ナイ フ 、 パ ンチ 、 キ ッ ク な ど で 互 い 
1 SN 器 と し て 使い 、 喉 な どの 梁 部 組 
織 を 攻撃 し ます 。 挙 の 打撃 
は 、 手 の 指 の 最初 の 2 つの 関 
で す 。 
手 の 端 海兵 隊員 は 手 の 端 ( ナ 
イフ の 広 ) を 武器 と し て 使用 し ま 
す 。 
海 大 隊員 は 手 の 先 を 使っ て 柔 ら 
か い 組織 を 攻撃 する 。 
訴 誰 地域 
近 距 離 


近 距 離 で の 戦闘 で は 、 戦 闘 員 は 互い に 掴み 合い ます 。 近 距離 
で の 戦闘 で は 、 肘 打ち 、 膝 打ち 、 組 み 合い も 行わ れ ま す 。 


2. 身体 の 武器 


手 と 腕 


手 、 前 腕 、 肘 は 、 腕 の 個々 の 武器 で す 。 手 は 、 拳 、 手 の 端 、 手 の ひら 指 
な ど 、 武 器 と し て 使用 で きる いく つか の 領域 で 構成 され て いま 
す 。 


手のひら 。 手 の ひら に は パッ ド が 
付い て いる た め 、 海 兵隊 員 は 手 の ひ 
ら の 付け 根 の 部 分 を 使う 。 

攻撃 する 、 受 け 流 す 、 ブ ロッ ク す 
る 。 


指 。 海 兵隊 は 

指 で 軟部 組織 ( 目 、 喉 股間 な 
ど ) を えぐ っ た り 、 裂 いた り 、 引 き 
裂 い た りす る 。 


前 腕 。 海 兵隊 員 は 前 腕 を 防御 手段 と し て 使い 、 攻 撃 を か わし た り 
ブロ ッ ク し た り し ます 。 ま た 、 前 腕 は 相手 の 関節 や 手足 を 傷つけ た 
り 折 っ た りす る 打撃 武器 と し て も 使用 で きま す 。 海 兵隊 員 は 打 

坦 行 為 を あま り 受 け ま せん 。 
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打撃 を 行う と きよ り も 前 腕 で 最初 の 攻撃 で 相手 を 腰 を 曲げ た 後 、 相 手 の 顔面 に 壊滅 的 な 
拳 と 指 で 。 次 攻撃 を 加え る 。 


肘 。 海 兵隊 員 は 肘 を 打撃 武器 と し て 使用 し ます 。 力 を 発揮 
する た め に 必要 な 距離 が 短い た め 、 肘 は 近接 戦闘 の 近 距 離 で の 
打撃 に 最適 な 武器 で す 。 


脚 


脚 は 体 の 他 の どの 武器 より も 強力 で 、 打 撃 時 に 負傷 する 可能 性 
も 低く な り ま す 。 足 は ブー ツ で 保護 され て お り 、 打 撃 に は 好ま 
れ ま す 。 


足 。 海 兵隊 員 は 足 の 指 の 付け 根 、 甲 、 つ ま 先 を 使っ て 
相手 を 蹴り ます 。 海 兵隊 員 は か か と の 切れ 味 と か か 
と を 使っ て 相手 を 踏み つけ ます 。 つ ま 先 で 打つ と き 
は 、 海 兵隊 員 は ブー ツ を 履い て いな けれ ば な り 
ませ ん 。 


膝 。 肘 と 同様 に 膝 は 近 距離 で の 戦闘 で 優れ た 武器 で す 。 膝 蹴り 
は 、 キ ッ ク が 実用 的 で な い 相 手 と の 距離 が 近い と き に 最も 効果 
的 で す 。 相 手 が 直 立 し て いる 場合 股間 は 膝 蹴 り の 理想 的 な ター 
ゲッ ト で す 。 膝 蹴り は 、 


頸 動 脈 洞 


3. 体 の ター ゲッ ト 部 位 


接近 戦 で は 、 海 兵隊 員 は 敵 の 体 の 攻撃 可能 な 標的 部 位 を 攻撃 し 
よう と 努め る 。 

容易 に アク セス で きる 部 位 は 、 状 況 や 交戦 中 に よっ て 異な り ま 

す 。 標 的 部 位 は 、 頭 部 、 首 、 胴 体 股 間 、 四 肢 の 5 つの 主要 グル ー 
プ に 分 けら れ ま す 。 下 の 図 は 、 身 体 の 標的 部 位 を 示し て いま 

す 。 


頭 部 の 脆弱 な 部 分 は 、 目 、 こ めか み 、 鼻 、 耳 、 頭 で す 。 頭 部 に 大 き 
な ダメ ー ジ を 与え る と 相手 は 死亡 し ます 。 


目 。 目 は 骨 や 筋肉 で 保護 され て いな い 軟 部 組織 な の で 、 攻 撃 の 標 
的 に な りや すい 。 こ の 部 位 を 攻撃 する と 、 相 手 は 手 で その 部 位 を 
守 ろ うと する た め 、 


海兵 隊 は 他 の 部 隊 へ の 一 次 攻撃 を 実行 する 
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相手 が 手 を 使っ て 目 を 保護 し て いる 間 に 、 タ ー ゲ ッ ト エ リア を 
攻撃 し ます 。 


こめ か み 。 こ めか み は 頭 の 中 で 最も 脆弱 な 部 位 の 一 つ で す 。 相 手 
の こめ か み に 強 力 な 打撃 を 与え る と 、 
寺院 は 永久 的 な 損傷 と 死 を 引き 起こ し ます 。 


鼻 。 鼻 は 非常 に 敏感 で 、 簡 単に 折れ て し まい ます 。 こ の 部 分 を 攻 
撃 す る と 、 相 手 の 目 が 無意識 に 涙 目 に な り 、 目 が 閉じ て し まう た 
め 、 二 次 攻撃 を 受け や すく な り ま す 。 


し か し 、 訓 練 を 通じ て 、 人 は 鼻 へ の 攻撃 に 仙 え られ る よう に 自分 自 
身 を 鍛え る こと が で きま す 。 


し た が っ て 、 鼻 へ の 攻撃 は 全力 で 行わ な けれ ば な り ま せん 。 


耳 。 耳 へ の 攻撃 は 鼓膜 を 破 像 させ る 可能 性 が あり ます 。 し か し 、 
海兵 隊員 が 強力 な 攻撃 を し な い 限 り 、 敵 の 動き を 止め た り 、 注 意 
を そら し た りす る こと は で き な い か も し れ ま せん 。 


顎 。 頭 の 部 分 を 強く 打つ と 相手 は 意識 を 失い ます 。 顎 へ の 打撃 は 、 歯 や 周 

囲 の 組織 ( 唇 、 征 な ど ) に 痛み を 伴う 損傷 を 引き 起こ し ます が 、 海 兵隊 員 が 
ヘル メッ ト 、 ラ イフ ル の 銃床 、 ブ ー ツ の か か と な どの 人 硬い 物体 で 打撃 を 与 

えな い 限 り 、 自 傷 の 危険 性 は 高く な り ま す 。 


首 


首 の 前 側 、 つ まり 喉 の 部 分 は 、 自 然 の 保護 で 緒 われ て いな い 和 柔 
ら か い 組織 部 分 で す 。 

この 部 位 が 損傷 する と 、 相 手 の 気管 が 腫れ て 気道 が 閉塞 し 、 死 
に 至る 可能 性 が あり ます 。 


頸 動脈 洞 。 吾 動脈 洞 は 台 の すぐ 下 の 首 の 両側 に あり ます 。 頭 


脈 洞 へ の 打撃 は 脳 へ の 血 流 を 制限 し 、 意 識 杏 失 や 死 を 引き 起こ 
し ます 。 


頭 椎 。 括 の 後ろ の 頭蓋 底 か ら 肩 の 上 部 まで に ある 頸椎 に は 、 脳 
と 神経 系 を つなぐ 脊 舶 が 含ま れ て いま す 。 


頭 の 重 さ と 大 き な 筋肉 量 の 不足 に より 、 頭 椎 に 損傷 が 生じ る 。 


そし て 脊 科 で す 。 こ の 領域 に 過度 の 損傷 が 生じ る と .、 痛 み 、 麻 
痺 、 ま た は 死 を 引き 起こ し ます 。 


胴体 


鎖骨 。 相 手 の 鎖骨 (また は 鎖骨 ) 
簡単 に 骨折 し 、 動 け な く な る 可能 性 が ある 
アー ム 。 


太陽 神経 叢 。 相 手 の 太 陽 神 経 芋 ま た は 胸 の 中 央 を 攻撃 する 
と 、 相 手 の 息 が 止ま り 、 動 け な く な り ま す 。 


助 骨 。 相 手 の 助 骨 を 損傷 する と 、 相 手 は 動け な く な り ま す 。 ま た 、 内 部 
外傷 を 引き 起こ す 可 能 性 も あり ます 。 


菅 臓 相手 の 腎臓 へ の 強力 な 攻撃 は 、 動 け な く な っ た り 永久 的 
な 損傷 を 受け た り 、 


Oo 


E ヨ ン 又 立 | 
景 径 部 


股間 は 、 自 然 の 防御 で カバ ー さ れ て いな いも う 一 つの 軟 部 組織 

で す 。 こ の 部 位 に 損傷 が ある と 、 相 手 は 無意識 に 、 通 常 は 手 や 足 
で 負傷 し た 部 位 を 守 ろ うと し ます 。 男 性 の 相手 の 場合 、 陰 坦 が 主 な 
標的 と な り ま す 。 な ぜ な ら 、 ほ ん の 少し の ミス で も 、 激 し い 痛 

み 、 下 腹部 の 筋肉 の 収縮 、 姿 勢 の 悪化 . お よび 内 部 外傷 を 引 き 

起こ す 可 能 性 が ある か ら で す 。 


四肢 


敵 の 四肢 ( 腕 や 脚 ) へ の 攻撃 が 死に 至る こと は 稀 で す が 、 接 近 
戦 で は 重要 な 攻撃 対象 と な り ま す 。 敵 の 関節 を 損傷 する と 動け 
な く な り ま す 。 


4. 体 の ツボ 


人 体 に は 神経 が あり 、 圧 力 が 加え られ た り 、 打 撃 を 受け 

た りす る と 、 海 兵隊 員 は 痛み の 応酬 を 通じ て 対象 を コン ト 
ロー ル す る こと が で きま す 。 海 兵隊 員 は 、 致 命 的 な 力 の 使 
用 が 許可 され て いな い 場 合 圧 力 ポ イン ト を 使用 し て 相 
手 を コン トロ ー ル し ます 。 

また 、 敵 を 弱め た り 気 を そら し た りす る た め に 圧力 ポイ ント を 使用 
し 、 致 死 的 また は 非 致死 的 な テク ニッ ク を 使用 する こと が で きま 
す 。1-5 ペ ー ジ の 図 は 、 
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体 の ツボ を 攻撃 する 。 海 兵隊 員 は 、 以 下 の 方 法 で ツボ を 攻撃 す 
る 。 


圧力 ポイ ント を 素早 く < 蹴っ た り HH いた りす る 。 


Il ゆっ くり と 一 定 の 圧力 を か け て 圧力 を か ける 
ポイ ント 。 


眼 高 下 神 経 


眼 高 下 神 経 は 鼻 の すぐ 下 に あり ます 。 
海兵 隊員 は 人 差し 指 で この 神経 に 圧力 を か け 、 相 手 を コン トロ 
ー し 選 ます 。 


馳 様 突起 


乳 様 突起 は 耳 の 付け 根 の 後ろ 、 頭 の 端 の 下 に あり ます 。 海 兵隊 員 は 指 で こ 
の ツボ に 内 側 と 上 向き の 圧力 を 加え 、 敵 の 注意 を そら し て 制御 し ます 。 


Mastoid 
Process 


UInar 


Nerve 
Pressure 


Point on 
the Hand 


C) か 


Peroneal 


Nerve 
ーーーーーーーー ジ 


Pressure 
Points 
on the Foot 


へ へ 。/ 


か 


頭 静脈 切 痕 


頭 静 脈 切 痕 は 、 鎖 骨 の 中 央 に 形成 され た 切 痕 内 の 首 の 付け 根 に あ 
り ま す 。 海 兵隊 


人 差し 指 で 素早 く 突 き 刺す よう な 動き で 圧力 を 加え ます 。 頭 静脈 
切 痕 へ の 打撃 は 深刻 な 損傷 を 引き 起こ し ます 。 


腕 神経 叢 (結び 目 ) 


腕 神 経 叢 (結び 目 ) は 肩 関 節 の 前 側 に あり ます 。 こ の 神経 に は 、 手 
で 打撃 や 圧力 を 加え る と 効果 的 で す 。 


村 骨 神経 

村 骨 神経 は 前 腕 の 内 側 の 構 骨 に 沿っ て 走っ て いま す 。 手 で 楠 骨 
神経 を 叩い た り 圧 迫 し た りす る こと で 神経 を 和らげ る 効果 が 
あり ます 。 


Infraorbital 


Brachial Plexus 
、(Tie In) 


Radial 


Nerve 
og ーーーーーーーー 


Femoral 
Nerve 


Machine Translated by Google 


1-6 


MCRP 3-02B 


尺骨 神経 
尺骨 神経 は 前 腕 の 外側 尺骨 に 沿っ て 位置 し て いま す 。 手 で 尺 


骨 神 経 を 叩い た り 圧迫 し た りす る こと で 神経 を 和らげ る テ 
クニ ッ ク と し て 機能 し ます 。 


手 の ツ ボ 


手 に は 、 親 指 と 人 差し 指 の 間 の 、 指 の 2 つの 骨 が 交わ る 部 分 に 
圧力 ポイ ント が あり ます 。 


相手 の 握り を 緩め た り 、 解 放し た りす る た め に 、 海 兵隊 員 は 人 差し 
指 で この 圧力 点 に 圧力 を か けた り 、 拳 で この 圧力 点 を 叩い た り し 
ます 。 


大 朋 神 経 


大 朋 神 経 は 大 用 骨 に 治っ て 太もも の 内 側 に あり ます 。 大 有 神 
経 へ の 打撃 は 、 軟 化 の テク ニッ ク と し て 機能 し ます 。 


須 骨 神経 


須 骨 神経 は 大 腺 骨 に 治っ て 太もも の 外側 に あり ます 。 須 骨 神経 
へ の 打撃 は 、 筋 肉 を 柔らか くす る テク ニッ ク と し て 機能 し ま 
す 。 


足 の ツボ 

足 に は 圧力 ポイ ント が あり 、 圧 力 を 加え た り 、 打 撃 を 与え た り 
する と 、 敵 を 弱め た り 、 気 を そら し た りす る 働き を し ます 。 海 兵隊 
員 は 、 ブ ー ツ の つま 先 、 端 、 ま た は か か と で 次 の ポイ ント に 圧力 を 
か け ま す 。 


足首 の 付け 根 の 下 の く ぼ み 。 


[ 足 の 上 部 中 央 、 つ ま 先 の 上 。 
中 と 足 が 接 する 足 の 甲 


へ 、 ユ 
去 つ eo 


5. 基本 的 な 戦士 の 姿勢 


堅固 な 姿勢 を と る こと は 、 あ ら ゆ る 近接 戦闘 の 対決 に お いて 安定 
性 と 動き を 保つ た め に 重要 で す 。 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 は 、 近 接戦 
閣 の テク ニッ ク を 実行 する た め に 必要 な 安定 性 と 動き の 基礎 を 
提供 し ます 。 


基本 的 な 戦士 の 姿勢 で は 、 海 兵隊 員 は 足 を 広げ 、 手 を 
上 げ 、 肘 を 内 側 に 引き 、 頭 を 下げ ます 。 


足 を 広げ る 


足 を 肩幅 に 開き ます 。 


頭 を 前 に 向け 、 目 を 相手 に 向け 、 左 足 
を 半 歩 前 に 踏み 出し 、 か か と を 軸 に し 
て 腰 と 肩 が 右 に 約 45 度 の 角度 に な る 
よう に し ます 。 


両足 に 体重 を 均等 に か け ま す 。 膝 を 軽く 
5 曲げ ます 。 


手 を 挙げ て 

指 を 自然 に 手のひら に 曲げ ます 。 親 指 を 人 差し 指 と 中 指 の 問 
に 置き ます 。 拳 を 握ら な いで くだ さい 。 拳 を 握る と 前 腕 の 筋肉 
の 緊張 が 増し 、 束 度 と 反応 時 間 が 低下 し ます 。 


両手 を 額 の 高 さ まで 上 げ 、 手 の ひら を 互い に 向け ます 。 拳 を 高く 
上 げ ま す 。 

頭 を 守る の に 十分 な 高 さ で す が 、 視 界 を 遮る ほど 高 
く は あり ませ ん 。 相 手 と 常に アイ コン タク ト を 保つ よう 
に し て くだ さい 。 


肘 を 内 側 に 
体 を 守る た め に 肘 を し っ か り と 引き 締め ます 。 


吾 を 下げ る 
肩 が 提供 する 自然 な 保護 を 活用 する た め に 、 頭 を 下げ ます 。 
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6. 接近 と 移動 の 角度 


海兵 隊 は 動き を 利用 し て 対決 を 制御 し 、 戦 術 的 優位 性 を 維持 し ま 
す 。 動 き に よっ て 力 が 増し 、 勢 い が 最大 化 さ れ ま す 。 英 の 周り を 
動き 回 る こと で 、 海 兵隊 は 敵 の 体 の さま ざま な 標的 部 位 に ア 
クセ ス で きま す 。 


移動 に より 、 海 兵隊 員 は 身体 の さま ざま な 武器 と さま ざ 
まな 近接 戦闘 技術 を 使用 し て 、 特 定 の ター ゲッ ト 領 域 
を 攻撃 する こと が で きま す 。 


アプ ロー チ の 角度 


海兵 隊 は 敵 の 周囲 360 度 の 円 内 を 移動 し て 戦術 的 優位 性 を 獲得 
する 。 こ の 円 は さま ざま な ター ゲッ ト へ の アク セス を 提供 する 。 


相手 の 体 の 部 分 。 


敵 と 対 財 す る と き 、 海 兵隊 員 は 45 度 の 

敵 の どちら か の 側 に 45 度 の 角度 で 移動 し ます 。45 度 の 角度 で 
移動 する こと で 敵 の 攻撃 を [名 記し 、 敵 を 攻撃 する の に 最適 な 
位置 に 海兵 隊 を 配置 し ます 。 対 決 中 、 海 兵隊 は 敵 の 正面 に 立つ こ 
と を 避け る 必要 が あり ます 。 海 兵隊 が 敵 の 正面 に 立つ と 、 敵 は 
前 進 す る 勢い と 直線 的 な 力 に 頼っ て 戦術 的 優位 に 立つ こと が で 
きま す 。 


動き 


海兵 隊員 は 、 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 を 維持 し な が ら 、 あ ら ゆ る 方 向 に 
動く 方 法 を 知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 い か な る 動き の 間 も 、 
足 は 交差 し て は いけ ませ ん 。 動 き が 完了 し た ら 、 基 本 的 な 


戦士 の 姿勢 を 再開 する 必要 が あり ます 。 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 を 
維持 する こと で 海兵 隊員 は 保護 され 、 敵 に 対し て 攻撃 を 開始 する 
た め の 適切 な 位置 に 留まり ます 。 


注意 : 身体 の 動き が 始ま る 前 に 、 海 兵隊 員 は 頭 を 素早 く < 新しい 
方 向 に 向け ます 。 頭 の 回 転 が 速い ほど 、 身 体 の 動き が 速く な り 、 海 
兵隊 員 は 敵 と 視覚 的 に 接触 する 時 間 が 短く な り ま す 。 


左 に 前 進 。 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 左 に 前 進 す る に は 、 海 兵隊 員 
は 一 


[左足 を 体 か ら 45 度 の 角度 で ( 約 12- て 15 イ ンチ 前 に 出し 、 
つま 先 を 相手 の 方 に 向け ます 。l 右 足 を 左足 の 後ろ に 持っ 
て きま す 。 


左足 が 所 定 の 位置 に 置か れる と すぐ に 海兵 隊員 は 基本 
的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 


右 へ 前 進 。 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 右 へ 前 進 す る に は 海兵 
隊員 は 


右足 を 体 か ら 45 度 の 角度 で 前 方 に 動か し ます ( 約 12->15 イ 
ンチ ) 。 


[右足 が 所 定 の 位置 に つい た ら す ぐに 、 つ ま 先 を 敵 に 向け た 左 
足 を 右足 の 前 に 持っ て きま す 。 こ れ で 海兵 隊員 は 基本 的 
な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 


左 後方 へ 。 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 左 後方 へ 移動 する に は 、 海 
兵隊 員 は 前 進 の 動き を 逆 に 実行 し ます 。 海 兵隊 員 は 一 


[左足 を 体 か ら 45 度 の 角度 で ( 約 12-15 イ ンチ ) ろ に 動か 
し 、 つ ま 先 を 相手 の 方 に 向け ます 。! 右 足 を 左足 の 後ろ に 
持っ て きま す 。 


左足 が 所 定 の 位置 に 置か れる と すぐ に 海兵 隊員 は 基本 
的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 


右 後方 へ 。 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 右 後方 に 移動 する に は 、 


海兵 隊員 は 前 進 の 動き を 逆 に 実行 し ます 。 


海兵 隊 一 


右足 を 体 か ら 45 度 の 角度 で 後方 に 動か し ます ( 約 12- て 15 イ ン 
チ ) 。 


[右足 が 所 定 の 位置 に つい た ら す ぐに 、 つ ま 先 を 敵 に 向け た 左 
足 を 右足 の 前 に 持っ て きま す 。 こ れ で 海兵 隊員 は 基本 的 
な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 
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MCRP 3-02B 


バラ ンス 


いか な る 近接 戦闘 状況 に お いて も 海兵 隊員 は 努力 し な けれ ば な ら な い 


バラ ンス を 保つ た めで す 。 接 近 戦 の 状況 で 一 番 避 ける べき 場所 は 地上 で す 。 


海兵 隊員 は 強固 な 基盤 と 低い 重心 を 維持 し 、 足 を 肩幅 に 開き 、 つ ま 先立ち 
し て 素早 い 動 き を 可能 に し な けれ ば な り ま せん 。 


バラ ンス を 崩す 

海兵 隊員 は 、 バ ラン ス を 月 す テ クニ ッ ク を 使っ て 相手 を 制御 し ま 
す 。 こ れ ら の テク ニッ ク は 海兵 隊員 が 立っ た まま 相手 を 地面 に 投 
げ 飛 ば す た め に 、 ま た は 海兵 隊員 を 攻撃 の 態勢 に 立た せる た め に 
使わ れ ます 。 


バラ ンス を 崩す テ クニ ッ ク は 、 相 手 の 勢 い を 利用 し て 相手 を 動か 
し た り 投げ た り し ます 。 た と えば 、 相 手 が 海 兵隊 員 に 突撃 し て き 
た 場合 、 海 兵隊 員 は 相手 を 引っ 張っ て 地面 に 倒し ます 。 


同様 に 、 相 手 が マ リー ン を 引っ 張っ て いる 場合 、 マ リー ン は 相手 を 
押し て 地面 に 倒し ます 。 


バラ ンス を 崩す テク ニッ ク も 、 敵 が 発する 力 に 依存 し ます 。 た と 

えば 、 戦 闘 中 、 海 兵隊 員 は 疲れ て いた り 、 数 で 劣勢 だ っ た りす る 

場合 が あり ます 。 

敵 が 発する エネ ルギー と 運動 量 に 応じ て 海兵 隊員 は ほとん ど 
労力 を か けず に バラ ンス を 崩す テク ニッ ク を 使用 し 、 そ れ で も 効 
果 的 な 結果 を も た らし ます 。 


バラ ンス を 崩す テ クニ ッ ク は 、 相 手 が 生 み 出 す 勢 いと 力 に 依存 す 
る た め 、 相 手 より も 体格 が 大 きか っ た り 、 相 手 ほ ど の 強 さ が な 
い 海 兵隊 員 に と っ て 特に 効果 的 で す 。 


バラ ンス を 崩す 角度 
相手 が バラ ンス を 崩す 可能 性 が ある 角度 また は 方 向 は 、 前 方 、 後 
方 、 右 、 左 、 前 方 右 、 前 方 左 、 後 方 右 、 後 方 左 の 8 つ あ り ま す 。 


Forward 
本 


Forward Left Forward Right 


Right 


Rear Left 


Rear Right 


Rear 


注 : 角度 は 敵 の 視点 で は な く 、 海 兵隊 員 の 視点 に 対応 し て い 

ます 。 前 方 後方 、 右 、 左 は 直角 で す 。 前 方 右 、 前 方 左 、 後 方 右 、 後 方 
左 は 、 前 方 また は 後方 の いずれ か の 方 向 に 45 度 の 角度 に ある 象 
限 と 見 な され ます 。 


オフ バラ ンス テク ニッ ク 
海兵 隊員 は 、 手 、 腕 、 ま た は 体 を 使っ て 相手 を 押し た り 、 引 っ 張 
っ た り 、 ぶ つけ た り し て 、 相 手 の バ ラン ス を 崩し ます 。 


引っ 張る に は 海兵 隊員 は 敵 を 両手 で 掴み 、 後 方 の 四 分 円 の 
1 つま た は 右 ま た は 左 に 力強く 追い 込み ます 。 
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押す に は 、 海 兵隊 員 は 敵 を 両手 で 掴み 、 前 方 の 四 分 円 の 1 つま 前 方 に 倒れ 、 前 腕 と 手のひら で 転倒 を 防い で くだ さい 。 前 腕 と 手 、 
た は 右 ま た は 左 に 力強く 押し 込み ます 。 指先 まで が 同時 に 地面 に 着地 する よう に し て くだ さい 。 


海兵 隊員 は 押す の と 同じ 方 法 で ぶつ か る 技 を 実行 し ます が . 相 手 
の バラ ンス を 崩す た め に 手 で は な く 肩 腰 、 脚 を 使い ます 。 前 腕 と 手 で 抵抗 し 、 頭 を 地面 か ら 離し た 状態 に 保ち ます 。 


8. 滝 


海兵 隊員 は 敵 と の 遭遇 時 に バラ ンス を 崩し た り 、 
地面 に 投げ 出さ れ た りす る こと が あり ます 。 

海兵 隊員 は 、 落 下 の 衝撃 を 吸収 し 、 敵 の 攻撃 後に 素早 く < 立ち 上 が 
る た め に .、 落 下 技術 を 使用 し ます 。 


サイ ド フ ォ ー ル 


落下 や 敵 に 投げ 飛ば され る 場合 で も 、 海 兵隊 員 は 衝 
ER 海兵 隊員 は 、 横 か ら の 落下 を 防ぐ た め に サイ ド フ ォ ー ル を 実行 し ます 。 


し 、 重 傷 を 防ぎ 、 生 存 の 可能 性 を 高め る よう 努め る 。 落 下 テ クニ ッ 


ク は 、 サイ ド フ ォ ー ル を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 一 
体 の 大 き な 筋 肉 (背中 、 太 も も 、 お 尻 ) は 、 重 要 な 臓器 や 骨 を 損傷 右腕 を 体 の 横 に 伸ばし 、 手 の ひら が 内 側 を 向く よう に 左肩 の 横 に 置 
や 動け な く な る こと か ら 守 り ま す 。 きま す 。 


フロ ント フォ ー ル 


海兵 隊員 は 前 方 落下 を 阻止 する た め に 前 方 落下 を 実行 する 。 前 
方 落下 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


肘 を 曲げ て 手のひら を 外側 に 向け 、 落 下 の 衝 撃 を 分 散 し て 吸収 で き 
る 位置 に し ます 。 


横 に 倒れ 、 右 腕 で 地面 を た た き 、 肩 また は 前 腕 か ら 手 まで 接触 
し て 転倒 を 止め ます 。 


同時 に 頭 を 引い て 頭 を 
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地面 か ら 浮 か せ て くだ さい 。 む ち 打ち 症 を 防ぐ た め に 、 頓 は 常に 後ろ に 倒れ 、 前 腕 と 手 で 地面 を 叩い て 転倒 の 衝撃 を 吸収 し 、 頭 
胸 に 引い て くだ さい 。 が 地面 に つか な いよ うに し ます 。 

右足 を 伸ばし て 地面 に 接地 し 、 衝 撃 を 分 散 し て 吸収 し ます 。 前 方 肩 ロ ー ル 


海兵 隊員 は 、 前 方 肩 転がし を 使っ て 敵 の 攻撃 に よる 転倒 を 回 避 
し 転倒 の 勢い を 利用 し て 素早 く < 立ち上がる 。 理 想 的 に は 、 海 兵 
隊員 は 前 方 肩 転がし を 実行 し て 立ち 上 が る こと で 戦闘 を 継続 で 
きる 。 前 方 肩 転 が し を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に する 。 


左足 を 曲げ て 足 が 地面 に 接触 する よう に し ます 。 


右前 腕 と 上 腕 の 後ろ 側 で 地面 に 着地 し ます 。 癌 を 胸 に 引き ます 。 


バッ ク フ ォ ー ル 

海兵 隊員 は 、 投 げ ら れ た り 後 ろ に 倒れ たり し た と き に 、 バ ッ ク フ ォ 
ー ル で 落下 を 止め ます 。 バ ッ ク フ ォ ー ル を 実行 する に は 、 海 兵隊 
員 は 、 


胸 の 前 で 手 を 交差 させ 、 額 を 引き ます 。 


右 肩 に 転がり 、 背 中 を 斜め に 横切っ て 左 腰 に 着地 し ます 。 


左腕 で 地面 を 叩き 、 肩 か ら 手 の ひら を 下 に し て 手 に か け て 衝撃 
を 吸収 し ます 。 
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衝撃 を で きる だ け 吸 収 す る た め に 、 左 足 を まっ すぐ に 左足 を 曲げ て 、 左 膝 と 左足 で 蹴り 出し 、 し ゃ が ん だ 姿勢 


伸ばし ます 。 右 足 は 曲げ て 、 足 が 地面 に 平ら に 着地 す か ら 立 ち 上 が る 。 前 進 の 勢い で 、 
る よう に し ます 。 
海兵 隊員 を 立ち 上 が ら せ る 。 


(反転 空白 ) 
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第 2 章 
致死 信 お よび 非 致 死 性 兵器 技術 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


図面 で は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 迷彩 服 を 着用 せ ず に 描か れ て いる 。 写 真 で 
は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 砂漠 迷彩 服 を 着用 し て 描か れ て いる 。 


1. 鉱 剣術 ライ フル を 構え る 
銃剣 術 を 行う た め に 、 海 兵隊 員 は 修正 され た 基本 戦士 の 姿勢 で ラ 
告 sss イフ ル を 構え ます 。 す べ て の 動き は 基本 戦士 の 姿勢 で 始ま り 、 終 わ 


り ま す 。 ラ イフ ル を 構え る に は 海兵 隊員 は 一 


忠 


訓練 中 、 海 兵隊 員 は 銃剣 を 輸 に 収め な けれ ば な り ま せん 。 海 兵隊 員 は 
銃剣 ダミ ー を 使用 し て 銃剣 技術 を 練習 し ます 。 生 徒 同士 で 攻撃 的 

お よび 防御 的 な 銃剣 技術 を 練習 する 場合 、 海 兵隊 員 は パ ジ ル ス 
ティ ッ ク を 使用 し ます 。 オー バー ハン ド グ リ ッ プ を 使用 し て 
ライ フル の スト ッ ク の 小さ い 部 分 を 
掴み ます 。 下 向き の 手 で ライ フル の 


ハン ドガ ー ド を 掴み ます 。 


ライ フル で 武装 し た 海兵 隊員 は 全員 銃剣 を 携行 し ます 。 

海兵 隊員 が 攻撃 と 防御 の 銃剣 技 術 を 適切 に 訓練 し て いれ ば 、 鉱 合 
は 効果 的 な 武器 と な り ま す 。 突 き な ど の 攻撃 は 、 戦 閣 を すぐ に 終 

わら せる 壊滅 的 な 攻撃 で す 。 ブ ロッ ク や 受け 流し な どの 防御 

技術 は 、 敵 の 攻撃 を 阻止 し 、 海 兵隊 員 が 主導 権 を 取り 戻す こと を 可 
能 に し ます 。 適 切な 訓練 を 通じ て 、 海 兵隊 員 は 銃剣 を 効果 的 に 
使用 し て 身 を 守り 、 敵 を 倒す た め に 必要 な 勇気 と 自信 を 養い ます 。 
味方 と 敵 の 部 隊 が 密集 し 、 ラ イフ ル 射 撃 や 手 机 弾 が 実用 的 

で な い 状 況 で は 、 銃 剣 が 最適 な 武器 と な り ま す 。 


右前 腕 で ライ フル の 銃床 を 腰 に 
固定 し ます 。 


ライ フル の 丸 の 先 端 を 敵 に 向け ま 
す 。 


攻撃 的 な 銃剣 術 


スト レー トス ラス ト 。 海 兵隊 は スト レー トス ラス ト を 使っ て 敵 を 
無力 化 また は 殺害 する 。 こ れ は 敵 に 最も 大 き な 外傷 を 与え る た 
め 、 最 も 致命 的 な 攻撃 技術 で ある 。 標 的 部 位 は 敵 の 喉 、 股 間 、 ま た 
は 顔 で ある 。 敵 の 胸部 や 腹部 も 、 そ う で な い 場 合 は 優れ た 標的 部 
位 で ある 。 
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防弾 チョ ッ キ また は 戦闘 装備 で 保護 され て いま す 。 水平 バッ トス トロ ー ク 。 海 兵隊 員 は 、 水 平 バ ッ ト ス トロ ー ク を 使 
直線 突撃 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 用 し て 、 相 手 の 防御 を 弱め た り 、 重 傷 を 負わ せ た り 、 致 命 傷 を 与 

える 準備 を し た り し ます 。 タ ー ゲ ッ ト エ リア は 、 相 手 の 頭 、 首 脚 で 
左足 を 上 げ て 右足 の つま 先 で 前 に 突進 し 、 武 器 の 刃 の 先端 を ま す 。 水 平 バ ッ ト ス トロ ー ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は … 


っ すぐ 相手 に 向かっ て 突き 出し ます 。 


右足 を 前 に 踏み 出し 、 右 手 を 前 に 突き 出す 。 腰 と 肩 を 回 転 さ 
せ て 打撃 する 。 左 手 を 後ろ に 動か す 。 


武器 を 収納 し 、 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 


斬 撃 海兵 隊員 は 斬 撃 を 使っ て 敵 を 殺し た り 、 防 御 に 隙 を 作っ 
た り し ます 。 狙 い は 英 の 首 で す 。 斬 撃 を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 
は 一 


左手 を 左肩 の 方 へ 伸ばし ます 。 


左手 を 前 に 突き 出し て 右 に 振り 、 右 手 を 腰 の 方 に 戻し 、 刃 先 を 
相手 の 首 に 向け ます 。 刃 が 相手 の 首 を 横切る よう に 斬り つけ る 
動き で す 。 


垂直 バッ トス トロ ー ク 。 海 兵隊 員 は 、 敵 の 防御 を 弱め た り 、 重 
傷 を 負わ せ た り 、 灯 害 に 追い 込ん だ りす る た め に 垂直 バッ トス 
トロ ー ク を 使用 する 。 
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打撃 。 狙 い は 相手 の 股間 と 顔 。 垂 直 の バッ トス トロ ー ク を 実行 す 腕 を まっ すぐ 前 に 突き 出し 、 武 器 の 尻 で 相手 を 攻撃 し ます 。 
る に は 海兵 隊員 は 


右足 を 前 に 踏み 出し 、 


右手 を まっ すぐ 上 に 上 げ ま す 。 


| 


左手 を 左肩 の 後ろ に 引き ま 
す 。 


で こと 
とい 


防御 用 の 銃剣 術 

パリ ー.。 海 兵隊 員 は 、 攻 撃 を 逸らす 防御 技術 と し て パリ ー 

を 使用 し ます 。 パ リー と は 、 英 の 直線 的 な 攻撃 を わずか に 逸 ら 
すこ と で す 。 た と えば 、 ま っ すぐ な 突き や スマ ッシュ で す 。 

パリ ー を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


ライ フル の 銃剣 の 先端 を 使っ て 、 相 手 の 武 器 の 銃身 また は 銃 
剣 の 方 向 を 変え ます 。 


スマ ッシュ 。 海 兵隊 員 は 、 水 平 ま た は 垂直 の バッ トス トロ ー ク の フ 
オロ ー ア ッ プ テク ニッ ク と し て スマ ッシュ を 使用 し ます 。 特 に 、 タ ー 
ゲッ ト を 外し た 場合 で す 。 タ ー ゲ ッ ト エ リア は 相手 の 頭 部 で す 。 バ 

ッ ト ス トロ ー ク の 後に スマ ッシュ を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よ 
うに し ます 。 


右足 を 前 に 踏み 出し 、 武 器 の 刃 の 端 を 左肩 の 上 に 置き 、 右 肘 
を 肩 よ り 上 に 上 げ ま す 。 


人 
に 人 
右前 腕 で 武器 を 腰 に 固定 し ます 。 


右 ま た は 左 に 回 転 し 、 ラ イフ ル の 銃剣 の 端 を 動か し て 相手 の 攻撃 
を か わし ます 。 回 転 は 腰 か ら 発生 し ます 。 
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相手 の 武器 に 圧力 を か ける こと で 、 相 手 の 武器 を 身体 か ら 遠 ざ 腰 の 高 さ か それ 以下 で 地面 と 平 
けた り 方 向 転換 し た り し ます 。 | 行 に な る 必要 が あり ます 。 肘 は 
曲げ ます が 、 腕 に は 衝撃 を 吸収 
| し て 攻撃 を 旧 止 する の に 十分 な 
」 移 内 の 各 須 が あり ます 。 


左 ブ ロッ ク と 右 ブロ ッ ク 。 海 兵隊 員 は 水平 の バッ トス トロ ー ク ま 
た は スラ ッシュ に 対し て 左 ま た は 右 ブ ロッ ク を 実行 し ます 。 左 
ハイ ブロ ッ ク 。 海 兵隊 は ハイ ブロ ッ ク を 仕掛 ける 。 また は 右 ブ ロッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 一 
高い と ころ か ら 低い と ころ へ の 垂直 攻撃 。 ハ イブ ロッ ク を 実行 する 
た め に 海兵 隊員 は 一 

ライ フル を 攻撃 の 方 向 に 垂直 に 構え 、 両 腕 を 力強く 右 また は 
腕 を 体 か ら 約 45 度 の 角度 で 力強く 突き 上 げ ま す 。 武 器 は 頭 の て っ 左 に 突き 出し ます 。 肘 は 曲げ ます が 、 腕 の 筋肉 は 衝撃 を 吸収 し て 
ぺん より 高く 、 地 面 と 平行 に する 必要 が あり ます 。 肘 は 曲げ 攻撃 を 阻止 する の に 十分 な 緊張 感 が あり ます 。 
ます が 、 腕 に は 衝撃 を 吸収 する の に 十分 な 筋肉 の 緊張 が あり ま 
す 。 


攻撃 に 影響 を 与え 阻止 し ます 。 


ロー ブロ ッ ク 。 海 兵隊 は ロー ブロ ッ ク を 実行 する 。 


ブロ ッ ク 後 の 反撃 。 ブ ロッ ク で 相手 の 攻撃 を か わし た 後 、 海 
兵隊 員 は 斬 撃 また は 水平 の 突き で 反撃 し 、 主 導 権 を 取り 戻 
し ます 。 た だ し 、 鉱 合戦 闘 の 目的 は 、 武 器 の 刃先 を 前 方 に 突 


き 出し て 、 即 座 に 戦闘 を 終わ ら せ る こと で す 。 


低い 位置 か ら 高い 位置 へ の 垂直 攻撃 に 対抗 し ます 。 

ロー ブロ ッ ク を 実行 する た め に :、 海 兵隊 員 は 
グル ー プ 戦略 
場合 に よっ て は 、 海 兵隊 員 は グル ー プ の 一 員 と し て 、 ま た は 多数 の 
敵 と 交戦 する こと が ある 。 


腕 を 体 か ら 約 45 度 の 角度 で 力強く 下 に 突き 出す 。 武 器 は 
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個人 また は グル ー プ の 一 員 と し て 。 銃 剣 戦闘 動作 と 単純 な 戦略 
を 組み 合わ せる こと で 、 海 兵隊 員 は 効果 的 に 敵 を 倒す こと が で き 
ます 。 


攻撃 戦略 : 2 対 1。2 人 の 銃剣 戦士 が 1 人 の 敵 と 戦う 場合 戦士 
た ち は 一 緒 に 前 進 し ます 。 


ファ イタ ー 1 が 敵 と 交戦 し 、 フ ァ イ タ ー 2 が 敵 の 露出 し た 側 
面 を 素早 く 積 極 的 に 攻撃 し て 敵 を 破壊 し ます 。 


ーーーー ニ ーー 


U 
! 
1 

1 
1 
7 


@ OS *O 


攻撃 戦略 : 3 対 2。3 人 の 銃剣 戦士 が 2 人 の 敵 と 交戦 する 場 
合戦 士 は 英 を 内 側 に 留め な が ら 一 緒 に 前 進 し ます 。 


ーーーー 
ーーーー 


GO GJ ⑳⑲ 


ーー ニー 
< ニニ ニニ 
ーーーー 


@ @ 


戦闘 機 1 と 3 が 敵 と 交戦 し ます 。 戦 闘 機 2 は 、 江 闘 機 1 が 交 
戦 し た 敵 の 露出 し た 側面 を 攻撃 し 、 敵 を 破壊 し ます 。 


2 P の 


/ 
7 
7 
7 


戦闘 機 1 と 2 は 向き を 変え 、 戦 闘 機 3 が 交戦 し て いる 相手 の 露 
出し た 側面 を 攻撃 し 、 相 手 を 破壊 し ます 。 


防御 戦略 : 1 対 2。 フ ァ イ タ ー が 2 人 の 敵 に 攻撃 され た 場合 、 
ファ イタ ー は すぐ に 最も 近い 敵 の 側面 に 位置 し 、 そ の 瑞 を 自分 
と 他 の 敵 の 間 に 置き ます 。 


戦闘 員 は 最初 の 敵 の 体 を 2 番目 の 英 に 対す る 盾 と し て 使用 し 、2 
番目 の 敵 が 支援 に 動く 前 に 最初 の 敵 を 素早 く 破 壊し ます 。 


次 に 、 江 闘 機 は 2 番目 の 敵 と 交戦 し て 破壊 し ます 。 


防御 戦略 : 2 対 3.2 人 の 戦士 が 3 人 の 英 に 攻撃 され た 場合 、 戦 
士 は 直ちに 敵 の 側面 に 移動 し ます 。 


ヽ 


る 
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ファ イタ ー 1 と 2 は 、3 番目 の 敵 が 近づく 前 に 素早 く 攻撃 し て 
敵 を 破壊 し ます 。 


We @ 


戦闘 機 1 は 3 番目 の 敵 と 交戦 し 、 戦 闘 機 2 は 敵 の 露出 し た 側面 
を 攻撃 し て 敵 を 破壊 し ます 。 


〇 、 の 
で ① @ 
〇 


2. 非 殺傷 任 ライ フル と ショ ッ ト ガ ン 
保持 技術 


ほとん どの 海兵 隊員 は M16A2 軍 用 ライ フル を 装備 し て いる 。 海 
兵隊 員 は 常に 武器 を 携帯 する よう 訓練 され て いる 。 海 兵隊 員 

は 常に 

周囲 や 周囲 を 動き 回 る 人 々 に 注意 を 払っ て くだ さい 。 海 兵隊 員 は 
武器 を 奪 お うと する 人 物 に 遭遇 する か も し れ ま せん 。 こ の よう な 


事態 が 発生 し た 場合 海兵 隊員 は 相手 と 格闘 すべ き で は あり ませ 


ん 。 武 器 を 確実 に 制御 する た め に 海兵 隊員 は 武器 保持 技 
術 、 つ まり 武装 操作 を 理解 し 、 適 用 する 必要 が あり ます 。 以 下 
の 技術 は 、 ラ イフ ル ま た は 銃 で 使用 で きま す 。 


また は ショ ッ ト ガ ン 。 


ブロ ッ キ ング テク ニッ ク 
ブロ ッ キ ング テク ニッ ク を 実行 する た め に .、 海 兵隊 員 は 


防御 姿勢 を と っ て くだ さい 。 


肘 を 曲げ て 武器 を し っ か り と 突き 出す こと で 相手 を ブロ ッ ク し 
ます 。 


ライ フル で 相手 を 攻撃 する 。 ラ イフ ル は バリ ア と し て 使用 され ま 


Oo 


相手 が 武器 を 裏手 に 取っ た 場合 の テク 

NZ 

通常 相手 は 本 能 的 に 武器 を 掴ん だ り ブ ロッ ク し た り し よう と す 
る 。 相 手 が ア ンダ ー ハ ンド グラ ブ を 使っ て ハン ドガ ー ド を 掴ん だ 
皇 へ 、 


武器 、 海 兵隊 一 


親指 で 相手 の 最も 近い 指 を 関節 より 上 に 挟み 、 相 手 が グ リッ プ 
を 離せ な いよ うに し ます 。 


wm デー 


相手 の 指 に 骨 圧 を 加え 、 痛 み の 順 応 性 を 誘発 し ます 。 
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相手 の 手 に 圧力 を か けた まま 、 tion は アー ム バ ー に 似 て いま す 。 
武器 の 銃身 を 素早 く 上 下 
に 回 転 させ ます 。 同 時 に 素 千 。 相手 が 銃口 を 掴ん だ 場合 の テク ニッ ク 
く 回 転 し て 相手 の バラ ンス を 月 
し ます 。 


相手 が 掴ん だ 場合 の テク ニッ ク 
武器 オー バー ハン ド 


相手 が オー バー ハン ドグラ ブ を 使っ て 武器 を 掴ん だ 場合 、 海 兵 00 合 、 

隊員 は 兵隊 一 

we 相手 の 指 を 捕らえ る 

彼 の 手 を その 場 に 留め て お く た め 。 
革 と 

s ア 

銃身 を 回 転 させ て 相手 の 前 腕 に 当て 、 下 向き の 圧力 を か け ます 。 銃口 を 素早 く 円 を 描く よう に 回 転 させ ます 。 

この 動作 は 、 銃口 を 下向き に 斬り つけ 、 相 手 の 掴み を 解き ます 。 
バッ トス トラ イク 
お 尻 で 打つ 
武器 の 制御 や 攻撃 者 を 
撃退 する 。 保 持 技術 の い 
ずれ か の 間 、 海 兵隊 
員 は 
武器 の か か と また は 丸 
先 を 使っ て 、 相 手 に 


突き 刺す 。 
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相手 の 太もも の 内 側 ま た は 外側 を 攻撃 し ます 。 左 の 写真 に す 銃口 を 下げ て 武器 の 尻 を 振り 回 す 素早 い 動き で 相手 を 地面 に 
よう に 、 内 側 の バッ ト 打撃 は 大 肌 神 経 を ター ゲッ ト に し ます 。 投げ 倒し ます 。 


外側 の バッ ト か ら の 
打撃 は 、 左 の 写真 に 示 

す よ うに 、 須 骨 神経 を ター 
ゲッ ト に し ます 。 打 撃 は 、 
太もも の 外側 また は 内 側 
に 行う こと が で きま す 。 


片側 の 太もも が 外れ た 
場合 は 、 マ リン は 武器 
の 尻 を 反対 側 の 太もも に 向け て フォ ロー バッ ク し ます 。 


オフ バハ ラン ステ クタ ニッ ク 
海兵 隊員 は バラ ンス を 崩す 技術 を 使っ て 相手 を 地面 に 投げ 倒 
し 、 武 器 を 保持 し ます 。 


相手 が 武器 を 掴ん で 押し て きた 場合 、 海 兵隊 員 は 武器 を 押 
し て は いけ ませ ん 。 


勢い と 動き に 合わ せ て 動く 


後ろ に ステ ッ プ し て 動き の 方 向 に 回 転 す る こと 
で 、 相 手 を 攻撃 し ます 。 
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相手 が 武器 を 掴ん で 引っ 張る と 、 すぐ に 回 転 し て 武器 を 相手 か ら 遠 ざけ 、 武 器 と 相手 の 間 に 体 を 
海兵 隊 一 置き ます 。 


相手 の 足 を 踏み つけ 、 前 方 に 押し 出し て バラ ンス を 崩し 、 地 面 
に 倒し ます 。 ピス トル グリ ッ プ に 手 を 置い た まま 、 相 手 か ら 離 れ て 後退 
し ます 。 


相手 の 足 を 引っ か け て 後ろ に 蹴り 、 相 手 の 足元 を 払い の け ま す 。 


3. 非 致死 性 拳 交 保 持 技術 


左手 を 伸ばし て 相手 の 腕 を ブロ ッ ク し た り 、 そ らし た り 、 打 
っ つた り し ます 。 


多く の 海兵 隊員 は M9 軍用 ピス トル を 装備 し て いま す 。 海 兵隊 
員 は 常に 武器 を 所 持 し て いな けれ ば な り ま せん 。 海 兵隊 員 は 周 
囲 と その 周囲 を 移動 する 人 々 に 常に 注意 を 払っ つて いな けれ ば 

な り ま せん 。 海 兵隊 員 は 武器 を 奪 お うと する 人 物 に 遭遇 する か も 
し れ ま せん 。 武 器 を 確実 に 制御 する た め に :、 海 兵隊 員 は 拳銃 保 
持 技術 を 理解 し 、 適 用 し な けれ ば な り ま せん 。 


アー ム バ ー テ クニ ッ ク 
海兵 隊 は 、 相 手 が 右手 で ホル スタ ー の 中 の ピス トル を 掴む と き 


ブロ ッ キ ン に アー ム バ ー テ クニ ッ ク を 使用 し ます 。 ア ー ム バー テク ニッ ク を 
グ テ ク ニッ ク 実行 する に は 、 海 兵隊 は … 

敵 が ホル スタ ー の 中 の 

ピス トル を 掴 も うと し 

た 場合 、 海 兵隊 員 は 以下 右手 で 相手 の 手首 また は 手 を 掴み 、 体 に 圧力 を か ける こと で 
の ブロ ッ ク テ クニ ッ ク を 相手 の 右手 を 捕らえ ます 。 


実行 し ます 。 海 兵隊 員 は 一 
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右足 を 後ろ に 踏み 出し 、 右 に 急 旋回 し て 相手 の 横 に 並 
び ま す 。 常 に 武器 を 相手 か ら 遠 ざけ る 方 向 に 旋回 し ま 
す 。 


相手 の 腕 を まっ すぐ に し て アー ム バ ー を か け ま す 。 
腕 は 胴体 に 対し て まっ すぐ に 伸び て いる 必要 が あり ます 。 


相手 の 肩 を 引っ 張り な が ら 右 に 回 転 を 続け ます 。 こ の 動 
作 に より 、 相 手 の 腕 が 折れ る 可能 性 が あり ます 。 
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左手 を 相手 の 顔 に 当て 、 後 ろ と 下 に 圧力 を か け 、 相 手 の 攻 撃 を 阻 注意 : 相 手 が 左 手 で ピス トル を 掴ん だ 場合 海兵 隊員 は 片手 で リ 
止 し ます 。 スト ロッ ク を 実行 し 、 相 手 に 向かっ て 踏み 込む の で は な く 、 


すい 


地面 に 近づけ て くだ さい 。 鼻 の 下 や 気管 に 圧力 を か ける の も 同 
様 に 効果 的 で す 。 相手 か ら 離 れ て 。 


り ズ スト ドロ ルク デ タ クニ ッ ン 

海兵 隊 は 、 敵 が ホル スタ ー に 入っ た 拳銃 を 右手 で 掴ん だ 
と き に リス トロ ッ ク テ クニ ッ ク を 使用 し ます 。 リ スト ロッ ク 
テク ニッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 は 次 の よう に し ます 。 


右手 で 相手 の 手首 また は 手 を 掴み 、 体 に 圧力 を か け ます 。 


相手 か ら 一 歩 下 が っ て 離れ 、 右 に 旋回 し て 武器 を 相手 か ら 遠 ざ 
け ま す 。 常 に 武器 を 相手 か ら 遠 ざけ る 方 向 に 旋回 し ます 。 


左手 で 相手 の 腕 を 掴み 、 左 前 腕 で 相手 の 腕 に 圧力 を か け ま す 。 リ 
スト ロッ ク を 実行 し ます 。 


も う 一 方 の 手 を リス トロ ッ ク に 組み 込み 、 左 足 を 後ろ に 踏み 
出し て 左 に 回 転 し ます 。 


親指 で 下向き の 圧力 を か け 、 手 を 左 に 回 転 さ せ て 、 両 手 で 
リス トロ ッ ク を 実行 し ます 。 


回 転 を 続け 、 相 手 の バ ラン ス を 崩し て 地面 に 倒し ます 。 
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ソフ ト 化 テク ニッ ク 打撃 。 保 持 技術 を 適用 する の が 難し い 場合 海兵 隊 は 打撃 や 蹴 


ハン ドガ ン 保 持 技 術 は 圧力 ポイ ント に 適用 され る 軟化 技術 を り を 使っ て 相手 の グリ ッ プ を 緩め ます 。 


使用 する 。 骨 の 圧力 


CE 


手 (ハン マー フィ スト ) 、 膝 、 足 に よる 打撃 も 効果 的 な 軟化 本 。 と 
テク ニ ッ ク で す 。 目 、 腕 ( 村 骨 神経 ) ヽ また は 肩 ( 腕 神経 叢 が つなが つて いる ) を 動か 
すこ と で 、 相 手 の 武 器 の 握り を 弱め ます 。 


圧力 ポイ ント 海兵 隊員 は 圧力 ポイ ント 技術 を 使用 し て 、 相 
4 ly り 有 骨 神経 、 大 愛 神 経 、 ま た は 最 径 部 へ の 蹴り や 膝 蹴り は 通常 | 相 
手 が 攻撃 に 対抗 する 準備 が で き て いな いた め 効果 的 で す 。 


海兵 隊員 は 指先 を 使っ て 、 人 差し 指 と 親指 の 間 の 水 か き 、 顎 静 
脈 切 痕 、 腕 神経 叢 の 結び 目 に 圧力 を か け ま す 。 


次 の 図 は 、 腕 神経 叢 の 結び 目 に 加え られ る 圧力 を 示し て いま す 。 


骨 圧 。 骨 圧 と は 、 硬 い 物 体 に 骨 を 圧力 を か け て 痛み の 応急 処置 を 
する こと で す 。 骨 圧 を か ける に は 、 海 兵隊 員 は 手 を 使っ て 相手 の 
手 を 武器 に 挟み ます 。 海 兵隊 員 は ゆっ くり と し た 安定 し た 圧 
力 を か け ま す 。 


相手 の 握り が 弱まる か 、 相 手 が 手 を 離す まで 、 相 手 の 手 と 指 に 圧 
力 を か け ま す 。 
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相手 の 足 の 甲 を 踏み つけ る と 相手 の 注意 を そら し た り 、 武 器 の 所 
り を 緩め た りす る こと が で きま す 。 


4. 銃器 の 武装 解除 技術 


海兵 隊員 は 、 近 距離 で の 対決 中 に 、 銃 器 の 武装 解除 技術 を 使用 す 
る 。 


武装 し て お り 、 相 手 は 銃器 (ピストル) を 持っ て いま す 。 

これ ら の 技術 は 、 海 兵隊 員 が 武装 し て いる が 、 撤 退 し て 武器 を 提示 
する 時 間 が な い 場 合 に も 同様 に 効果 的 で す 。 銃 器 武装 解除 技術 の 
目的 は 状況 を 制御 する こと で す 。 


その た め 、 海 兵隊 は 戦術 的 優位 性 を 獲得 し ます 。 目 標 は 必ず し も 敵 
の 武器 を 制御 する こと で は あり ませ ん 。 
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ピス トル を 前 線 へ 

この テク ニッ ク は 、 海 兵隊 員 が 武器 を 持た ず 、 敵 が ピス トル を 前 方 
( 頭 胸 な ど ) に 向け て いる 場合 に 使用 され ます 。 テ クニ ッ ク は 
同じ で す 。 

相手 が 海兵 隊員 の 顎 の 下 に ピス トル を 突き 付け た 場合 。 

相手 が 海兵 隊員 の 正面 に ピス トル を 向け て いる と き に 反撃 する 


に は 、 海 兵隊 員 は 
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近接 戦闘 


両手 を 武器 の 近く に 置き 、 胸 の 高 さ くら い に し 、 手 の ひら を 外側 
に 向け ます 。 


左手 で 相手 の 前 腕 を 掴み 、 ピ スト ル を 持っ た 相手 
の 手 を 押し の け て 、 武 器 の 前 か ら 体 を 取り 除 

きま す 。 同 時 に 、 右 肩 を 後ろ に 回 転 さ せ て 、 武 器 か 
ら 体 を 取り 除き ます 。 


相手 の 腕 を コン トロ ー ル し 続け ます 。 
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右手 で 武器 を 握り 、 親 指 を ピス トル の 下 に 置き 、 他 の 
紳 を ピス トル の 上 に 置い て くだ さい 。 


右手 で 銃口 を し っ か り と 握り 、 相 手 の 手 の 中 で ピス 
トル を 素早 く 回 転 させ て 銃口 が 相手 に 向く よう に し 
ます 。 


武器 を 回 転 さ せな が ら 、 相 手 の 手首 また は 前 腕 を つ 
か ん で 体 か ら 引 き 離し ます 。 


武器 を 上 方 と 後方 に 引っ 張り 、 相 手 の 手 か ら 外 し な が ら 、 相 手 に 
向かっ て 回 転 さ せま す 。 
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後方 へ の ピス トル 


この テク ニッ ク は 海兵 隊員 が 武器 を 持た ず 、 相 手 が 海兵 隊 
員 の 頭 の 後ろ に ピス トル を 向け て いる と き に 実行 され ます 。 相 手 
が 後ろ に ピス トル を 向け て いる と き に 反撃 する に は 、 海 兵隊 


員 は 次 の よう に し ます 。 


手のひら を 外側 に し て 、 両 手 を 胸 の 高 さ くら い に 近 づけ ます 。 


左足 を 後ろ に 踏み 出し 、 右 足 を 軸 に し て 相手 の 正面 に 側面 が 当 
た る よう に し ます 。 

この 動作 に より 身体 は 武器 の 射線 か ら 外れ ます 。 左 手 を 上 
げた まま に し ます 。 


左足 で 回 転 し て 相手 の 方 を 向き 、 同 時 に 左 肘 を 上 げ 、 左 腕 を 相手 
の 腕 の 上 か ら 伸 ば し ます 。 


左腕 を 相手 の 対 よ り 上 の 腕 に し っ か り と 巻き 付け て コン トロ ー 
ル し ます 。 


右手 で 相手 の 肩 を 押し な が ら 左腕 を 引き 上 げ 、 ア ー ム バー を 
成立 させ ます 。 こ の 動作 に より 、 相 手 の 武 器 の グリ ッ プ が 解放 さ 
れ ま す 。 必 要 に 応じ て 、 レ ッ グ スイ ー プ で 相手 を 地面 に 倒す こ 
と が で きま す 。 


注意 : この テク ニッ ク を 実行 する に は 武器 が 海兵 隊員 の 背面 に 
近づい て いる か 、 接 触 し て いる 必要 が あり ます 。 武 器 が 体 か ら 離 
れ す ぎ て いる と 、 こ の テク ニッ ク の 実行 が 困難 に な る か 、 効 果 
が あり ませ ん 。 
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手持 ち 武器 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


図面 で は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 迷彩 服 を 着用 せ ず に 描か れ て 
いる 。 写 真 で は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 英 は 砂漠 迷彩 服 を 着用 し て 描 
か れ て いる 。 


海兵 隊員 は 、 敵 が 武器 を 所 持 し て いな いか 、 手 持ち 武 攻撃 角度 
器 を 所 持 し て いる 場合 に 、 攻 撃 か ら 身 を 守る 方 法 を の 
知っ て お く 必要 が あり ます 。 こ の 章 で は 、 ナ イフ 、 特 定 の ナイ フ に よる 攻撃 は 6 つの 角度 か ら 行 うこ と が で きま す 。 
会 武器 、 棒 の 戦闘 で の 使用 に つい て 説明 し ます 。 た だ 
し 、 実 質 的 に は どん な も の で も 手持 ち 武器 と し て 使 
用 で きま す 。 [垂直 に 真下 に 打ち 下ろ す 
対戦 相手 。 
145 度 の 前 方 斜め 攻撃 
訪 、 相手 に 対し て 度 角度 を つけ る 。 
1. ナ イフ ファ イ テ ィ ング の 基礎 145 度 の 逆 斜め 攻撃 
相手 に 対し て 度 角度 を つけ る 。 
[地面 と 平行 に 前 方 に 水平 に 打撃 する 。 


海兵 隊員 は ナイ フ 戦 闘技 術 の 訓練 を 受け な けれ ば な ら 
な い 。 必 撃 的 な ナイ フ 技 術 を 百 得 し た 海兵 隊員 は 、 十 分 な 
ダメ ー ジ と 大 規模 な 攻撃 を 行う こと が で きる 。 に 
相手 を 止め る に は 、 ト ラウ マ を 負わ せる 必要 が あり ま ! 幅 手 に 向かっ て 一 直線 に 突き 進む 。 
す .。 経 験 豊富 な ナイ フフ ァ イ タ ー は 、 互 い に 戦 うと き 、 ナ イフ フ 

アイ ティ ング 特有 の さま ざま な 動き さや テク ニッ ク を 使用 し 


地面 と 平行 に 逆 水 平 に 打撃 する 。 


ます 。 海 兵隊 員 が 古典 的 な ナイ フフ ァ イ テ ィング で 相手 と 体 の ター ゲッ ト 部 位 
戦う こと は めった に あり ませ ん 。 いか な る 対決 に お いて も 、 相 手 の 体 の 露出 し て いる 部 


分 や 容易 に 攻撃 で きる 部 分 は 異な り ま す 。 ナ イフ を 使っ 
た 戦い の 目的 は 、 容 易 に 攻撃 で きる 体 の 柔らか く て 重要 


注 : ライ フル で 武装 し て いる 海兵 隊員 に は 銃剣 が 支給 な 標的 部 分 ( 顔 、 邊 の 側面 と 前 面 、 下 腹部 [また は 股 
され ます 。 ピ スト ル で 武装 し て いる 海兵 隊員 に は 間 ]) を 攻撃 する こと で す 。 


戦闘 用 ナイ フ が 支給 され ます 。 
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首 。 首 の 両側 に ある 頸 動脈 は 、 防 護 服 や 自然 の 防御 で 覆 わ れ て い 戦闘 用 ナイ フ を 装着 する 
な いた め 、 攻 撃 の 標的 と し て 適し て いま す 。 、 海兵 隊員 は 、 戦 闘 用 ナイ フ を 、 簡 単に 取り 出せ る 
場所 、 最 も 保持 し や すい 場所 に 装着 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 戦 闘 用 ナイ フ は 、 弱 い 側 の 腰 に 、 刃 を 

下 に し て 、 鋭 い 刃 を 前 に 向け て 装着 する こと が 推 


{ 腹部 (また は 旦 径 間 5) Oo { 腹部 (また は 晴 径 音 5) は 防弾 ( * 
人 e あ P 奨 て ます 海兵 隊員 ( 、 
ピ L 


ヨッ キ で 覆 わ れ て いな いた め 、 攻 撃 対 象 と し て 適し て いま す 。 


マガ ジン ポー チ の 後ろ に 収納 すれ ば 、 簡 単に アク 
心臓 。 防 弾 チ ョ ッ キ で 覆 わ れ て いな い 場 合 、 心 臓 は 絶好 の 標的 と セス で き て 、 敵 に 簡単 に 奪わ れ な い 。 
な り 、 攻 撃 さ れる と 数 秒 ま た は 数 分 で 致命 傷 と な る 可能 性 が あ 
り ま す 。 


二 次 標的 。 動 脈 が 切断 され た 場合 、 二 次 標的 領域 で 大 量 の 出血 が 

発生 し ます 。 こ れ ら の 標的 領域 は 直ちに 致命 的 で は あり ませ ん 

が 、 放 置 する と 致命 的 に な る 可能 性 が あり ます 。 攻 撃 対象 は 、 2 の 
ナイ フ の 握り 方 は 自然 で ある べき で ある 。 海 兵隊 員 は 指 を 包帯 
で 巻い て ナイ フ の グリ ッ プ を 握る 。 

ナイ フ を 再 か ら 引 き 抜 く と き に 、 ナ イフ を 自 

然 に グリ ッ プ の 周り に 回 し ます 。 こ れ は 一 

般 に ハン マー グリ ッ プ と し て 知ら れ て い 

ます 。 ナ イフ の 刃先 は 常に 英 に 向い て いま 

す 。 


! 脚 は 大 き な 外 傷 を 引き 起こ し 、 致 命 的 と な る 可能 性 が あり 
ます 。 た と えば 、 太 も も の 内 側 に ある 大 腕 動 脈 は 大 き な 
動脈 で あり 、 切 断 さ れる と 大 量 の 失血 を 引き 起こ し ます 。 


腕 の 内 側 に ある 上 腕 二 頭 筋 と 上 腕 三 頭 筋 の 間 に 位置 する 上 
腕 動脈 は 、 広 男 囲 の 出血 や 損傷 を 5| き 起こ す 可 能 性 が 


あり ます 。 
! 腕 の 構 骨 神経 と 尺骨 神経 は 広範 囲 の 出血 や 損傷 を 引き 起こ す 
可能 性 が あり ます 。 レム 人 4 


動き 海兵 隊 は 基本 的 な 戦士 の 姿勢 を ナイ フ テ ク ニッ ク の 基礎 と し て 
了 使い ます 。 左 手 は 垂直 の 盾 と な り 、 

海兵 隊員 は 敵 の 周囲 360 度 の 範囲 内 で あれ ば どこ に で も 移動 で き 

ます 。 こ れ に より 、 敵 の 体 の さま ざま な ター ゲッ ト 領 域 に アク セ 

ス で きま す 。 海 兵隊 員 は 敵 の 正面 に いる こと を 避け る 必要 が あ 

り ます 。 

敵 は 前 進 する 勢い を 利用 し て 戦術 的 優位 に 立つ こと が で きる た 

め 、 敵 の 攻撃 を 阻 上 上 する こと が で きま す 。 海 兵隊 員 が 敵 と 対 財 

し た 場合 、 英 の どちら か の 側 へ 45 度 の 角度 で 移動 し ます 。 こ の 角 

度 に より 英 の 攻撃 を 回 避 し 、 敵 を 攻撃 する の に 最適 な 位置 に 海 

兵隊 員 を 配置 で きま す 。 


助 角 また は 頭 と 首 。 右 肘 を 曲げ 、 刃 を 相手 
の 頭 に 向け て 前 方 に 向け ます 。 こ の 位置 は 、 
すべ て の テク ニッ ク が 開始 され る イン デ 
ックス ポイ ント と し て 機能 し ます 。 
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ナイ フフ ァ イ テ ィング の 原則 ナイ フ の 刃 を 相手 の 体 に 接触 させ 続け ます 。 
ナイ フフ ァ イ テ ィング の 重要 な 原則 は 次 の と お り で す 。 


| ナイ フ の 刃 を 、 首 か ら 腰 まで 肩幅 の ボッ クス 内 で 動か し ま 
す 。 刃 を 広く 掃 く よ う に 動か す と 、 相 手 が 攻撃 を ブロ ッ ク 
で きる 可能 性 が 高く な り ま す 。 


相手 に 近づき 、 タ ー ゲ ッ ト に 向かっ て まっ すぐ 進み ます 。 


I ナ イフ を まっ すぐ に 動か し ます 。 | ナイ フ の 刃先 を 前 

方 相手 に 向け ます 。 | ナイ フ の 各 テ クニ ッ ク に 全身 の 体重 
と 力 を か け ま す 。 丸 の 動き 

の 方 向 (斬る 、 突 き ) へ の 攻撃 に は 全身 の 体重 を か け ま す 。 


プ ォ ワー ドス ラッ ショ デ テク ニッ ク 。 ヲ ォ ワ ー ド スラ ッ シ ョ は 。 
フォ アハ ンド スト ロー ク で 、 首 (高い 斜め の スラ ッシュ ) ま た は 
腹部 (低い 水平 の スラ ッシュ ) の いずれ か の ター ゲッ ト 領 域 
を 横切る 直線 に 沿っ て 進み ます 。 


! 休 と 刃 で 一 定 の 前 方 圧力 を か け 、 相 手 の バ ラン ス を 月 
上 AA スラ ッシュ を 実行 する に は . 海 兵隊 員 は 


す 。 


右手 を 伸ばし な が ら 、 同 時 に 手のひら を 上 に 回 転 さ せ 、 ナ イフ の 
刃 が 相手 に 接触 する まで 続け ます 。 


2. ナイ フ を 使っ た 戦闘 テク ニッ ク 


斬 撃 テ クニ ッ ク 

海兵 隊員 は 敵 に 接近 する た め に 斬 撃 技 を 使用 し ます 。 斬 
撃 技 は 敵 の 注意 を そら し た り 敵 に ダメ ー ジ を 与え た りす る 
こと で 海兵 隊員 が 接近 で きる よう に し ます 。 

通常 海兵 隊員 は 敵 の 手足 を 標的 と し ます が 、 露 出し て いる 体 

の どの 部 分 も 標的 に な る 可能 性 が あり ます 。 


垂直 斬り 技 。 垂 直 斬 り は 、 タ ー ゲ ッ ト を まっ すぐ に 貫 く 垂直 線 に 


沿っ て 行わ れ ま す 。 垂 直 行 す る に は 、 海 兵隊 員 は 一 
DI 新 撃 動作 中 に 手首 を スナ ッ プ また は 回 転 させ 、 刃 相手 と の 接触 を 最大 


限 に し ます 。 


右手 を 突き 出し 、 武 器 を まっ すぐ 相手 に 振り 下ろ し 、 ナ イフ を 相 
手 の 体 に | きず り 下 ろ し 続け ます 。 
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ナイ フ を 右 か ら 左 へ 、 フ ォ ア ハン ド スト ロー ク で 相手 の 体 の 横 
に 引き ずり ます 。 動 き は 、 前 腕 を 体 に 当て 、 ナ イフ の 刃 を 相手 の 方 
に 向け 、 左 腰 の 位置 で 終了 し ます 。 


逆 斬 り の 技法 。 逆 斬り は 、 前 方 攻撃 の フォ ロー アッ プ 技 法 で す 。 こ れ に よ 
り 、 海 兵隊 員 は 二 次 攻 撃 を 行う こと が で き 、 ま た 、 基 本 的 な 戦士 の 次 
勢 に 戻る こと が で きま す 。 逆 斬り は 、 省 (斜め の 高 斬り ) また は 腹部 
(水平 の 低 斬 り ) の いずれ か の ター ゲッ ト 領 域 を 横切る バッ クハ ンド ス 
トロ ー ク で 直線 を 描き ます 。 逆 斬り を 実行 する に は 海兵 隊員 は 次 の よ 
うに し ます 。 


右手 を 伸ばし な が ら 、 同 時 に 手のひら を 下 に 向け て 回 転 させ 、 ナ 
イフ の 刃 が 相手 に 接触 する まで 続け ます 。 


斬 撃 動作 中 に 手首 を スナ ッ プ また は 回 転 さ せ 、 刃 と 相手 と の 接 
触 を 最大 限 に し ます 。 


ナイ フ を 相手 の 体 の 左 か ら 右 へ 、 バ ッ ク ハ ンド スト ロー ク で 引き 
ずり ます 。 ナ イフ の 刃 が 相手 の 体 に 接触 し た 状態 を 維持 し ます 。 


突き 技 

ナイ フフ ァ イ テ ィング の 主 な 目的 は 、 刃 を 相手 に 突き 刺し て 広範 
囲 の 損傷 と 外傷 を 与え る こと で す 。 こ れ は 突き 技 で 行わ れ ま 

す 。 突 き 技 は 、 与 える ダメ ー ジ が 大 きい た め 、 新 机 技 より も 効果 的 
で す 。 し か し 海兵 隊員 は 敵 に 接近 する た め に 斬 撃 技 を 使用 し 、 
相手 (近づく こと で 突き 技 を 使用 で きる よう に な り ま す 。 


垂直 突き 。 突 き 動作 は 垂直 線 に 治っ て ター ゲッ ト を まっ すぐ に 突 
き 上 げ ま す (腹部 の 低い 位置 か ら 首 の 高い 位置 まで ) 。 垂 直 突 
き を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


右手 を ター ゲッ ト に 向け て 突き 出し 、 ナ イフ の 刃 を まっ すぐ に 相 
手 に 突き 刺し ます 。 
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相手 か ら ナ イフ を 引き 抜き ます 。 右 肘 を 下げ 、 ナ イフ を 刺し た 場所 と は 反対 側 の 相手 の 体 の 方 に 持っ て い 
きま す 。 同 時 に 、 腰 と 肩 を 下方 に 回 転 さ せ て 、 攻 撃 に 体重 を か け ま す 。 


前 方 突き 。 前 方 突き は 、 相 手 の 首 (ハイ スラ スト ) ま た は 腹部 (ロー スラ 
スト ) に 向かっ て 一 直線 に 突き ます 。 


前 進攻 撃 を 実行 せよ 、 海 兵隊 員 た ちよ 


右手 を 手のひら を 下 に し て ター ゲッ ト に 向け て 突き 出し 、 ナ イフ の 刃 を まっ 


首 空 き 首 空 き は 、 前 ー ア マッ プ テク ー ぃ 、 < すれ (に 
すぐ に 相手 に 刺し ます 。 逆 突 き 。 逆 突き は 、 前 方 攻撃 の フ オォ ロー ア ッ プ テク ニッ ク で す 。 こ れ に よ 


り 、 海 兵隊 員 は 二 次 攻撃 を 行う こと が で き 、 ま た -、 基 本 的 な 戦士 


の 姿勢 に 戻る こと が で きま す 。 逆 突き は 、 水 平 線 に 沿っ て 敵 の 首 (ハイ スラ 
スト ) また は 腹部 (ロー スラ スト ) に まっ すぐ 突き ます 。 逆 突き を 実 


ナイ フ を 挿入 したら 、 手 の ひら を 上 に 回 転 さ せ て 刃 を ね じ り ま す 。 
- 行 する に は . 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


右腕 を 曲げ て 、 体 の 左側 に 交差 させ ます 。 


右手 を 手のひら を 上 に し て ター ゲッ ト に 向かっ て 突き 出し 、 ナ イフ の 刃 を ま 
っ すぐ に 相手 に 刺し ます 。 
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ナイ フ を 挿入 し た ら 、 手 の ひら を 下 に 向け て 刃 を ひね り ま す 。 


3. 機会 の 起 器 


非武装 の 近接 戦闘 で は 、 海 兵隊 員 は 自分 の 体 を 武器 と し 

て 使う が 、 周 囲 に ある も の な ら 何 で も 武器 と し て 使え る よう に 
準備 し て お く 必 要 が ある 。 例 えば 、 海 兵隊 員 は 砂 や 液体 を 敵 の 目 
に 投げ つけ て 一 時 的 に 視力 を 奪っ た り 、 敵 の 銃 を 粉 笠 し た りす 
る こと が で きる 。 


頭 を 石 や ヘル メッ ト で 殴る 。 海 兵隊 員 は 、 状 況 と コン トロ ー 

ル し て 勝利 する た め に .、 利 用 可能 な あら ゆる 手段 を 使い 、 あ ら ゆ る 
手段 を 講じ な けれ ば な り ま せん 。 そ うし な いと 、 命 を 失う 可能 性 が 
あり ます 。 

いく つか の 機会 の 武器 に つい て は 、 

以下 の 小 項 。 


転載 掘り ツー ル 

転載 掘り 用 具 (E ツー ル ) は 、 海 兵隊 員 が よく 携帯 する 道具 で す 。 こ 
れ は 、 特 に 研ぐ と 優れ た 武器 に な り ま す 。 海 兵隊 員 は 、E ツー ル 
を 使っ て 敵 を ブロ ッ ク し た り 、 斬 っ た り 、 突 き 刺し た りす る こと 

が で きま す 。 


デン ト ボ ポー ル と ピン 


海兵 隊員 は テン ト ポ ー ル や ピン を 使っ て 敵 を ブロ ッ ク し た り 、 攻 撃 し た 
り 、 突 き 刺し た りす る こと が で きま す 。 


ウェ ブ ベ ルト 


海兵 隊員 は 手 の 間 に ウェ ブ ベ ルト を 伸ばし て 敵 の 攻撃 を ブ 
ロッ ク す る こと が で きま す 。 


戦場 の 残骸 

海兵 隊員 は 戦場 に ある 残骸 ( 棒 、 ガ ラス 、 鋭 利 な 金属 片 な ど ) 
を 使っ て 敵 を 切っ た り 、 斬 っ た り 、 刺 し た りす る こと が で きま す 。 ま 
た 、 シ ャ ベル や 差 の 柄 、 板 、 金 属 パ イプ 、 壊 れ た ライ フル な ど 、 他 の 
種類 の 残骸 を 使っ て 敵 を 殴っ た り 、 絞 め 殺 し た りす る こと も で 

きま す 。 


ヘル メッ ト 


ヘル メッ ト は 相手 の 頭 や 顔 な ど 、 保 護 さ れ て いな い 部 分 を 攻撃 
する た め に 使用 で きま す 。 

ヘル メッ ト の 緑 か ら 腕 を 前 に 突き 出し 、 ヘ ル メ ッ ト の 上 部 で 
相手 を 殴り ます 。 


4. 戦闘 の 基礎 


ステ ィ ッ ク 


戦場 で は 、 海 兵隊 員 は あら ゆる も の を 武器 と し て 使用 で きる 
準備 と 能力 を 備え て いな けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は 、 ほ と ん どの 武 
器 で 使用 で きる 技術 を 学び 、 使 用 で きる 必要 が あり ます 。 


これ ら の テク ニッ ク の 中 に は 戦闘 用 ステ ィ ッ ク テ ク ニッ ク が あり 
ます 。 戦 語 用 ステ ィ ッ ク テ ク ニッ ク は 、 棒 、 梶 棒 、 壊 れ た ライ フル 、 
E ツー ル 、 さ ら に は ウェ ブ ベ ルト で も 使用 で きま す 。 
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攻撃 角度 
手持 ち 武器 に よる 攻撃 は 6 つの 角度 か ら 行う こと が で きま す 。 


相手 に 向かっ て 真下 に 垂直 に 打撃 を 加え る 。 


145 度 の 前 方 斜め 攻撃 

相手 に 対し て 度 角 度 を つけ る 。 
45 度 の 逆 斜 め 攻 撃 

相手 に 対し て 度 角 度 を つけ る 。 
地面 と 平行 に 前 方 に 水平 に 打撃 する 。 


地面 と 平行 に 逆 水 平 に 打撃 する 。 


相手 に 向かっ て 一 直線 に 突き 進む 。 


グリ ッ プ 
棒 の 根元 か ら 約 2 イン チ の と ころ を 掴み ます 。 


基本 的 な 戦士 の 姿勢 は 、 戦 闘 的 な 棒術 の 
基礎 と な り ま す 。 左 手 は 、 助 骨 ま た は 頭 と 


首 を 保護 する 垂直 の 盾 に な り ま す .。 武 器 
の 重 さ に 応じ て 、 肩 の 高 さ 程度 に 保持 


する 必要 が あり ます 。 


戦闘 用 ステ ィ ッ ク テ ク ニッ ク 中 の 動き は 、 他 の 近接 戦闘 テク ニッ 
ク の 場合 と 同じ で す 。 海 兵隊 員 は 、 敵 の 周囲 360 度 の 円 内 

の どこ に で も 移動 で きま す 。 こ れ に より 、 敵 の 体 の さま ざま な 

ター ゲッ ト 領 域 に アク セス で き 戦術 的 優位 性 が 得 ら れ ま す 。 


海兵 隊員 は 敵 の 正面 に 立つ こと を 避け る べき で す 。 英 は 前 進 する 
勢い を 利用 し て 戦術 的 優位 を 奪う こと が で きる か ら で す 。 海 
兵隊 員 が 敵 と 対 財 し た 場合 、 敵 の どちら か の 側 へ 45 度 の 角 


度 で 移動 し ます 。 こ の 角度 に より 敵 の 攻撃 を [回 了 し 、 敵 を 攻撃 す 
る の に 最適 な 位置 に 海兵 隊員 を 配置 で きま す 。 


5. 戦闘 棒術 


スト ライ キ 


打撃 は 、 相 手 に で きる だ け 多 く の ダ メー ジ を 与え る こ 
と を 目的 と し て いま す 。 打 撃 テ クニ ッ ク は 、 棒 、 テ ント 
ポー ル . 要 棒 壊れ た ライ フル 、E ツー ル 、 パ イプ な ど 
の 武器 に 適用 され ます 。 


垂直 攻撃 。 垂 直 攻 撃 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 


右腕 を 曲げ て 、 武 器 を 右 肩 の 後ろ まで 伸ばし ます 。 


肘 か ら 前 腕 を 真下 に 回 転 させ て 、 武 器 を 相手 に 振り 下ろ し ます 。 
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腰 と 肩 を 相手 に 向かっ て 力強く 回 転 さ せま す 。 前 腕 を 肘 の 右側 に 回 し て 武器 を 相手 に 振り 下ろ し ます 。 同 時 
に 、 腰 と 肩 を 相手 に 向かっ て 力強く 回 転 させ ます 。 


武器 の 重量 が 目標 エリ ア を 通過 する よう に し て 、 攻 撃 を 続け 


前 方 攻撃 。 前 方 攻撃 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は る 。 
体 の 。 
左足 を 打撃 の 方 向 に 踏み 出し ます 。 リバ ー ス スト ライ ク 。 リ バー ス スト ライ ク は 、 フ ォ ワ ー ド スト ライ ク 


の フォ ロー アッ プ テク ニッ ク で す 。 こ れ に より 、 海 兵隊 員 は 二 次 攻 
撃 と 基本 的 な 戦士 の 姿勢 を 再開 する こと が で きま す 。 リ バー ス スト 
ライ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 

右腕 を 曲げ 、 肘 を 右 に 伸ばし 武器 を 右 肩 の 上 に 伸ばし ます 。 四 3 


右足 を 打撃 の 方 向 に 踏み 出し ます 。 


右腕 を 曲げ 、 手 を 左肩 の 近く に 置き ます 。 武 器 は 左肩 の 上 に 
伸ばさ れ ます 。 
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前 腕 を 肘 の 右側 に 回 し て 武器 を 相手 に 振り 下ろ し ます 。 同 時 左足 を 上 げ て 、 右 足 の つま 先 で 前 に 突進 し ます 。 同 時 に 、 両 手 を 

に 、 腰 と 肩 を 相手 に 向かっ て 力強く 回 転 させ ます 。 まっ すぐ 前 に 突き 出し て 、 武 器 の 先端 を 相手 に 向かっ て 突き 出し 
ます 。 


6. ブロ ッ キ ング テク ニッ ク 


ブロ ッ ク は 、 敵 の 攻撃 を 阻止 また は 逸らす た め の も の で 
す 。 ブ ロッ ク は 、 敵 に 対す る 追撃 攻撃 の た め に 海兵 隊 を 


前 進攻 撃 。 前 進攻 撃 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 


ステ ィ ッ ク を 両手 で コン トロ ー ル で きる 位置 で 、 左 手 で ステ ィ 準備 し ます 。 ブ ロッ ク は 、 打 撃 の よう に ヒッ ト し た り 、 突 き 
ッ ク を 握り 、 手 の ひら を 上 に し ます 。 抜け た りす る の で は な く 、 逸 ら す こと に よっ て 実行 され ま 
す 。 


非武装 攻撃 に 対す る ブロ ッ ク 
非武装 攻撃 を 阻止 する た め に 、 海 兵隊 は 


右足 また は 左足 の いずれ か を 45 度 の 角度 で 前 に 踏み 出し ます 。 
これ に より 、 体 が 攻撃 ライ ン か ら 外 れ ま す 。 
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左腕 を 上 げ ヽ 前 腕 の 肉 厚 な 部 分 で 打撃 を ブロ ッ ク し ます 。 攻撃 の 影響 を 分 散 さ せる た め に 、2 つの 接触 点 を ブロ ッ ク し ます 。 


相手 の ステ ィ ッ ク を ブロ ッ ク す る に は 、 ス ティ ッ ク を 相手 の 
ステ ィ ッ ク に 垂直 に な る よう に 配置 し ます 。 ス ティ ッ ク が 
相手 の ステ ィ ッ ク に 垂直 で な い 場 合 、 ス ティ ッ ク が 滑り 抜け 
て マリ ー ン に 接触 する 可能 性 が あり ます 。 左前 腕 の 後 
ろ で 相手 の 手首 また は 前 腕 を ブロ ッ ク し ます 。 


次 の 2 つの テク ニッ ク の いずれ か を 使用 し て ステ ィ ッ ク を 使用 し ます 。 


【 棒 で 相手 を 殴る 。 
| ス ティッ ク を 使用 し て 2 つの 接触 点 で ブロ ッ ク し ます 。 ス テ 
ィ ッ ク を 使用 し て ブロ ッ ク す る と 偶発 的 な 打撃 と し 
て 機能 し ます 。 こ の テク ニッ ク は 、 マ リー ン が 英 に 接 
近 し 、 敵 の 攻撃 の 範囲 内 に いる 場合 に の み 使 用 され ま 
す 。 注意 : 相手 に 近い 場合 は 、 ス ティ ッ ク を 使っ て 相手 の 腕 を ブロ ッ ク 
し ます 。 こ れ は 腕 で ブロ ッ ク す る の と 同じ 動き で す が 、 相 手 の 腕 を 
ステ ィ ッ ク と 腕 の 両方 で ブロ ッ ク し ます 。 


前 方 攻撃 の た め の ブ ロッ ク 。 前 方 攻撃 の た め の ブ ロッ ク を 実 
行 す る に は 海兵 隊員 は 


左足 を 左 に 45 度 の 角度 で 前 に 踏み 出し ます 。 こ れ に より 、 体 が 
攻撃 ライ ン か ら 外 れ 、 相 手 の 攻撃 の 内 側 に 移動 し ます 。 


攻撃 の 影響 を 分 散 さ せる た め に 、2 


武力 攻撃 に 対す る ブロ ッ ク つの 接触 ポイ ント を ブロ ッ ク し ます 。 
垂直 攻撃 を ブロ ッ ク す る 。 ブ ロッ ク を 実行 する に は 
垂直 攻撃 の た め に 、 海 兵隊 は 

! 相 手 の 手 首 や 前 腕 を 、 
左足 を 左 に 45 度 の 角度 で 前 に 踏み 出し ます 。 こ れ に より 、 体 が 
攻撃 ライ ン か ら 外れ ます 。 2 還 

腕 。 
| ステ ィ ッ ク を 使っ て 相手 の 攻撃 


側 の 上 腕 二 頭 筋 を 叩き ます 。 
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逆襲 を 阻止 する 逆襲 を 阻止 する に は 、 海 兵隊 員 は 


右足 を 右 に 向け 、45 度 の 角度 で 前 に 踏み 出し ます 。 こ れ に より 体 
が 攻撃 ライ ン か ら 外 れ 、 相 手 の 攻撃 の 内 側 に 移動 し ます 。 


攻撃 の 影響 を 分 散 さ せる た め に 、2 つの 接触 点 を ブロ ッ ク し ます 。 


相手 の ステ ィ ッ ク に 対し て 垂直 に な る よう に ステ ィ ッ ク を 
配置 し て 、 相 手 の ス ティ ッ ク を ブロ ッ ク し ます 。 


左前 腕 の 肉 厚 部 分 で 相手 の 前 腕 を ブロ ッ ク し ます 。 


注意 : 相手 に 近い 場合 は 、 左 前 腕 の 裏側 で 相手 の 上 腕 
三 頭 筋 を ブロ ッ ク し 、 ス ティ ッ ク を 使っ て 相手 の 前 
腕 を 叩き ます 。 


7. 手 持ち 武器 に 対す る 非武装 


海兵 隊員 が ナイ フ や 棒 、 そ の 他 の 武器 で 敵 と 交戦 する 場合 、 防 御 的 
な 考え 方 で は な く 、 攻 撃 的 な 考え 方 を 確立 し 、 維 持 する 必要 が あり 
ます 。 彼 ら の 生存 は これ に か か っ て いま す 。 彼 ら は 切り 傷 や 怪我 

に つい て 考え る 余裕 は あり ませ ん 。 


攻撃 角度 

海兵 隊員 が 手持 ち 武器 (ナイ フ 、 棒 な ど ) で 攻撃 を ブロ ッ ク し た 
り 反撃 し た りす る 方 法 を 学ぶ 前 に 、 敵 が どの 角度 か ら 攻 撃 

し て いる の か を 知る 必要 が あり ます 。 必 撃 で きる 角度 は 6 つ あり ま 
す 。 

対戦 相手 は 通常 、 手 持ち の 武器 で 攻撃 し ます 。 


海兵 隊員 に 向かっ て 真下 か ら 垂 直 に 攻撃 が 行わ れ ま す 。 


145 度 の 前 方 斜め 攻撃 
マリ ン に 対し て 度 の 角度 。 
45 度 の 逆 斜 め 攻 撃 
マリ ン に 対し て 度 の 角度 。 
地面 と 平行 に 前 方 に 水平 に 打撃 する 。 


地面 と 平行 に 逆 水 平 に 打撃 する 。 


前 方 へ の 推力 が 海兵 隊員 に 向かっ て 一 直線 に 来る 。 


ブロ ッ ク 


相手 が 手持 ち 武器 (ナイ フ や 棒 な ど ) を 持っ て いる 場合 海兵 
隊員 は 相手 の 手 を 受け 流す 。 
また は 腕 を 使っ て 攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 


基本 ブロ ッ ク 。 基 本 ブロ ッ ク 技 術 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 
は 一 


攻撃 の ライ ン か ら 外 れる に は 、45 度 の 角度 で 前 に 踏み 出し ます 。 常 
に 打撃 の 方 向 に 踏み 出し ます 。 
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前 腕 を 前 に 突き 出し 、 手 を 上 に し て 相手 の 攻撃 側 の 腕 に 当て る 。 両 腕 を 曲げ て 前 腕 が 相手 の 上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 に 接触 する よう に 
前 腕 の 甲 で 相手 の 腕 に 接触 する 。 し て 攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 

腕 。 


逆 攻撃 に 対す る ブロ ッ ク 。 逆 斜め 攻撃 また は 逆 水平 攻撃 に 


垂直 攻撃 を ブロ ッ ク す る 。 ブ ロッ ク を 実行 する に は 対す る ブロ ッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に する 。 
垂直 攻撃 に 対し て 海兵 隊 は 

左足 を 左 に 45 度 の 角度 で 前 に 踏み 出し 、 攻 撃 ラ イン か ら 外れ ま 右足 を 相手 の 攻撃 側 の 腕 の 外側 に 踏み 出し ます 。 

9 

前 腕 を 前 方 に 突き 出し 、 手 を 上 に し て 相手 の 攻撃 側 の 腕 の 外側 両 腕 を 曲げ て 前 腕 が 相手 の 上 腕 三 頭 筋 と 前 腕 に 接触 する よう に 
に 当て ます 。 し て 攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 


前 方 攻撃 に 対す る ブロ ッ ク 。 前 方 斜め 攻撃 また は 前 方 水平 攻 前 方 へ の 突進 に 対す る ブロ ッ ク 。 前 方 へ の 突進 に 対す る ブロ 
撃 に 対す る ブロ ッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は ッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 


腰 を 曲げ 、 腰 を 後ろ に 動か し 、 両 足 で 後ろ に ジャ ンプ し て 攻撃 か 
左足 を 相手 の 攻撃 側 の 腕 の 内 側 に 入れ て 前 に 踏み 出し ます 。 ら 逃 げ ま す 。 こ の 動作 は 「 ホ ロー アウ ト 」 と し て 知ら れ て いま す 。 
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攻撃 する 相手 の 上 に 腕 を 曲げ て 手 を 合わ せ 、 攻 撃 を ブロ ッ ク 


する 
腕 。 


mwr 1 
グ v 
1 

こ ラ ーー 


ジン 


両手 を 少し 重ね て 、 片 方 の 親指 が も う 一 方 の 手 の 人 差し 指 の 上 に 
くる よう に し ます 。 も う 一 方 の 親指 は も う 一 方 の 手 の 人 差し 指 の 下 
に くる よう に し ます 。 


8. 手 持ち 武器 攻撃 へ の 対抗 手段 


カウ ンタ ー の 原理 


カウ ンタ ー は . 状 況 を コン トロ ー ル し て 戦術 的 優位 を 取り 戻し 、 戦 
閣 を 終わ ら せ る た め に 使用 され ます 。 武 器 の 種類 や 攻撃 の 角度 に 
関係 な く 、 手 持ち 武器 に よる 攻撃 に 対抗 する に は 、 次 の 原則 が 適 
用 され ます 。 


I 改 撃 ラ イン か ら 外 れる 。 動 き は 前 方 45 度 の 角度 で 実行 され る 。 


左 か 右 。 


[攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 


注意 : 最初 の 2 つの アク ショ ン は 同時 に 実行 され ます 。 


[武器 を 持っ て いる 手 ま た は 腕 を 制御 し て 、 武 器 を 制御 し ま 
す 。 
決し て 相手 の 武器 を 奪 お うと し な いで くだ さい 。 
の 上 。 

適切 な フォ ロー アッ プ を 実施 し て 、 
戦闘 。 例 : 打 撃 、 関 節操 作 、 投 げ 技 、 テ イク ダウ ン (第 
8 章 を 参照 ) 。 
海兵 隊 は 戦闘 が 終わ る まで 敵 を 攻撃 し 続け る べき で す 。 


ンー クーク 
あら ゆる 武装 攻撃 に 対抗 する た め に 使用 で きる テク ニッ ク 


は 2 つ あ り ま す 。 前 方 アー ム バ ー カウ ンタ ー と 逆 ア ー ム 

バー カウ ンタ ー で す 。 こ れ ら の テク ニッ ク は 、 垂 直 攻 撃 、 前 方 余 
め 攻 撃 、 ま た は 前 方 水平 攻撃 に 対抗 する た め に 使用 で きま す 。 わ 
ず か な 違い は あり ます が 、 同 じ テ クニ ッ ク が 逆 攻 撃 に 対抗 する 

た め に も 使用 され ます 。3 つ 目 の テク ニッ ク で ある ベン ト 
アー ム バ ー カウ ンタ ー は 、 垂 直 攻 撃 に 対抗 する た め に 使用 され ま 
す 。 


前 方 アー ム バ ー カ ウン ター。 前 方 か ら の 攻撃 に 対し て 前 方 アー 
ム バ ー カ ウン ター を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 、 


左足 を 相手 の 攻撃 側 の 腕 の 内 側 に 入れ て 前 に 踏み 出し ます 。 


両 腕 を 曲げ て 前 腕 が 相手 の 上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 に 接触 する よう に 
し て 攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 


/ 介 " 
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左腕 を 相手 の 前 腕 の 上 に 滑ら せ 、 そ の 腕 を 相手 の 腕 に し っ か り 左手 で 相手 の 腕 を コン トロ ー ル し 、 背 中 が 相手 の 側面 に くる よう に 

と 巻き 付け 、 相 手 の 攻撃 側 の 腕 を 上 腕 二 頭 筋 と 胴体 の 間 に 挟み ま 右 に 回 転 し ます 。 す ぐに 右腕 を 相手 の 上 腕 二 頭 筋 の 上 に 滑ら せ 、 

す 。 腕 を し っ か り と 巻き 付け て 相手 の 攻撃 側 の 腕 を 上 腕 二 頭 筋 と 胴 
体 の 間 に 挟み ます 。 


右手 を 相手 の 肩 に 置く か 、 
上 腕 を さら に コン トロ ー ル し て アー ム バ ー を 発動 し ます 。 
左手 で 相手 の 手首 を 掴み 、 親 指 を 体 か ら 離す よう に ひね り ま す 。 


アー ム バ ー を 実行 し 、 腕 に 対し て 一 定 の 圧力 を か け 続け ます 。 


相手 が 武器 を 落と さ な い 場合 は 、 ア ー ム バー テイ クダ ウン で 相 
手 を 地面 に 倒す 。 

逆 ア ー ム バー カウ ンタ ー。 前 方 か ら の 攻撃 に 対し て 逆 ア ー ム リス トロ ッ ク 。 

バー カウ ンタ ー を 実行 する に は 海兵 隊員 は 、 


左足 を 相手 の 攻撃 側 の 腕 の 内 側 に 入れ て 前 に 踏み 出し ます 。 


両 腕 を 曲げ て 前 腕 が 相手 の 上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 に 接触 する よう に 
し て 攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 


と 
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に ー 44 
y5 あ 
こる ベン ト ア ー ム バー カウ ンタ ー。 こ の カウ ンタ ー は 垂直 攻 

撃 に 対し て 特に 効果 的 で す 。 ベ ント アー ム バ ー カ ウン タ 

ー を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は … 


左足 を 相手 の 攻撃 側 の 腕 の 内 側 に 入れ て 前 に 踏み 出し ます 。 
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は 球 PSRra cm きら 3-15 
両 腕 を 曲げ て 前 脱が 相手 の 上 腕 一 頭 筋 と 前 腕 に 接触 する よう に 相手 の 前 腕 に 手 で 下向き の 圧力 を か け 、 相 手 の バ ラン ス を 崩し ます 。 
し て 攻撃 を ブロ ッ ク し ます 。 


SN 
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左手 で 相手 の 前 腕 を 掴み ます 。 
同時 に 、 右 腕 を 相手 の 上 腕 三 頭 筋 の 下 に 滑り 込ま せ 、 右 手 で 相手 
の 前 腕 また は 手首 を つか み ま す 。 
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第 4 章 


スト ライ キ 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


図面 で は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 迷彩 服 を 着用 せ ず に 描か れ て いる 。 写 真 で 
は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 砂漠 迷彩 服 を 着用 し て 描か れ て いる 。 


打撃 は 、 武 器 を 使わ ず に 個人 で 打撃 する 技術 で す 。 
打撃 に は 、 手 、 肘 . 膝 、 足 、 そ し て 場合 に よっ て は 体 の 他 の 部 
分 が 個人 の 武器 と し て 使用 され ます 。 海 兵隊 員 は 、 効 果 的 
に 打撃 を 実行 する 方 法 を 知っ て お く 必要 が あり ます 。 ま 

た 、 敵 か ら の 攻撃 に 対抗 する 方 法 も 知っ て お く 必 要 が あ 
り ま す 。 


1. パン チ の 原理 


筋肉 の 緩 


パン チ を 繰り 出す と き に は 、 筋 肉 の 聞 緩 が 極め て 重要 で す 。 
戦闘 で は 緊張 する 傾向 が あり 、 そ の 結果 、 急 速 に 疲労 し パワ 

ー 生 成 が 低下 し ます 。 接 近 戦 の 状況 で リラ ックス し た 状態 を 

保っ て いる 海兵 隊員 は 、 よ り 速 い ス ピー ド を 生み 出し 、 よ り 大 き 

な パワ ー を 生み 出し ます 。 前 腕 を リラ ックス させ る と 、 ス ピー ド 
が 生ま れ 、 反 応 時 間 が 向上 し ます 。 衝 突 の 瞬間 、 海 兵隊 員 は 拳 を 
握り し め て 相手 に ダメ ー ジ を 与え 、 手 首 や 手 の 怪 我 を 回 避 し ます 。 


体重 移動 


パン チ の 力 を 生み 出す に は 体重 移動 が 必要 で す 。 海 兵 
隊員 は これ を 次 の よう に 行い ます 。 


【 胃 と 肩 を 回 転 させ て 、 
タッ ク 。 


【 体 の 質量 を 直線 的 に 前 方 また は 後方 に 動か す 。! 体 重 を 反対 方 
向 に 落と す 。 


体重 は 、 高 か ら 低 へ 、 ま た は 低 か ら 高 へ 攻撃 に 移す こと が 
で きま す 。 


急速 な 撤退 

海 呈 隊 が パン チ を 繰り 出す と 、 

拳 の 握り が 重要 で す 。 手 が 標的 に 接触 し た ら 、 海 兵隊 員 は 素 
早く 基本 的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 素 早い 引き 戻し レー 


| 手 と 腕 を 、 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 に よっ て 保護 され る 状態 に 
戻し ます 。 

[相手 が 
手 ま た は 腕 を つか み ま す 。 

| 手 と 腕 を 「 動 か す 」 こ と が で きる 
次 の パン チ を 繰り 出す 準備 と し て 、「 引 き 戻 され る 」 ま た 
は 「 再 び コ ッ ク さ れる 」。 


証言 会 
に = 朋 =| 


攻撃 の 意図 を 体 の 動き で 相手 に 伝え る と 、 攻 撃 の 予告 が 行わ 
れ ま す 。 リ ラッ クス し た 状態 を 保つ と 、 予 告 を 減ら すこ と が で 
きま す 。 


多く の 場合 訓練 を 受け て いな い 戦 闘 員 は 、 相 手 が 
見 える と ころ で 手 を 引い た り 、 表 情 を 変え た り 、 首 の 筋 
肉 を 緊張 させ た り 、 け いれ ん させ た り し て 、 攻 撃 の 意図 
を 伝え ます 。 こ れ ら の 動き は 、 
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た と え 小 さ な も の で あっ て も 、 攻 撃 が 繰り 出さ れ よ うと し て いる 

こと を すぐ に 知ら せま す 。 相 手 が 訓 練 さ れ た 戦士 で あれ ば 、 攻 撃 を 
回 避 し た り 反 撃 し た り で きる か も し れ ま せん 。 相 手 が 訓練 され て 
いな い 戦 士 で あっ て も 、 攻 撃 の 影響 を 最小 限 に 抑え る こと が で 
きる か も し れ ま せん 。 


2 バウ テカ 


あら ゆる 直接 対決 で は 、 パ ンチ が 繰り 出さ れる こと が あり ます 。 ほ 
と ん どの 人 は 、 脅 威 に 対す る 自然 な 反応 と し て パン チ に 頼り ます 。 
パン チ の 目的 は 、 相 手 を 気絶 させ た り 、 そ の 後 の フ ィ ニ ッシュ テ 
クニ ッ ク を 繰り 出す 準備 を する こと で す 。 た だ し 、 パ ンチ は 相手 

の 軟部 組織 に の み 実 行 す る 必要 が あり ます 。 正 し く 繰 り 出 され た 
パン チ は 、 相 手 へ の ダメ ー ジ を 最大 化し 、 海 兵隊 員 の 負傷 リス ク 
を 最小 限 に 抑え ます 。 


基本 拳 


パン チ は 基本 の 拳 を 使っ て 行い ます 。 基 本 の 拳 を 作る に は 、 
指 を 自然 に 手のひら に 曲げ 、 親 指 を 人 差し 指 と 中 指 の 間 に 置 きま 
す 。 動 き が 始ま る まで 拳 を 握ら な いで くだ さい 。 


これ に より 、 前 腕 の 筋肉 の 緊張 が 緩和 され 、 速 度 と 反応 時 間 が 向 
上 し ます -。 衝 突 の 直前 に 、 海 兵隊 
員 は 手 と 前 腕 の 筋肉 に 緊張 を か 
を 最大 化し 、 負 傷 の 可能 性 を 減 

らし ます 。 接 触 は 人 差し 指 と 中 指 


の 指 関節 で 行う 必要 が あり ます 。 


写真 で 見 る 
指 の 位置 の み 。 


基本 的 な 拳 で 打撃 を する と き 、 海 兵隊 員 は 手首 の 怪我 を 避け る 
た め に 手 を まっ すぐ に 、 ま た は 手首 と 一 直線 に 保 た な けれ ば な り 
ませ ん 。 


リー ド ハ ン ド パ ン チ 

リー ド ハン ド パン チ は 、 前 方 また は リー ド ハン ド で 実行 され る 
スナ ッ プ スト レー ト パン チ で す 。 こ れ は 、. 相 手 を 遠ざけ 、 攻 撃 を 
仕掛 ける た め に 設計 され た 高速 パン チ で す 。 リ ー ド ハン ド パン 
チ は 動き を 隠し 、 海 兵隊 員 が 相手 に 近づく こと を 可能 に し ま 

す 。 リ ー ド ハン ド パン チ は 、 可 能 で あれ ば 軟部 組織 領域 を 打つ 
必要 が あり ます 。 リ ー ド ハン ド パン チ を 実行 する に は 、 海 兵隊 
員 は 次 の よう に し ます 。 


手のひら を 地面 に 向け て 回 転 さ せな が ら 、 リ ー ド ハン ド を ほぼ 
完全 に 伸ばし ます 。 


拳 の 最初 の 2 つの 関節 で 相手 に 接触 し ます 。 


すぐ に 手 を 引っ 込め て 、 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 


リア ハン ド パ ン チ 

リア ハン ド パ ン チ は 、 後 ろ ( 右 ) 手 で 繰り 出す スナ ッ プ パン チ で 
す 。 相 手 に 最大 限 の ダメ ー ジ を 与え る た め に 設計 され た パワ ー 
パン チ で す 。 後 ろ 足 を 押し 、 腰 と 肩 を 回 転 さ せる こと に よっ て パ 
ワー が 生ま れ ま す 。 リ アハ ンド パン チ を 実行 する に は 、 海 兵隊 
員 は 次 の よう に し ます 。 
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腰 と 肩 を 相手 に 向かっ て 力強く 回 転 させ 、 後 ろ の 手 を まっ すぐ 意識 を 失っ た り 、 首 に 大 き な 損傷 を 与え た り 、 舌 を 切断 し た りす 
突き 出し 、 手 の ひら を 下 に 向け て 、 ほ ぼ 完 全 に 伸ばし ます 。 る 。 ア ッ パ ー カ ッ ト を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


後ろ 足 の 指 の 付け 根 で 蹴り 出し な が ら 、 体 重 を 前 足 に 移し ます 。 腕 を 曲げ 、 手 の ひら を 内 側 に 回 転 さ せま す 。 腕 を 曲げ る 距離 は 、 
相手 が どれ だ け 近 いか に よっ て 異な り ま す 。 


拳 の 最初 の 2 つの 関節 で 相手 に 接触 し ます 。 
腰 と 肩 を 相手 に 向かっ て 力強く 回 転 させ 、 拳 を 相手 の 頭 ま た は 
あご に 向かっ て まっ すぐ 突き 上 げ ま す 。 


すぐ に 手 を 引っ 込め て くだ さい 。 
アッ パー カッ ト 拳 の 最初 の 2 つの 関節 で 相手 に 接触 し ます 。 
アッ パー カッ ト は 、 相 手 の 視線 の 下 か ら 始ま る 強力 な パン チ で 


す 。 上 向き の 動き で 、 相 手 の 視線 の 中 心 線 に 沿っ て 移動 し な が ら _ 
すぐ に 手 を 引っ 込め て くだ さい 。 


実行 され ます 。 

相手 の 体 に 向かっ て 打つ 。 こ れ は 接近 し て 行わ れ 、 通 常 は 相手 の 

体 か ら 離 れ た 位置 で 行わ れる 予備 打撃 の 後に 行わ れる 。 時 

攻撃 対象 部 位 を 無防備 に し 、 顎 や あご に アッ パー カッ ト を 繰り フッ ク は 近 距 離 か ら 繰 り 出す 強力 な パン チ で 、 通 常 は 予備 攻 


出す と 、 相 手 は 撃 が 先行 する 。 フ ッ ク を 繰り 出す た め に 、 海 兵隊 員 は 
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右腕 を 相手 に 向かっ て 引っ 掛け る よう に 突き 出し 、 肘 を 曲げ た ま 


ま 右 肩 と 腰 を 相手 に 向かっ て 力強く 回 転 さ せま す 。 


拳 の 最初 の 2 つの 関節 で 相手 に 接 午 し ます 。 肩 と 腰 を 回 転 さ せ 


続け 、 拳 を ター ゲッ ト ま で 追い 続け ます 。 


すぐ に 手 を 引っ 込め て くだ さい 。 


3. 上 半身 で 打撃 する 


打撃 は 相手 を 気絶 させ た り 、 そ の 後 の フ ィ ニ ッシュ テク ニッ ク 


を 準備 し た り し ます 。 手 、 前 腕 対 は 腕 の 個々 の 武器 で す 。 


ハン マー フィ スト 、 チ ン ジャ ブ 、 ナ イフ ハン ド 、 ア イ ゴ ッ ジ 、 エ 
ル ボ ー スト ライ ク な どの 打撃 を 実行 する た め に 使用 で きま す 。 こ れ 
ら の 打撃 は 、 あ ら ゆる 種類 の 近接 戦闘 状況 で 使用 で きる さま ざま 
な テク ニッ ク を 提供 し ます 。 


実行 の 原則 


攻撃 の 有効 性 を 確実 に する 実行 原則 が いく つか あり ます 。 


パワ ー を 生み 出す 。 パ ンチ で 最大 の パワ ー を 生み 出す に 
は 、 体 重 移動 が 不可 欠 で す 。 海 兵隊 員 は これ を 次 の よう に 
実現 し ます 。 


[ 腰 と 肩 を 正面 に 回 転 さ せる 
タッ ク 。 

【 体 の 質量 を 直線 的 に 前 方 また は 後方 に 動か す 。 [体重 を 相 
手 に 落と す 。 


体重 は 、 高 か ら 低 へ 、 ま た は 低 か ら 高 へ 攻撃 に 移す こと が 
で きま す 。 


筋肉 の 緊張 。 腕 は 衝突 の 瞬間 まで リラ ックス し て いま す -。 衝 突 の 
瞬間 、 海 兵隊 員 は 手 と 前 腕 の 筋肉 を 緊張 させ て 、 敵 へ の ダメ 

ー ジ を 最大 化し 、 手 の 負傷 を 回 避 し ます 。 腕 は 衝突 の 瞬間 まで リ 
ラッ クス し て いま す 。 


ヒッ ト アン ド ステ ィ ッ ク と フォ ロー スル ー。 打 撃 は 、 武 器 

( 例 : 手 肘 ) が 衝撃 部 位 (ター ゲッ ト ) に 当たっ て そこ に 留 

まり 、 タ ー ゲ ッ ト を 通り 抜け る よう に 行う 必要 が あり ます 。 こ の テ 
クニ ッ ク は 、 相 手 に 最大 の ダメ ー ジ を 与え ます 。 


腕 に よる 打撃 は 「 重 い 手 」 で 実行 され ます 。 つ まり 打撃 は 、 手 
の 重 さ が 体 の 目標 領域 を 通過 する よう に 、 打 撃 で 突き 進む 
こと に よっ て 実行 され ます 。 


相手 と 接触 する と き は 腕 を 少し 曲げ 、 タ ー ゲ ッ ト を 通過 する と き 
は 腕 を 伸ばし ます 。 こ の テク ニッ ク に より 、 海 兵隊 員 は 全力 で 
攻撃 する こと な く 効 果 的 に 攻撃 する こと が で きま す 。 


移動 。 移 動 に より 海兵 隊員 は 敵 に 対す る 攻撃 を 開始 し た り 、 防 
御 を 提供 し た りす る た め の 適切 な 位置 に 配置 で きま す 。 
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動き は 基本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 始 まり 、 基 本 的 な 戦士 の 次 
勢 に 戻る こと で 終了 し ます 。 打 撃 は 、 次 の 条件 に 応じ て 左腕 ま 
た は 右腕 で 実行 で きま す 。 


連 え 角 o 
! 相 手 の 位 置 。 
相手 の 利用 可能 で 脆弱 な ター ゲッ ト 


エリ ア 。 


体 の ター ゲッ ト 部 位 

それ ぞ れ の 打撃 に は 、 相 手 に 最大 の ダメ ー ジ を 与え る こと が で き 
る 身体 の ター ゲッ ト 部 位 が あり ます 。 打 撃 に は 、 微 細 運 動 能力 

で は な く 粗 大 運動 能力 が 使用 され ます 。 身 体 の ター ゲッ ト 部 位 は 、 
まさ に その 通り 、 部 位 で す 。 打 撃 を 効果 的 に する た め に 、 特 定 の 神 
経 を 正確 に 狙う 必要 は あり ませ ん 。 


ハン マー フィ スト 


ハン マー フィ スト で 打撃 する と 、 手 の 小さ な 部 分 に 
力 が 集中 し 、 そ れ が ター ゲッ ト に 伝わる と 壊滅 的 
な 効果 を も た ら す 可能 性 が あり ます 。 

ハン マー フィ スト の 打撃 面 は 、 小 指 の 下 の 肉 厚 な 部 分 で す 。 


ハン マー フィ スト 攻撃 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


3 』 握り こぶ し を 作り 、 腕 を 約 45 度 か ら 90 


さ 度 に 曲げ ます 。 
! 


\ り 
度 の 角度 。 同 時 に 、 右 の 腰 と 右 の 肩 
を 後ろ に 回 転 させ ます 。 


右 の 腰 と 肩 を 前 方 に 回 転 さ せな が 
ら 、 拳 を 相手 に 向かっ て 突き 出し ま 
す 。 


手首 を 回 転 さ せ て ハン マー の 拳 が 相手 に 接触 する よう に し ます 。 


チン ジャ ブ 


顎 突 き は 相手 を 即座 に 意識 不明 に し 、 首 や 背骨 に 多大 な ダメ ー ジ 
を 与え る 。 打 撃 面 は 手のひら の 付け 根 で ある 。 誤 突 き を する た 
め に 、 海 兵隊 員 は … 


右手 首 を 90 度 の 角度 で 曲げ 、 手 の ひら を 相手 に 向け 、 指 を 上 
に 向け た 状態 に な り ま す 。 


右腕 を 曲げ て 体 に 近づけ ます 。 指 を 少し 広げ て 、 手 を 凹ん だ 位置 
に 伸ばし ます 。 
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外側 の ナイ フ ハ ンド 。 外 側 の ナイ フ ハ ンド 攻撃 を 実行 する 
に は :、 海 兵隊 員 は 一 


足 を 肩幅 くら い に 広 げ 、 膝 を 曲げ た まま 、 左 足 を 相手 に 向かっ て 
前 に 踏み 出し ます 。 こ れ は 相手 に 近づく た め に 行い ます 。 


ナイ フ ハ ンド を 延長 し て 結合 する こと で 実行 し ます 
右手 の 指 を 伸ばし て 親指 を 人 差し 指 の 横 に 置き ます (敬礼 の 
右腕 を 曲げ て 横 に 寄せ ます 。 よう に ) 。 
手のひら を 相手 の 顎 の 真下 に 突き 上 げ ま す 。 同 時 に 、 右 の 腰 を 前 方 
に 回 転 させ て 体重 を 攻撃 に か け 、 打 撃 の 威力 を 高め ます 。 攻 撃 は 相 右手 を 引っ 込め ます 。 同 時 に 、 右 の 腰 と 右 の 肩 を 後ろ に 回 転 させ 
手 の 胸 の 中 心 線 を 頭 まで 上 っ て 行く 必要 が あり ます 。 0 


右 の 腰 と 肩 を 前 に 回 転 さ せな が ら 、 ナ イフ の 手 を 前 方 (水平 ) に 相 
手 に 突き 出し ます 。 


ナイ フ ハ ンド 
ナイ フ ハ ンド は 、 最 も 用 途 が 広く 、 破 壊 力 の ある 打撃 方 法 の 1 
つ で す 。 打 撃 面 は 手 の 刃先 つま り 小 指 の 下 か ら 手首 の 上 部 ま 


で 伸び る 肉 厚 の 部 分 で す 。 
内 側 の ナイ フ ハ ンド 。 内 側 の ナイ フ ハン ド 攻 撃 を 実行 する に は 、 
海兵 隊員 は 一 
打撃 面 は 狭く 相手 の ボディ 
ー ア ー マ ー と ヘル メッ ト の 間 の 時 
首 を 打つ こと が で きま す 。 ナ イフ ナイ フ ハ ンド を 実行 し ます 。 


ハン ドス トラ イク は 、 外 側 、 内 


側 、 垂 直 の 3 つの 角度 の い ず 
れ か か ら とら 実行 さ れ ま す 。 


右手 を 左肩 の 上 に 持っ て きま す 。 同 時 に 、 右 肩 と 左 腰 を 前 方 に 回 転 
させ ます 。 
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右 の 腰 と 肩 を 前 方 に 、 左 の 肩 を 後方 に 回 転 さ せな が ら 、 ナ イフ の 手 自 貴 し 
を 前 方 (水平 ) に 相手 に 突き 出し ます 。 目 笑 き は 相手 の 目 を 攻撃 し て 盲目 に し 、 そ の 後 の 攻 撃 に 備え る 


た め に 用 いら れる 。 打 撃 面 は 指先 また は 親指 で ある 。 目 突き を 実行 
する た め に :、 海 兵隊 員 は 次 の よう に する 。 


右手 を 伸ばし 、 指 を 少し 広げ て 眼 穴 に 挿入 で きる よう に し ま 


手のひら を 地面 また は 空 に 
向け て くだ さい 


そし て 右手 を 相手 の 目 に 向かっ て 
突き 出し ます 。 


相手 の 鼻 の 高 さ で 手 を 前 に 突き 出す と 、 指 また は 親指 


垂直 ナイ フ ハ ンド 。 垂 直 に 投げ る と 、 ナ イフ ハン ド の 打撃 は まっ 
が 相手 の 眼 穴 の 溝 に 自然 に 滑り の 込み ます 。 


すぐ に 下向き に 行わ れ ま す 。 


肘 打 ち 


肘 は 、 相 手 の 体 の ほぼ あら ゆる 部 分 を 攻撃 する た め に 、 さ ま ざ ま な 
方 法 で 使用 で きる 強力 な 武器 で す 。 肘 打ち は 、 垂 直方 向 (上 また 
は 下 ) ま た は 水平 方 向 (前 また は 後 ) に 行う こと が で きま す 。 
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打撃 面 は 、 攻 撃 角 度 、 相 手 の 攻 撃 角度 、 相 手 の 位置 に 応じ て 、 右前 腕 を 肘 の 先端 か ら 2 イ ンチ 上 に し て 相手 に 接触 し ます 。 
肘 の 点 か ら 2 イン チ 上 また は 下 に な り ま す 。 


和 直 肘 打 ち ( 下 ) 。 下 向 さ の 生 直 肘 打 ち を 実行 する に は 、 
時 了 海兵 隊員 は 一 


関 右 肘 を 曲げ 、 拳 を 体 に 近づけ ます 。 拳 は 肩 の 上 に 置き 、 肘 は 肩 より 
垂直 肘 打ち (上 ) 。 垂 直 肘 打ち を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は か な り 上 に 上 げ ま す 。 


右 肘 を 曲げ 、 拳 を 体 に 近づけ ます 。 拳 は 肩 の 高 さ に あり 、 肘 は 胴 
体 の 横 に あり ます 。 


攻撃 時 に 体重 を 落と し な が ら 、 肘 を 垂直 に 相手 に 向かっ て 突き 
出し 、 さ ら な る パワ ー を 生み 出し ます 。 


右 肩 と 腰 を 前 方 に 回 転 さ せな が ら 、 肘 を 垂直 に 相手 に 向かっ て 
突き 上 げ 、 さ ら な る 力 を 生み 出し ます 。 
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肘 の 先端 か ら 2 イ ンチ 上 の 右上 腕 三 頭 有 筋 で 相手 に 接触 し ます 。 右前 腕 を 肘 の 先端 か ら 2 イ ンチ 下 の 位置 で 相手 に 接触 し ま 
す 。 


水平 肘 打ち (前 方 ) 。 前 方 水平 肘 打ち を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 水平 肘 打ち (後方 ) 。 後 方 水平 肘 打 ち を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 


は 、 は 一 
右 拳 を 胸 の 近く に 引き 寄せ 、 手 の ひら の 付け 根 を 地面 に 向け ま 右 拳 を 左肩 の 近く に 押し 込み 、 手 の ひら の 付け 根 を 地面 に 向け 
す 。 ます 。 同 時 に 、 右 肩 と 左 腰 を 前 方 に 回 転 さ せま す 。 


で 


右 肘 を 水平 に 相手 に 向かっ て 突き 出し ます 。 前 腕 は 地面 と 平 


行 に な り ま す 。 
右 肘 を 水平 に 後方 に 突き 出し 、 相 手 に 向け ます 。 前 腕 は 地面 と 
平行 に な り 、 手 は 攻撃 の 方 向 へ 動き ます 。 


右 肩 と 腰 を 前 方 に 回 転 さ せ 、 さ ら な る パワ ー を 生み 出し ます 。 
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右 腰 を 後ろ に 、 右 肩 を 後ろ に 回 し て 、 さ ら に パワ ー を 生み 出し ま 
す 。 


肘 の 先端 か ら 2 イ ンチ 上 の 右上 腕 三 頭 筋 で 相手 に 接触 し ます 。 


4. 下半身 で 打撃 する 


脚 は 打撃 を 与え る た め に 最も 大 き な 筋 肉 群 を 使用 する た め 、 身 
体 で 最も 強力 な 武器 で す 。 ま た 、 脚 は 怪我 を し に くい で す 。 足 

は ブー ツ で 保護 され て いる た め 、 打 撃 に は 好ま れ ま す 。 海 兵隊 員 
は 、 足 、 か か と 、 膝 を 使っ て 、 キ ッ ク 、 膝 蹴り 、 踏 みつ け を 行い ます 。 


キッ ク 


キッ ク の 目的 は 、 相 手 の 攻撃 を 阻止 し た り 、 相 手 の 防御 に 隙間 を 
作っ て 

攻撃 を 仕掛 ける 。 キ ッ ク に は 左足 (リー ド ) ま た は 右足 (後ろ 足 ) 
の どちら で も 使え ます 。 後 ろ 足 で キッ ク す る と 腰 を 回 転 させ て 
攻撃 する た め 、 よ り 強 力 に な り ま す 。 た だ し 、 後 ろ 足 は 相手 か ら 遠 
いた め 、 後 ろ 足 で の 打撃 は リー ド 足 で の 打撃 ほど 早く 相手 に 当たり 
ませ ん 。 


前 蹴り 。 前 蹴り は 、 敵 が 海兵 隊 の 前 に いる と き に 実行 され ます 。 後 
ろ 足 また は リー ド 足 で 繰り 出す 前 蹴り は 、 腰 より 下 を 打つ 場 

合 に 効果 的 で す 。 よ り 高 く 蹴 ろう うと する と バラ ンス が 崩れ 、 敵 が 足 
や 脚 を 掴む 機会 が 増え ます 。 打 撃 面 は 、 


ブー ツ の つま 先 ま た は 靴 ひ も 。 前 蹴り を 実行 する た め に 、 海 兵隊 
員 は 一 


左 膝 を 腰 の 高 さ まで 上 げ 、 腰 を 回 転 さ せ て 攻撃 し 、 左 足 を 相手 に 
向かっ て 前 に 突き 出し ます 。 


ーー 


ct 
人 
5 


[ 


左足 の ブー ツ の つま 先 ま た は ブー ツ ひ も で 相手 に 接触 し ます 。 


基本 的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 


サイ ドキ ッ ク 。 リ ー ド 脚 で 繰り 出す サイ ドキ ッ ク は 、 膝 を 打つ の に 効 
果 的 で す 。 サ イド キッ ク は 相手 が 海 兵隊 員 の 横 に いる と き に 行 
いま す 。 打 つ 面 は 、 ブ ー ツ の か か と 付近 の 外側 の 丸 先 で す 。 サ イド 
キッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 
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右 膝 を 腰 の 高 さ まで 上 げ 、 右 に 回 転 させ る 
腰 を 前 に 出す 。 


Y 


1 


ヴ 


テ 
騙 
ー 計っ あ 


右足 を 相手 に 向かっ て 右側 に 突き 出し 、 足 を 90 度 の 角度 に 回 し 
て 、 相 手 へ の 打撃 面 を 最大 化し ます 。 


右足 の ブー ツ の 丸 先 で 相手 に 接触 し ます 。 


基本 的 な 戦士 の 姿勢 に 戻り ます 。 

膝 蹴り 

膝 蹴 り は 、 接 近 戦 の 近 距 離 で 優れ た 武器 で す 。 膝 蹴り は 、 通 
常 、 近 距離 で 行わ れ ま す 。 


垂直 膝 蹴 り 。 打 撃 面 は 膝 の 少し 上 の 大 服部 で す 。 垂 直 膝 蹴り を 実 


行 す る に は 、 海 兵隊 員 は 


右 膝 を 上 げ て 力 強く 相手 に 打ち 込み ます 。 


足 を 上 に 上 げ ま す 。 


相手 の 右 腔 か ら 2 イ ンチ 上 に 接触 し ます 。 


水平 膝 蹴 り 。 水 平 膝 蹴 り は 、 脚 を 地面 と ほぼ 平行 に し 、 腰 を 回 
転 さ せ て 力 を 発揮 し ます 。 こ の 打撃 は 、 須 骨 神経 に 伝わる こと が 
多い で す 。 打 撃 面 は 脚 の 前 部 、 膝 の 少し 上 また は 下 で す 。 水 平 
膝 蹴 り を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


右 膝 を 上 げ 、 左 足 を 軸 に 右 腰 を 前 方 に 回 転 さ せ 、 膝 を 水平 に 相手 
に 打ち 込み ます 。 


相手 の 右 腔 か ら 2 イ ンチ 上 に 接触 し ます 。 
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踏み つけ る 開 踏 み 。 参 踏み の 打撃 面 は か か と の 刃先 で す 。 基 踏み を 実行 する 
に は 、 海 兵隊 員 は 


踏み つけ は 、 通 常 相 手 が ダ ウン し て いる と き に 足 で 行わ れ ま す 。 
相手 が ダウ ン し て いる と き 、 マ リー ン は 利用 可能 な ター ゲッ ト 
を 何で も 取る こと を 忘れ な いで くだ さい 。 

右足 を まっ すぐ に 伸ばし た まま 、 右 か か と を 腰 よ り 上 に 上 げ ま す 。 


垂直 踏み 。 垂 直 踏 み に より 、 海 兵隊 員 は 直立 し た 姿勢 を 保 
ち 、 バ ラン ス を 保ち な が ら 、 ど ちら か の 足 で 複数 の 打撃 を 素早 く 加 


え 、 タ ー ゲ ッ ト を 素早 く 正確 に 攻撃 する こと が で きま す 。 こ れ は 、 / 
推奨 され る 踏み 方 で す 。 打 撃 面 は 、 ブ ー ツ の 平ら な 底 ま た は か か 

と の 刃先 で す 。 

垂直 踏み つけ を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 

右足 を 約 90 度 の 角度 に 曲げ 、 右 膝 を 腰 よ た り 上 に 上 げ ま す 。 


せ 
て 
ず の NN 
右 か か と の 切れ 味 を 相手 に 力強く 打ち 付け ます 。 同 時 に 左 膝 を 軽く 
曲げ て 体重 を 落と し て 打撃 し ます 。 


5. 攻撃 に 対す る カウ ンタ ー 


接近 戦 の 状況 で は 、 敵 は パン チ や キッ ク で 海兵 隊員 を 攻撃 し よ 
うと し ます 。 


中 NR 相手 が 攻撃 を 仕掛 ける と 、 海 兵隊 員 は まず 攻撃 を 避け な け 
部 分 を 強く 相手 に 打ち 付け ます 。 同 時 に 、 左 膝 を 軽く 曲げ 前 時 和 の まだ 3 ら は 守 2 和 困 (で プロ ツク の まう 
の 全 を 洛 ら 提 抽 を NR 達成 され ます 。 次 に 、 海 兵隊 員 は 攻撃 的 な 体勢 に 入ら な け 


れ ば な り ま せん 。 こ れ に より 海兵 隊員 は 攻撃 的 な 攻撃 を 使っ 
て 相手 を 攻撃 する こと が で きま す 。 攻 撃 の 種類 に 関係 な く 、 
攻撃 に 対す る 反撃 に は 海兵 隊員 が 移動 し 、 ブ ロッ ク し 、 攻 撃 す 
る 必要 が あり ます 。 


動く 


攻撃 に 対抗 する た め の 最初 の ステ ッ プ は 、 攻 撃 の 衝撃 か ら 逃 れる 
こと で す 。 移 動 に より 海兵 隊員 は 敵 の 攻撃 予定 地点 か ら 移動 
し 、 攻 撃 で きる 位置 に 移動 し ます 。 


動き は 、 前 方 また は 後方 に 対し て 約 45 度 の 角度 で 実行 され ま 
す 。 動 き は 常に 基本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 開 始 され ます 。 


つま 先 を 上 げ て 基本 的 な 戦士 の 姿勢 に 戻る 
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動き が 完了 する と 、 リ ー ド 足 が 相 手 の 方 を 向き ます 。 


ブロ ッ ク 
スト ライ ク に 基づい て さま ざま な ブロ ッ ク が 実行 され ます 。 
これ ら は 個別 の カウ ンタ ー で カバ ー さ れ ま す 。 


スト ライ ク 

上 半身 また は 下半身 の 打撃 は いずれ も 、 相 手 の 打 
撃 に 対す る 後続 攻撃 また は 反撃 の 一 部 と し て 実 
行 で きま す 。 後 続 打 撃 は 、 相 手 に 対す る 角度 、 相 

手 の 位置 、 お よび 相手 の 脆弱 な ター ゲッ ト 領 域 に 
よっ て 決ま り ま す 。 


パン チ へ の カウ ンタ ー 

リー ド ハ ン ド パ ン チ へ の カウ ンタ ー。 こ の カウ ンタ ー は 、 相 手 が リ ー ド 
ハン ド パ ンチ を 繰り 出し た と き に 使用 し ます 。 リ ー ド ハン ド パ 

ンチ へ の カウ ンタ ー を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


前 方 に 進み 、 左 に 約 45 度 の 角度 で 進み 、 相 手 の 攻 
撃 側 の 腕 の 外側 に 移動 し ます 。 


aa 
才 
党 


Pu 


左腕 を 上 げ 、 手 の ひら また は 前 腕 の 肉 厚 な 部 分 で 
相手 の リー ド ハ ン ド を ブロ ッ ク ま た は そら し ます 。 


左腕 を 相手 の 右腕 に 当て た まま 、 前 方 に 約 45 度 の 
角度 で 左 に 踏み 出し て 相手 に 接近 し 、 打 撃 と 突き を 行 
いま す 。 


打撃 や 
相手 の 露出 し た ター ゲッ ト エ リア に キッ ク し ます 。 


リア ハン ド パ ン チ へ の カウ ンタ ー。 相 手 が リ アハ ンド パン チ を 繰 
り 出 し て きた と き に 使用 する カウ ンタ ー で す 。 
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パン チ 。 後 ろ 手 パン チ の カウ ンタ ー を 実行 する た め に 、 相手 の 右腕 に 左腕 を 当て た まま 、 前 方 に 約 45 度 
海兵 隊員 は 一 の 角度 で 右 に 踏み 込み 、 相 手 に 接近 し て 打撃 と 突 
さき を 行い ます 。 
前 方 に 進み 、 左 に 約 45 度 の 角度 で 進み 、 相 手 の 
攻撃 側 の 腕 の 外側 に 移動 し ます 。 
へ ーー 
打撃 や 
左腕 を 上 げ 、 手 の ひら また は 前 腕 の 肉 厚 部 分 で 相 相手 の 路 出 し た ター ゲッ ト エ リア に キッ ク し ます 。 
手 の 後ろ 手 を ブロ ッ ク ま た は そら し ます 。 
キッ ク へ の カウ ンタ ー 
フロ ント キッ ク (左足 また は リー ド 足 ) へ の カウ ンタ ー。 
ーー この カウ ンタ ー は 、 相 手 が 左足 で 前 蹴り を し た と き に 
『 yA 使用 し ます 。 前 蹴り へ の カウ ンタ ー を 実行 する に 
は 、 海 兵隊 員 は 一 


前 方 に 約 45 度 の 角度 で 右 に 進み 、 相 手 の 打 撃 脚 
の 外側 に 移動 し ます 。 
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左腕 を 下げ て 、 手 の ひら また は 前 腕 の 肉 厚 部 分 で 前 方 に 進み 、 左 に 約 45 度 の 角度 で 進み 、 相 手 の 
相手 の 足 を ブロ ッ ク ま た は そら し ます 。 打撃 脚 の 外側 に 移動 し ます 。 


左腕 を 下げ て 、 手 の ひら また は 前 腕 の 肉 厚 部 分 で 
相手 の 足 を ブロ ッ ク ま た は そら し ます 。 


左腕 を 相手 の 足 に 当て た まま 、 前 方 に 約 45 度 の 
角度 で 左 に 踏み 出し て 相手 に 接近 し 、 打 撃 と 突き 


を 行い ます 。 
左腕 を 相手 の 足 に 当て た まま 、 前 方 に 約 45 度 の 
角度 で 右 に 踏み 出し て 相手 に 接近 し 、 打 撃 と 突き 
を 行い ます 。 
合 
打撃 や 


相手 の 露出 し た ター ゲッ ト エ リア に キッ ク し ます 。 


フロ ント キッ ク (右足 また は 後ろ 足 ) へ の カウ ンタ ー。 

この カウ ンタ ー は 、 相 手 が 右 足 で 前 蹴り を し た と き に 
使い ます 。 前 蹴り へ の カウ ンタ ー を 実行 する に は 、 
海兵 隊員 は 一 
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投げ る 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


海兵 隊 は 迷彩 服 を 着 て 描か れ て いま す 。 敵 は 迷彩 服 を 着 て いな い 状 態 で 描か れ て い 


ます 。 
海兵 隊 は 、 接 近 戦 で 戦術 的 優位 性 を 維持 し 、 相 手 を 地面 に 投げ 相手 は 装備 を 身 に 着け て いる 。 回 転 投げ を 実行 する た め に 、 
る た め に 投げ 技 を 使用 し ます 。 投 げ 技 は 、 海兵 隊員 は 一 
バラ ンス 、 て こ 、 タ イミ ング 、 体 の 位置 の 原則 を 駆使 し て 相手 の バ 左手 で 相手 の 右手 首 を 掴み ます 。 


ラン ス を 崩し 、 相 手 を 地面 に 押し 倒し て コン トロ ー ル を 獲得 し 
ます 。 投 げ 技 は 、 体 の 大 き さ や 性 別に 関係 な く 、 相 手 の 力 

や 大 き さ で は な く 、 相 手 の 勢 いや パワ ー に 頼っ て いる た め 効 
果 的 で す 。 


海兵 隊員 。 海 兵隊 員 は 、 相 手 に 壊滅 的 な 攻撃 と し て 投げ 技 を 繰り 
出し 、 意 識 不明 や 手足 の 骨折 を 引き 起こ すこ と も あり ます 海兵 
隊員 が 投げ 技 を 繰り 出す と き は 、 バ ラン ス を 維持 し 、 同 時 

に 相手 が 投げ 技 に 反撃 し た り 、 地 面 に 倒さ れ た 後に 逃げ た りす 
る の を 防 が な けれ ば な り ま せん 。 


1. 回 転 投げ 


海兵 隊員 は 、 相 手 が 立 っ た まま 地面 に 倒す た め に 回 転 投げ を 使用 
し ます 。 回 転 投げ は 静止 し た 位置 か ら 実 行 す る こと も で きま す 。 
海兵 隊員 と 
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右足 を 前 に 踏み 出し 、 相 手 の 右 足 の 外側 に 当て 、 か か と の 後ろ 
が 相手 の 足 の 中 央 に くる よう に 回 転 し ます 。 


辿る 
NN 


前 進ま た は 押す 。 海 兵隊 員 は 相手 の 前 進 の 勢い を 
利用 し て ヒッ プス ロー を 実行 する 。 ヒ ッ プ スロ ー を 
実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


左手 で 相手 の 右手 首 を 掴み ます 。 
右腕 で 相手 の 右腕 を 引っ 掛 
け 、 上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 の 間 に 


挟み 込み 、 体 で 相手 に 触れ ま 
す 。 


IL I 


(ニン クジ バ 


央 ノ 
24 
ず の 
4 


の の 
トン 
2 も 


相手 の 手首 を 体 に 近づけ 
た まま 、 下 方 に 引っ 張り ます 。 


足 の 指 の 付け 根 で 左 に 回 転 し 、 相 手 の 手首 を 外側 に 回 転 させ な 
が ら 下 方 に 引き 続け て バラ ンス を 崩し ます 。 


右足 を 前 に 踏み 出し 、 相 手 の 右足 の 外側 に 当て ます 。 


2. ヒッ プス ロー 


海兵 隊員 は 、 相 手 が 立っ た まま 地面 に 倒す た め に ヒッ プス ロー 間 昌 の 2 
ee か か と の 後ろ が 相手 の 足 の 横 に くる よう に し ます 。 
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左足 を 後ろ に 踏み 出し 、 足 の 指 の 付け 根 で 回 転 し ます 。 か か と の 
後ろ が 相手 の つま 先 の 隣 に きま す 。 膝 は 曲げ ます 。 


腰 を 回 し て 右手 を 引っ 掛け る 
相手 の 体 の 後ろ 側 ( 腰 か ら 頭 ま で ) 。 側 面 と 腰 が 相手 に 当たる 
よう に し ます 。 


相手 に 対し て 腰 を 回 転 さ せま す 。 
腰 は 
相手 より 低い 。 


右手 で 相手 の 腰 を 上 に 引き 上 げ 、 
接触 を 最大 限 に し ます 。 


相手 の 腕 を 体 の 横 に 引き 、 同 時 に 腰 を 曲げ 、 足 を 伸ばし 、 体 を 
左 に 回 転 さ せ て 、 相 手 を 地面 か ら 少し 持ち 上 げ ま す 。 


3 レッ クス イー プ ブ 


海兵 隊員 は 、 相 手 が 立っ た まま 地面 に 倒す た め に レッ グ 
スイ ー プ を 使用 し ます 。 レ ッ グ スイ ー プ は 、 


レッ グ ス イ ー プ は 、 相 手 が す で に バラ ンス を 崩し て 後退 し た り 、 
海兵 隊員 を 引っ 張っ て いる 場合 に 特に 効果 的 で す 。 レ ッ グ ス 
イー プ を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 一 


左手 で 相手 の 右手 首 を 舞 
み 、 右 手 で 相手 の 左肩 を 掴み 
ます 。 


注意 : 相手 の 手首 や 
肩 を 掴め な い 場 合 は 、 
相手 の 衣服 や 装備 を 
掴ん で くだ さい 。 


左足 を 前 に 踏み 出し 、 相 手 の 
右足 の 外側 に 置き ます 。 


相手 の 手首 を 下方 に 引き 、 体 に 近づけ 、 肩 を 後ろ に 押し て バラ ン 
ス を 崩し ます 。 


右 膝 を 腰 よ り 高く 上 げ な い 。 


相手 の 右足 を 越え て 足 を 蹴り 出す 。 
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ブー ツ の か か と を 使っ て 相手 の ふく ら は ぎ に 接 触 す る (ふく ら は 
ぎの 上 部 か ら 
アキ レス 有 ま で 、 ま た は ふく ら は ぎの 内 側 まで ) 。 


相手 を 地面 に 叩き つけ る 。 
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チョ ー ク と ホー ルド 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


海兵 隊 は 迷彩 服 を 着 て 描か れ て いま す 。 英 は 迷彩 服 を 着 て いな い 状 態 で 描か れ て い 


ます 。 


只 


謙 - 
| 


トレ ー ニ ング 中 は 、 絶 対 に 全力 また は 全速 力 で チョ ー ク を 実行 し な 
いで くだ さい 。 ま た 5 秒 以上 チョ ー ク を 保持 し な いで くだ さい 。 


海兵 隊員 が チョ ー ク を 正しく 行え ば 、 わ ず か 8 13 秒 で 相 

手 を 意識 不明 に する こと が で きま す 。 チ ョ ー ク は 体格 や 性 別に 関 
係 な く 簡単 に 行え ます 。 海 兵隊 員 は 、 チ ョ ー ク の や り 方 と 、 相 手 
が 仕掛 けた チョ ー ク や ホー ルド に 対抗 する 方 法 を 知っ て お く 必要 
が あり ます 。 


1. チョーク の 種類 


チョ ー ク に は 、 エ ア チョ ー ク と ブラ ッ ド チョ ー ク の 2 種類 が あり 
ます 。 エ ア チョ ー ク は 肺 へ の 気道 を 塞ぐ た め 、 心 臓 へ の 酸素 の 供 
給 が 妨げ られ ます 。 ブ ラッ ド チョ ー ク は 脳 へ の 血 流 を 遮断 し ま 
す 。 ど ちら の チョ ー ク も 、 相 手 を 意識 不明 に し 、 最 終 的 に は 死 

に 至ら し め る 可能 性 が あり ます 。 


ギア チョ ヨー タク 

エア チョ ー ク は 相手 の 気管 (また は 気管 )/ に か けら れ 、 肺 と 
心臓 へ の 空気 を 借 断 する 。 海 兵隊 員 が エア チョ ー ク を 適切 に 
実行 すれ ば 、 相 手 は 1 分 以内 に 意識 を 失う 。 


2 へ 3 分 。 相 手 を 動け な くす る の に 時 間 が か か る こと か ら 、 エ ア チ 
ョ ー ク は 推奨 され ませ ん 。 


ブラ ッ ド チョ ー ク 


ブラ ッ ド チョ ー ク は 、 酸 素 を 豊富 に 含ん だ 血液 を 心臓 か ら 脳 に 運ぶ 相手 
の 頸 動 脈 に 対し て 行わ れ ま す 。 頭 動脈 は 首 の 両側 に あり ます 。 海 兵隊 員 が 
ブラ ッ ド チョ ー ク を 適切 に 実行 すれ ば 、 相 手 は 8 13 秒 以内 に 意識 

を 失い ます 。 ブ ラッ ド チョ ー ク は 、 意 図 し た 効果 (つま り 、 相 手 の 意識 を 
失う こと ) を すばやく 実行 し て 戦い を 終わ ら せ る こと が で きる た め 、 好 
まれ る チョ ー ク で す 。 


2. チョ ー ク 


フロ ント チョ ー ク 


海兵 隊員 は 相手 と 対面 し て いる と き に フロ ント チョ ー ク を 実行 し 
ます 。 海 兵隊 員 は 相手 の 
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フロ ント チョ ー ク を 実行 する た め に 、 ラ ペル また は カラ ー を 締め ます 。 フ ロン トチ ョ 右手 を 相手 の 頸 動 

ー ク を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 脈 に 押し 当て ます 。 

右手 で 相手 の 右 の 補 を 掴み 、 指 の 関節 や 背中 が 

手の甲 は 相手 の 首 の 右側 に ある 頭 動脈 に 当たっ て いま す 。 左手 で 補 を 左 に 引っ 
張り ます 。 


サイ ド チ ョ ー ク 


海兵 隊員 は 相手 と 対面 し て いる と き に サイ ド チ ョ ー ク を 
実行 し ます 。 サ イド チョ ー ク は 、 相 手 の パ ンチ を か わす 
と き に 特に 効果 的 で す 。 サ イド チョ ー ク を 実行 する に は 、 
海兵 隊員 は 次 の よう に し ます 。 


で 相手 の 団 の の 内 側 ) に 受け 流 
右手 を 相手 の 首 に 当て た まま 、 左 手 で 相手 の 右腕 の 下 に 手 を 伸 還 1 0 


ば し 相手 の 左 宰 を 掴み 、 手 省 で X の 形 を 作り ます 。 
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指 を 伸ばし 、 前 腕 の 裏側 を 相手 の 耳 の すぐ 下 の 首 に 当て 、 首 の 頭 
動脈 を 押し ます 。 


注意 : 海兵 隊員 が 相手 の 首 に 指 を 当て る こと が で 
き な い 場合 は 、 親 指 の 裏側 また は 手首 を 使う こ 
と が で きま す 。 


左手 で 相手 の 首 の 後ろ に 回 り 、 両 手 を 握り ます 。 


握っ た 手 を 胸 の 方 に 引い て 相手 を 胸 の 方 に 引き 寄せ ます 。 


リア チョ ー ク 

海兵 隊員 は 、 相 手 の 背 後に いる と き 、 相 手 が 地面 に 
倒れ ん て いる と き 、 ま た は 相手 を 地面 に 倒し て いる と き 
に リア チョ ー ク を 実行 し ます 。 リ ア チ ョ ー ク を 実 
行 す る に は 、 海 兵隊 員 は 、 


右腕 を 相手 の 右 肩 に 伸ばし 、 腕 の 曲げ た 部 分 を 相手 の 首 に 引 
っ 掛け ます 。 
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両手 を 握り 合わ せま す 。 リア チョ ー ク より も 大 き な 力 を 得る こと が で きま す 。 リ ア チ ョ ー 
ク が 確保 で き な い 場合 は 、 フ ィ ギ ュ ア フォ ー の バリ エー ショ ン を 
使用 し て 、 相 手 に 対す る チョ ー ク の 圧力 を 高め ます 。 リ ア チ ョ ー 
ク の フィ ギュ アフ ォ ー の バリ エー ショ ン を 実行 する に は 、 海 兵隊 
員 は 一 


リア チョ ー ク を か け ま す 。 海 兵隊 員 の 体 が 相手 の 体 に 当たる よう 
に し ます 。 


上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 を 使っ て 、 相 手 の 首 の 両側 の 動 脈 に 圧力 
を か け ま す 。 


上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 で 首 の 両側 に 圧力 を か け 、 右 腕 を 引き 寄せ て 
相手 を 近づけ ます 。 
右手 で 左上 腕 二 頭 筋 を 掴み 、 
左手 を 相手 の 後頭 部 に 当て ます 。 


フィ ギュ アフ ォ ー チ ョ ー ク 
リア チョ ー ク の バリ エー ショ ン と し て 、 フ ィ ギ ュ ア フォ ー チ ョ ー ク が あ 
り ま す 。 フ ィ ギ ュ ア フォ ー チ ョ ー ク で は 、 海 兵隊 員 は 
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左手 で 相手 の 頭 を 前 方 に 押し 下げ ます 。 相手 を 弱め 、 気 道 を 確保 する た め に 、 海 兵隊 員 は 相手 ほど 

体力 が な い 場 合 は 、 特 に 軟化 テク ニッ ク が 有効 で す 。 こ れ ら の 
テク ニッ ク に は 、 股 間 へ の 打撃 目 の え ぐり 、 足 踏み な ど が あ 

り ま す 。 軟 化 テ クニ ッ ク は 攻撃 的 で は な く 、 む し ろ 相 手 の 拘束 を 緩 
め る た め に 使用 され ます 。 


右腕 を 引き 、 上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 で 相手 の 首 の 両側 に 圧力 を か け 
続け ます 。 


2 番目 の 動き は 癌 を 引く こと で す 。 気 道 が 確保 され る と 海兵 隊 


員 は 顕 を 引き 、 相 手 が 再び 絞め 技 を か ける の を 防ぎ ます 。 
3. チョ ヨー ク と ホー ルド へ の カウ ンタ ー 


接近 戦 の 状況 で は 、 相 手 は 

海兵 隊員 に チョ ー ク や ホー ルド を か ける 。 相 手 が チ ョ ー ク を 
正しく 行え ば 、 海 兵隊 員 は すぐ に 意識 を 失う 。 チ ョ ー ク が 適切 に 
実行 され な か っ た 場合 通常 は ベア ハグ や ヘッ ドロ ッ ク な ど 

の ホー ルド に 繋が る こと が 多い 。 ホ ー ル ド に より 相手 は 海兵 隊員 
を コン トロ ー ル で き 、 海 兵隊 員 の 能力 を 奪う こと が で きる 。 


攻撃 する 。 海 兵隊 員 に と っ て 、 絞 め 技 や ホー ルド か ら 抜 け 出 
し 、 戦 術 的 優位 性 を 取り 戻し 、 打 撃 で 反撃 する こと が 重要 で す 。 


絞め 技 は 血液 絞 め の 場合 は 8 て 13 秒 、 空 気 絞 め の 場 合 は 2 て 3 分 
で 意識 を 失う が 、 絞 め 技 に 対す る 最初 の 動き は 気道 を 確保 する 


こと で ある 。 海 兵隊 員 は 、 相 手 の 緊張 を 緩め る た め に ソフ フロ ント チョ ー ク へ の カウ ンタ ー 
トニ ング テク ニッ ク を 使用 する 。 海兵 隊員 は 、 相 手 が 正面 か ら 接近 し 、 両 方 の 前 腕 を 使っ て くる 
と 、 フ ロン トチ ョ ー ク の カウ ンタ ー を 使用 する 。 
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手 で 海兵 隊員 の 首 を 絞め る 。 フ ロン トチ ョ ー ク の カウ ンタ ー を 実 右腕 を 海兵 隊員 の 首 に 巻き 付け て 処刑 する 
行 す る た め に 、 海 兵隊 員 は 一 リア チョ ー ク へ の カウ ンタ ー、 海 兵隊 員 た ち ー 


左手 で 相手 の 右前 腕 ( 肘 が 曲がっ て いる 部 分 ) を 掴み 、 指 で 相手 両手 で 相手 の 前 腕 ( 構 骨 神経 の 部 分 ) と 上 腕 二 頭 筋 を 掴み 、 気 道 

の 機 骨 神経 を 下向き に 圧迫 し ます 。 が 確保 で きる 程度 まで 引き 下げ ます 。 気 道 が 確保 で きた ら 、 
顎 を 引い て 気道 を 保護 し 、 相 手 が 再 び 絞 め 技 を 繰り 出せ な い 
よう に し ます 。 


右手 で 相手 の 顎 に チン ジャ ブ を 繰り 出し ます 。 打 撃 に 力 を 加え る 

た め に 、 左 足 を 相手 の 右足 の 外側 に 持っ て き て 、 腰 を 回 転 さ 

せ て 打撃 し ます 。 両足 を 曲げ た まま (ほぼ し ゃ が ん だ 姿勢 ) 、 左 足 で 相手 の 右足 
の 後ろ に 踏み 込み ます 。 


リア チョ ー ク へ の カウ ンタ ー 
海兵 隊員 は 、 相 手 が 後ろ か ら 近 づい て き て 、 
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腰 を 回 転 さ せ て 左 に 旋回 し な が ら 、 左 肘 を 相手 の 胴体 に 打ち 込み 、 右手 と 腕 を 相手 の 胴体 に 治っ て 動か し ます 。 
相手 を 後ろ に 投げ 倒し て 地面 に 倒し ます 。 


左足 を 45 度 の 角度 で 左前 方 に 踏み 出し ます 。 


フロ ント ペ ヘッド ロック へ の カウ ンタ ー 

海兵 隊員 は 、 相 手 が 正面 か ら 近 づき 、 右 腕 を 海兵 隊員 の 首 に 回 
し 、 海 兵隊 員 を 前 に 曲げ 、 海 兵隊 員 の 頭 を 腰 に 押し 付け た と き 

に 、 フ ロン ト ヘッ ドロ ッ ク へ の カウ ンタ ー を 使用 し ます 。 フ ロン ト 
ヘッ ドロ ッ ク へ の カウ ンタ ー を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 

の よう に し ます 。 


右足 で 相手 の 右足 に スイ ー プ を か け ま す 。 同 時 に 、 右 腕 と 右 肩 
で 相手 の 胸 を 押し 、 ス イー プ に 力 を 加え ます 。 


両手 で 相手 の 手首 と 前 腕 を 掴み 、 下 に 引い て 気道 を 確保 し ます 。 動 
き の 間 中 、 相 手 の 手首 を コン トロ ー ル し 続け ます 。 気 道 が 確保 され 
た ら 、 頭 を 引い て 気道 を 保護 し 、 相 手 が 再び 絞め 技 を 繰り 出せ 

な いよ うに し ます 。 
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リア ヘッ ドロ ッ ク へ の カウ ンタ ー 相手 の 顔 の 任意 の 部 分 (あご 、 鼻 、 目 ) を つか み 、 立 ち 上 が る 姿勢 を 
海兵 隊員 は 、 相 手 が 後 ろか ら 近 づき 、 右 腕 を 海兵 隊員 の 首 に 回 し 、 と りな が ら 後 ろ に 引き ます 。 

海兵 隊員 を 前 に 曲げ 、 海 兵隊 員 の 頭 を 腰 に 押し 付け た と き に 、 

リア ヘッ ドロ ッ ク へ の カウ ンタ ー を 使用 し ます 。 リ ア ヘッ ド 

ロッ ク へ の カウ ンタ ー を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう 右手 で 、 相 手 の 路 出し た 喉 に ハン マー フィ スト スト ライ ク を 実行 し 
民 し まま 。 ます 。 


右手 で 相手 の 手首 と 前 腕 を 掴み 、 下 に 引い て 気道 を 空け ます 。 


気道 が 確保 で きた ら 、 顎 を 引い て 気道 を 保護 し 、 相 手 が 再び 絞め 
技 を か ける の を 防ぎ ます 。 


フロ ント ベア ハグ へ の カウ ンタ ー 

海兵 隊員 は 、 相 手 が 正 面 か ら 近 づき 、 両 腕 を 海兵 隊員 の 体 に 
巻き 付け 、 海 兵隊 員 の 腕 を 横 に 捕らえ た と き に 、 フ ロン ト ベ アハ グ 
へ の カウ ンタ ー を 実行 し ます 。 フ ロン ト ベ アハ グ へ の カウ ンタ ー 
を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 一 


左足 を 曲げ た まま 、 左 足 を 相手 の 右足 の 外側 に 45 度 の 角度 で 前 方 
左腕 を 相手 の 右 肩 に 伸ばし ます 。 左 に 踏み 出し ます 。 
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バラ ンス を 取り 、 相 手 を 投げ る の を 助け る た め に 、 相 手 の 胴 海兵 隊員 の 腕 を 横 に 振る 。 後 うか ら の ベア ハグ へ の カウ ンタ 
体 また は 腕 を 掴み ます 。 相 手 の 右 腕 を 左腕 で 引っ 掛け る と 効 ー を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 

果 的 で す 。 


両足 を 曲げ た まま (ほぼ し ゃ が ん だ 姿勢 ) 、 左 足 で 相手 の 右足 
の 後ろ に 立ち ます 。 体 の 左側 が 相手 の 体 に 対し て 接する よう に し 
ます 。 


右腕 と 右 肩 を 前 に 突き 出す と 同時 に 、 右 足 を 前 に 出し て 相手 の 
右足 を 払っ て 地面 に 倒し ます 。 


腰 を 回 転 さ せ て 体 を 左 に 回 し 、 曲 げた 脚 の 向こう 側 に 相手 
を 投げ 返し ます 。 


後ろ か ら の ベア ハグ へ の カウ ンタ ー 


海兵 隊員 は 、 相 手 が 後ろ か ら 近 づき 、 両 腕 で 海兵 隊員 の 体 を 包み 
込み 、 捕 ら え よう と する と 、 後 ろか ら の ベア ハグ に 対抗 する 。 


(反転 空白 ) 
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第 7 章 
グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


図面 で は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 迷彩 服 を 着用 せ ず に 描か れ て いる 。 写 真 で 
は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 砂漠 迷彩 服 を 着用 し て 描か れ て いる 。 


海 民 隊員 は 、 戦 場 が 久 際 で 覆 わ れ て いる 可能 性 が あり 、 負 傷 の リ 
スク が 高まる た め 、 接 近 戦 の 状況 で は 地上 に いる こと を 避け る 
必要 が あり ます 。 し か し 、 多 く の 接近 埋 の 状況 で は 地上 で の 
戦闘 が 伴い ます 。 地 上 戦 で 優先 され る の は 海兵 隊員 が で きる だ 
け 早く 立ち 上 が る こと で す 。 ど の よう な 地上 戦 の シナ リオ で も .、 海 
兵隊 員 は 通常 、 敵 に 対し て 4 つの 位置 の いずれ か に 立つ こと 

に な り ま す 。 


海兵 隊 が 戦術 的 に 有利 な 攻撃 ポジ ショ ン は 、 ガ ー ド と マウ ント で 

す 。 相 手 が 戦術 的 に 有利 な 場合 に カウ ンタ ー と し て 使用 され る 防 

御 ポ ジ シ ョ ン は 、 ガ ー ド へ の カウ ンタ ー と マウ ント へ の カウ ン 

ター で す 。 海 兵隊 は 地上 戦 で 絞め 技 を 使用 し て 、 素 早く 戦い を 終 

わら せる こと も で きま す 。 相手 の 前 腕 が 相手 の 前 腕 に 載る よう に 、 両 手 を 胸 の 上 で 交差 さ 
せ て 相手 の 手 を 胸 に 捕らえ ます 。 肘 また は 前 腕 で 圧力 を か け 
ます 。 


1. 攻撃 的 な 地上 戦闘 


ガー ド ポ ジ シ ョ ン 


海兵 隊 は 、 相 手 が 上 に いて 、 足 が 相手 の 足 に 巻き 付い て いる と き 
に ガー ド ポ ジ シ ョ ン を 実行 し ます 。 相 手 が 上 に いる 場合 、 海 兵隊 
員 を 絞め よう と する 可能 性 が あり ます が 、 海 兵隊 員 は 依然 と 

し て 戦術 的 優位 性 を 持っ て いま す 。 
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右 か か と の 切れ 味 で 相手 の 太もも の 外側 を 打つ 。 こ れ に より 相手 相手 の 腕 を まっ すぐ 上 に 引っ 張り 、 急 激 に 後ろ に 倒れ な が ら 、 相 
は その 側 に 就 ね 上 が る 。 手 の 腕 を 小指 の 方 向 に 横 に 引っ 張り ます 。 


立ち 上 が り ま す 。 


頭 を 素早 く 左 に 動か し 、 腰 を 右 に 回 転 さ せま す 。 同 時 に 、 両 足 を 

上 げ ま す -。 両 足 は 相手 の 体 の 右側 に あり ます 。 マウ ント ポジ ショ ン 

海兵 隊員 は 、 相 手 が 地面 に 仰向け に 寝 て いて 、 海 兵隊 員 が 相手 
の 体 に 足 を 巻き 付け て 上 に いる 場合 に マウ ント ポジ ショ ン を 実 
行 し ます 。 こ の ポジ ショ ン は 、 海 兵隊 員 が 相手 を 制御 し 地上 戦 
闘技 術 を 実行 する の に 有利 な 位置 に いる た め 、 攻 撃 的 な ポジ 
ショ ン で す 。 マ ウン ト ポ ジ ショ ン テ ク ニッ ク を 実行 する に は . 海 
兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


右足 を 下ろ し て 、 相 手 の 首 と 頭 を 引っ 掛け ます 。 下 向き の 圧力 を 
か け 、 相 手 を 仰向け に 転がし ます 。 相 手 の 左腕 を 掴ん で コン ト 
ロー ル し ます 。 動 き が 完了 する と 、 海 兵隊 員 は 足 を 曲げ て 相手 の 
上 に 座り 、 コ ント ロー ル を 維持 し ます 。 


9 相手 の 手首 また は 前 腕 を 手 で 掴み 、 胴 体 に し っ か り と 押し 付け 
昌 

足 と 膝 を 曲げ た まま に し ます 。 

右足 の 裏 で 相手 の 首 に 圧力 を か 

け 、 左 足 で 相手 の 横 に 圧力 を か け 

続け る 。 


脇の下 。 両 腔 を 締め 付け て 、 相 手 の 
腕 を ロッ ク し ます 。 
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左腕 で 相手 の 腕 を コン トロ ー ル し 、 右 手 で 相手 の 腕 神経 上 ( 結 相手 の 腕 を まっ すぐ 上 に 引っ 張り 、 急 激 に 後ろ に 倒れ な が ら . 相 
び 目 ) に 圧力 を か け ま す 。 手 の 腕 を 小指 の 方 向 に 横 に 引っ 張り ます 。 


立ち 上 が り ま す 。 


2. 地上 で の 防御 戦闘 
左足 を 相手 の 右 脇の下 に 近づけ 、 右 足 を 相手 の 頭 の 横 に 振り 


ます 。 ガー ド へ の カウ ンタ ー 


海兵 隊員 は この テク ニッ ク を 、 相 手 が 地 面 に 仰向け に 
寝 て いて 、 海 兵隊 員 が 相手 の 足 の 間 に 腔 を つい て いる 


足 と 膝 を 曲げ た まま に し ます 。 右 足 の 裏 で 相手 の 首 に 圧力 を か 場合 に 使用 し ます 。 ガ ー ド ポジ ショ ン へ の カウ ンタ ー 
け 、 脇 の 下 の 左足 で 相手 の 脇腹 に 圧力 を か け ま す 。 膝 を 締め て を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 
相手 の 腕 を ロッ ク し ます 。 


相手 の 太もも の 内 側 に ある 大 脱 神 経 を 肘 で 攻撃 し ます 。 こ れ 
に より 、 相 手 は 足 を 離す こと に な り ま す 。 
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右 拳 で 相手 の 股間 を 殴る 。 


相手 の 上 半身 の ギア や 衣服 を 掴み 引き 寄せ て 近づけ ます 。 


左腕 を 内 側 か ら 相 手 の 右 膝 の 下 に 引っ 掛け ます 。 相 手 の 足 を 頭 の 
上 に 投げ ます 。 


頭 を 素早 く 下 げ て 左 に 移動 し ます 。 
立ち 上 が り ま す 。 


マウ ント へ の カウ ンタ ー 


海兵 隊員 は 、 地 面 に 仰向け に 寝 て いる と き に この テク ニッ ク を 使 
用 し ます 。 相 手 は 海兵 隊員 の 上 に 乗り 、 相 手 の 足 は 海兵 隊員 に 巻 
き 付け られ ます 。 相 手 は 戦術 的 に 有利 で す 。 マ ウン ト ポ ジ ショ ン 
へ の カウ ンタ ー を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


右腕 を 使っ て 相手 の 左腕 を 内 側 か ら 外 側 に 回 し 、 対 の 上 を 引っ 掛 
け ま す 。 右 足 で 相手 の 左腕 を 引っ 掛け ます 。 


脚 ま た は 足首 。 


肘 を 引き 寄せ て 相手 の 肘 を 曲げ 、 相 手 を 近づけ ます 。 相 手 の 肘 を 
曲げ る に は 、 腕 を 相手 の 肘 よ り 上 に 引っ 掛け る 必要 が あり 
ます 。 
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相手 を 押し 倒し 、 右 側 に 転がし ます 。 


相手 の フッ ク さ れ た 腕 を コン トロ ー ル し た まま 、 ひ ざま ずく < 次 
勢 に 移動 し ます 。 


相手 の 腕 に 圧力 を か けた まま 、 膝 を 使っ て 相手 の 肘 に 圧力 を 
か け な が ら 、 立 ち 姿 勢 に 移動 し ます 。 


し 


3 の ラウ ンド ファ アイ ティ ンク チョー ク 


中 


生 
| 


トレ ー ニ ング 中 は 、 絶 対 に 全力 また は 全速 力 で チョ ー ク を 実行 し な 
いで くだ さい 。 ま た 5 秒 以 上 チョ ー ク を 保持 し な いで くだ さい 。 


地上 戦闘 に お ける 最 優先 事項 は 、 海 兵隊 員 が で きる だ け 早 く 立 
ち 直 る こと で す 。 

場合 に よっ て は :、 海 兵隊 員 は 相手 に チョ ー ク 攻撃 を 仕掛 ける こと 

で 、 地 上 戦 を 素早 < 終わ ら せ る こと が で きま す 。 

正しく 行え ば 、 チ ョ ー ク は 相手 を わずか 8 13 秒 で 意識 不明 に 
する こと が で きま す 。 チ ョ ー ク は 体格 や 性 別に 関係 な く 簡単 に 
行え ます 。 グ ラウ ンド ファ イ テ ィ ング 中 に 行う チョ ー ク は 、 立 っ て 
いる と き に 行う チョ ー ク と 同じ で す (第 6 章 を 参照 )。 


グラ ウシ ンド ファ イデ テイ シン グフ ロジ ド ヂ ョ ー ク 

グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング フロ ント チョ ー ク は 、 マ ウン ト ポ ジ ショ ン か 
ら 最も 効果 的 に 実行 され る ブラ ッ ド チョ ー ク で す 。 フ ロン トチ ョ ー ク 
は 、 相 手 の ラ ペル また は カラ ー を 使用 し て チョ ー ク を 実行 し ます 。 グ ラ 
ウン ド フ ァ イ テ ィング フロ ント チョ ー ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 

は 次 の よう に し ます 。 


右手 で 相手 の 右 補 を 掴み 、 
指 の 関節 また は 手の甲 が 
相手 の 首 の 右側 に ある 頸 
動脈 に 当たる よう に し ます 。 
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右手 を 相手 の 頸 動 脈 に 押し 当て た まま 、 左 手 で 右腕 の 下 に 左手 で 相手 の 右腕 を 内 側 (相手 の 手 の 届 く 範囲 の 内 側 ) に 受 

手 を 伸ばし 、 手 首 で X の 形 を 作り な が ら 相 手 の 左 補 を 掴み ま け 流し ます 。 右 腕 を 相手 の 腕 の 下 に 回 し て 、 首 の 前 まで 上 

す 。 げ ま す 。 


指 を 伸ばし た まま 、 前 腕 の 後ろ を 相手 の 耳 の すぐ 下 の 首 に 当て 、 


首 の 頸 動脈 を 押し ます 。 
右手 を 相手 の 頸 動脈 に 押し 当て た まま 、 左 手 で 相手 の 左 宰 
を 左 に 引っ 張り ます 。 海兵 隊員 や 相手 の 体型 に 応じ て 、 親 指 の 裏側 また は 手首 


相手 の 首 に 押し 付け る 可能 性 が あり ます 。 


グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング サイ ド チ ョ ー ク 

グラ ウン ド ファ イ テ ィ ング サイ ド チョ ー ク は マウ ント ポジ シ 
ョ ン か ら 行 われ る ブラ ッ ド チョ ー ク で す 。 グ ラウ ンド ファ イ テ ィ 
ング サイ ド チョ ー ク は 、 相 手 が 腕 を 上 げ て 海兵 隊員 の 胸 や 喉 に 
当て た と き に 特に 効果 的 で す 。 グ ラウ ンド ファ イ テ ィ ング サイ 
ド チョ ー ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 
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相手 を 胸 の 方 に 引っ 張り ます 。 前 腕 を 使っ て 相手 の 首 の 側面 に 右腕 を 使っ て 相手 の 右 肩 を 越え て 腕 の 曲げ た 部 分 を 相手 の 
圧力 を か け ま す 。 こ れ は 、 握 り 合 っ た 手 を 胸 の 方 に 引っ 張る こと で 首 に 引っ 掛け ます 。 

行い ます 。 


左手 で 両手 を 握り ます 。 
グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング リア チョ ー ク 
グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング リア チョ ー ク は 、 海 兵隊 員 が 敵 の 背後 
に いる と き に 行わ れる ブラ ッ ド チョ ー ク で す 。 グ ラウ ンド ファ 
イ テ ィ ング リア チョ ー ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 


左足 を 相手 の 左 太もも の 内 側 に 、 右 足 を 相手 の 右 太 も も の 内 側 
に 当て て 、 足 を 相手 の 体 に 巻き 付け ます 。 


上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 で 相手 の 首 の 両側 に 圧力 を か け ま す 。 こ れ 
に より 相手 の 頸 動脈 に 圧力 が か か り ま す 。 上 腕 二 頭 筋 と 前 腕 
で 圧力 を か け な が ら 、 右 腕 を 引き 寄せ て 相手 を 近づけ ます 。 
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絞め 技 は 、 背 中 を 反らせ て 相手 を 後ろ に 引っ 張り 、 後 ろ に 傾き 左手 で 相手 の 頭 を 前 方 に 押し 下げ ます 。 
ます 。 同 時 に 、 足 を 相手 の 太もも に 押し 付け ます 。 


ドラ コ m 
フィ ギュ アラフォー チョ ー ク Ke 
グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング リア チョ ー ク の バリ エー ショ ン と し て 、 フ En 
イィ ギュ アフ ォ ー チ ョ ー ク が あり ます 。 フ ィ ギ ュ ア フォ ー チ ョ ー ク に よ 記 
ー 頭 筋 と 前 腕 で 出 に N け な が ら 、 
り . 海 兵隊 員 は リア チョ ー ク で より 多く の 力 を 得る こと が で きま す 。 リ 人 106 092 の 3 


ア チ ョ ー ク が 確保 で き な い 場合 は 、 フ ィ ギ ュ ア フォ ー バ リエ ーション 
を 適用 し て 、 相 手 に 対す る チョ ー ク の 圧力 を 高め る こと が で きま す 。 リ 
ア チ ョ ー ク の フィ ギュ アフ ォ ー バ リエ ーション を 実行 する に は 、 海 兵隊 
員 は 次 の よう に し ます 。 


グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング リア チョ ー ク を 適用 し ます 。 胸 は 
相手 の 背中 に 当たる よう に し ます 。 


右手 で 左上 腕 二 頭 筋 を 掴み 、 
左手 を 相手 の 後頭 部 に 当て ます 。 


後ろ に 反り 返り 、 足 を 相手 の 太もも に 押し 当て る こと で 、 絞 め 技 の 
効果 を 高め ます 。 左 手 で 相手 の 頭 に 前 方 圧力 を か け な が ら 、 右 
腕 で 相手 を 後ろ に 引き 続け ます 。 
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非 致死 的 技術 


この 章 で は 、 右 利き の 人 の た め の す べ て の テク ニッ ク に つい て 説明 し ます 。 
た だ し 、 す べ て の テク ニッ ク は どちら の 側 か ら で も 実行 で きま す 。 


図面 で は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 迷彩 服 を 着用 せ ず に 描か れ て いる 。 写 真 で 
は 、 海 兵隊 は 森林 迷彩 服 を 着用 し 、 敵 は 砂漠 迷彩 服 を 着用 し て 描か れ て いる 。 


海兵 隊 の 戦争 以外 の 軍事 作戦 (人 道 支援 、 平 和 維 持 、 避 難 ミ ッ シ 
ョ ン な ど ) へ の 関与 は 大 幅 に 増加 し て いま す 。 こ れ ら の ミッ ショ ン 
に は 、 一 連 の 武力 の 範囲 内 で 紛争 や 支援 活動 の 範囲 を 網羅 す 

る スキ ル が 必要 で す 。 し か し 、 海 兵隊 の 日 常 業務 で は 、 責 任 ある 武 
力 の 使用 も 求め られ ます 。 非 致死 的 技術 は 、 海 兵隊 が 責任 ある 
武力 の 使用 を 行う た め に 使用 する スキ ル の 1 つ で す 。 


1. 非武装 拘束 と 操作 


海兵 隊 は 、 特 に 平和 維持 や 人 道 的 任務 の 支援 に お いて 、 力 の 連続 
性 の 中 で 活動 し ます 。 こ れ ら の 状況 で は 、 海 兵隊 は 致命 的 な 力 に 頼 
る こと な く 状 況 に 対処 する た め に 責任 を 持っ て 行動 する 必要 が あり 
ます 。 非 武装 の 拘束 と 、 関 節操 作 、 カ ム ア ロ ング 、 テ イク ダウ ン な ど 
の 操作 技術 は 、 致 命 的 な 力 に 頼る こと な く 対象 を 制御 する た め に 使 
用 で きま す 。 海 兵隊 は 、 非 致死 的 技術 に 習熟 し 、 責 任 あ る 方 法 で 
対応 で きる よう に 訓練 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 技術 は コン 
プラ イア ンス 技術 と 呼ば れ 、 力 の 連続 性 の 3 番目 の レベ ル で 適 

用 され ます 。 


信 生 
言 王 


トレ ー ニ ング 中 は 、 非 武装 の 拘束 や 操作 の テク ニッ 
ク を 絶対 に 全力 また は 全速 力 で 使用 し な いで くだ さ 
4 2890 り と 一 定 の 圧力 を か け 
て くだ さい 。 


コン プラ イア ンス 技術 

服従 テク ニッ ク と は 、 対 象 者 また は 相手 を 物理 的 に 強制 的 に 服従 さ 
せる た め に 用 いら れる 非武装 の 拘束 お よび 操作 テク ニッ ク で す 。 
服従 は 、 次 の よう な 近接 戦闘 テク ニッ ク を 通じ て 達成 で きま す 。 


関節 操作 に よる 痛 コン プラ イア ンス 
お よび 圧力 ポイ ント 。 (痛み の コン プラ イア ンス と は 被験 
者 に 従わ せる た め に 痛み を 与え る こと で す 。 ) 


カム アロ ング ホー ルド 。 


関節 操作 の 原理 


関節 操作 は 、 痛 み に 対す る 順応 性 を 高め 、 被 験 者 の 制御 を 獲得 す 
る た め に 使用 され ます 。 関 節 ( 肘 手 首 肩 膝 、 足 首 、 指 ) に 圧力 を 加 
えま す 。 圧 力 は 2 つの 方 法 で 加え られ ます 。 


[関節 が 曲がら な い 方 向 。 例 えば 、 膝 な どの 関節 
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親指 を 下向き に 押し て 相手 の 関節 
を 曲げ ます 。 


肘 は 一 方 向 に の み 曲 が り 、 反 対 方 向 に 圧力 を 加え る と 痛 
み の 緩 和 が 得 ら れ ま す 。 


相手 の 手 を 右 に 回 し て 関節 を 
ひね り ま す 。 


[関節 が 可動 範囲 内 で 自然 に 停止 する 点 (つま り 、 そ れ 以 上 曲 
が ら な い 点 ) を 超え る 。 


各 関 節 に は 破断 点 が ある た め 、 海 兵隊 員 は 痛み に 耐え られ る 
程度 まで ゆっ くり と 一 定 の 圧力 を か ける 必要 が あり ます 。 圧 力 を か 
け 続 ける と 関節 が 壊れ 、 状 況 が さら に 激化 する 可能 性 が あり ま 

す 。 


相手 に ステ ッ プ イン し て 相手 の 手 
を 体 の 近く に 保ち 、 相 手 を コン トロ ー 
ル し て リス トロ ッ ク の 力 を 高め ます 。 
関節 操作 で は 、 バ ラン ス を 崩す と いう 原理 も 利用 し ます 。 バ ラン 
ス を 月 し た 方 が 、 対 象 者 を より 適切 に 制御 で きま す 。 


注 : 左手 で 基本 的 な リス トロ ッ ク を 実 
行 する 場合 海兵 隊員 は 相手 の 手 

を つか み 、 自 分 の 指 の 関節 が 右 を 向く 
よう に し て か ら 、 相 手 の 手 を 回 転 させ 
て 左 に ひね り ま す 。 


リス トロ ッ ク 


リス トロ ッ ク は 、 痛 み の 順 応 性 を 得る た め に さま ざま な 方 法 で 適用 
で きる 関節 操作 で す 。 手 首 は さま ざま な 方 向 に 回 転 し 、 動 き が 自然 
に 止ま る まで 一 方 向 に 曲がり ます 。 リ スト ロッ ク で は 、 関 節 を 曲げ 
た り ね じ っ た りす る こと で 、 そ の ポイ ント を 超え て 圧力 が か か り ま 
す 。 リ スト ロッ ク は 、 対 戦 相手 が 海兵 隊員 を つか も うと し た り 、 


海兵 隊員 や その 装備 を つか むこ と に 成功 し た と き に 実行 され ま 左手 を 使っ て 
す 。 ま た :、 海 兵隊 員 が 対戦 相手 を 制御 し た い 場 合 に も 、 リ スト ロッ さら に 制御 する 
ク を 実行 で きま す 。 対戦 相手 。 


リバ ー ス リス トロ ッ ク 。 リ バー ス リス トロ ッ ク は .、 海 兵隊 員 が 右 
手 で 相手 の 右手 を つか むと き に 実行 され ます 。 
基本 的 な リス トロ ッ ク 。 基 本 的 な リス トロ ッ ク は 、 海 兵隊 員 が 右 


手 で 相手 の 左手 を 掴む と き に 実行 され ます 。 基 本 的 な リス トロ ッ り 
ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 一 ーー 
右手 で 相手 の 左手 を つか み 、 海 兵隊 員 の 指 の 関節 が 左 を 向く 
よう に 、 親 指 を 相手 の 手の甲 に 当て ます 。 

% 相手 の 手のひら の 親指 の 下 の 肉 

生 厚 な 部 分 に 指 を 引っ 掛け ます 。 指 を 


使っ て 手 を 固定 し 、 て この 力 を 、 
こ ひ ね りな が ら 、 こ 手 を 当て る よう に 虹 
箇条 時 相手 の 手 を 右 に ひね りな が ら 、 相 手 の 胸 に 手 を 当て る よう に 踏み 


げた り し ます 。 込み ます 相手 の 手 を 胸 に 押し 当て な が ら 下 向き に 圧力 を か け ま 
す 。 相 手 の 手 を 胸 に 当て た まま に し て お く と 相手 を 完全 に 
コン トロ ー ル し て て こく 効果 が 得 ら れ ま す 。 


リバ ー ス リス トロ ッ ク を 実行 す 
る た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


右手 の ひら を 相手 の 手の甲 に 当 
て る 

右手 の ひら の 小指 の 下 の 肉 厚 な 
部 分 に 指 を 絡ま せま す 。 
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前 方 に 傾き 、 体 重 を 利用 し て 関節 に 追加 の 圧力 を 加え ます 。 


左手 を 使っ て 
さら に 制御 する 
対戦 相手 。 


両手 で リス トロ ッ ク 。 両 手 で リス トロ ッ ク を する こと で 、 関 節 を 曲 
げた り ね じ っ た りす る の に 必要 な て こ 作 用 と 圧力 を 最大 化 

で きま す 。 両 手 で リス トロ ッ ク を 実行 する に は 海兵 隊員 は 次 の よ 
うに し ます 。 


両方 の 親指 を 相手 の 手の甲 に 置き 、 親 指 を 交差 させ ます 。 


両手 の 指 を 相手 の 手のひら の 両側 の 肉 厚 な 部 分 に 引っ 掛け ます 。 


相手 に 踏み 込み 手の甲 を 下向き に 圧力 を か け て 関節 を 曲げ 、 
手首 を 体 か ら 離し て 回 転 さ せ て 関節 を ひね り ま す 。 


リス トロッ ク に よる 痛み の コン プラ イア ンス の 強化 。 痛 み の コ ン 
プラ イア ンス の 強化 技術 は 、 力 の 連続 体 の 第 3 レベ ル と 第 4 レ 
ベル に 適用 され ます 。 リ ス トロ ッ ク に 追加 の 痛み を 加え る に 


は 、 次 の 方 法 が あり ます 。 


も う 一 方 の 手 ま た は 肘 で 、 前 腕 の 内 側 に ある 相手 の 機 骨 神経 を 指 
で 引っ 張り 、 肘 に 下向き の 圧力 を 加え ます 。 相 手 の 機 骨 神 経 に 圧 
力 を 加え る と 、 相 手 の 方 向 を 制御 で きま す 。 


相手 の 指 の 関節 に 圧力 を 加え 、 曲 が ら な い 方 向 に 曲げ る (つま 
り 、 指 を 分 割 する ) 。 


カム アロ ング ホー ルド 
海兵 隊員 は 、 カ ム ア ロ ング ホー ルド を 使用 し て 英 を 制御 し 、 
移動 させ ます 。 


護衛 ⑰ ポ ジ ショ ン 。 一 般 的 な カム アロ ング ホー ルド は 護衛 ポジ ショ 
ン で す 。 護 衛 ポジ ショ ン を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は … 


ーー 相手 に 向き 合い ます 。 左 足 で 45 度 の 角度 
還 き で 前 に 踏み 出し ます 。 相 手 の 右側 を 向き 
」 まま 。 
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右手 で 相手 の 右手 首 を し っ か り と 掴み ます 。 左 手 で 相手 の 右上 リス トロ ッ ク カ ム ア ロ ング 。 リ スト ロッ ク カ ム ア ロ ング 
腕 三 頭 筋 を し っ か り と 掴み ます 。 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


左手 を 使っ て 基本 的 な リス トロ ッ ク を 実行 し ます 。 よ り コ ント ロ 


ー ル し や すく する た め に 、 両 手 で の リス トロ ッ ク に 右 
手 も 取 り 入れ ます 。 


ンー 


相手 の コン トロ ー ル する 腕 を 斜め に 配置 する 
手首 を 右 腰 に 当て た まま 、 胴 体 全体 に 広げ ます 。 海 兵隊 員 
は 相手 の 右側 、 後 ろ に 立つ 必要 が あり ます 。 

右手 で 相手 の 手首 に 圧力 を か けた ま 
ま 、 前 に 踏み 出し 、 回 転 する 


相手 の 隣 に 立つ よう に 回 り ま す 。 


左手 を 離し 、 素 早く 背後 か ら 
相手 の 腕 の 下 に 手 を 伸ばし て 、 


注意 : この テク ニッ ク は 、 敵 を 右側 また は 左側 か ら 護 衛 する 場 
0720 NB 相手 の 手 を 掴み ます 。 


合 に 有効 で す 。 敵 を 護衛 する 際 は 、 敵 の コン トロ ー ル され た 手 
が ホル スタ ー に 収め られ た 武器 を 掴む 位置 に か いこ と を 確認 し 
て くだ さい 。 推奨 され る 護衛 位置 は 、 敵 を 武器 か ら 遠 ざけ る た 
め に 、 海 兵隊 員 の 左側 で す 。 
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4 だ で 下向き に 圧力 を か け ます 
(| 枯 チ の 手間 


コン トロ ー ル テク ニッ ク 。 次 の コン トロ ー ル テク ニッ ク 
は 、 相 手 が ボ ー ル を 掴ん だ と き に 使用 され ます 。 
海兵 隊 の 手首 。 こ の 技 を 実行 する た め に 、 海 兵隊 は 一 


4A 


ペー“ 


も う 一 方 の 手のひら で 相手 の 手 を 
捕らえ ます 。 


相手 の トラ ッ プ を 回 転 さ せる 
挟ま れ た 手 を 下 に 押し た まま 、 手 を 
上 げ て 前 腕 に 乗せ ます 。 


相手 が 地面 に 倒れ る まで 、 両 手 で 下向き に 圧力 を か け ま す 。 


YA 
アー ム バ ー は 、 関 節 の すぐ 上 の ロッ ク さ れ た 肘 に 、 関 節 が 曲 が 
ら な い 方 向 に 圧力 を か ける 関節 操作 で す 。 ア ー ム バー は 素早 く 
ロッ ク す る 必要 が あり ます が 、 そ れ で も コン プラ イア ンス を 得 
る に は ゆっ くり と し た 一 定 の 圧力 が 必要 で す 。 


基本 的 な アー ム バ ー。 基 本 的 な アー ム バ ー を 実行 する に は 、 海 
兵隊 員 は 


右手 で 相手 の 右手 首 を 掴み ます 。 
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左手 を 相手 の 肘 関節 の 上 また は 上 まで 下ろ し ます 。 さ ら に 力 を で 』 た 手 を 相手 の 肘 関節 の 上 か その 
加え る に は 、 相 手 の ほ う を 向い て 回 転 し ます 。 | 上 まで 下ろ し ます 。 


ら 


左手 で 相手 の 肘 関 人 節 ま た は その 上 
に 下向き の 圧力 を か け な が ら . 相 
手 の 手首 を 引き 上 げ ま す 。 


し 


左手 で 相手 の 肘 関 節 ま た は その 上 に 下向き の 圧力 を か け な が ら 、 
相手 の 手首 を 引き 上 げ ま す 。 


テイ クダ ウン 
テイ クダ ウン は 、 相 手 を 地面 に 倒し て さら に コン トロ ー ル 
する た め に 使用 され ます 。 


リス トロ ッ ク : カ カム アロ ング か ら の テイ クダ 
ウン 。 リ スト ロッ ク : カ ム ア ロ ング か ら 相 手 を 
地面 に 倒す に は 、 海 兵隊 員 は … 


リス トロ ッ ク か ら の アー ム バ ー。 リ スト ロッ ク か ら の アー ム バ ー を 実 
行 す る に は 、 海 兵隊 員 は 一 
右手 で 相手 の 右手 を 掴み 、 逆 リス トロ ッ ク を 実行 し ます 。 


右足 で 相手 の ふく ら は ぎ や アキ レス 腫 を 
押し 下げ る 


Oo 


相手 の 手首 と 対 を コン トロ ー ル し 、 ゆ 
還っ くり と 一 定 の 圧力 を 加え て 相手 を 地面 に 
品 倒 し ます 。 
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アー ム バ ー か ら テ イク ダウ ン 。 こ の テク ニッ ク は 、 従 わな い 相 手 相手 が 従う か 地面 に 倒さ れる まで 、 後 ろ に 傾い て 体重 を 相手 の 
を アー ム バ ー か ら 地 面 に 倒す た め に 使わ れ ま す 。 ア ー ム バー 腕 に か け ま す 。 


テイ クダ ウン を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は … 


右手 を 使っ て リバ ー ス リス トロ ッ ク を 実行 し ます 。 


岳 、 


で 


注意 : この テク ニッ ク は 相手 の 腕 を 折る 可能 性 が あり ます 。 し 
た が っ て 、 非 致死 的 な テイ クダ ウン が 目的 の 場合 は この テク ニ 
ッ ク を 使用 し な いで くだ さい 。 


リス トロ ッ ク テ イク ダウ ン 。 こ の テク ニッ ク は 、 基 本 的 な リス トロ 
ッ ク か ら 従 わな い 相 手 を 地面 に 倒し 、 必 要 に 応じ て 手錠 を か けら 
れる 位置 に する た め に 使用 され ます 。 テ イク ダウ ン を 実行 

する た め に :、 海 兵隊 員 は … 


ャ 7 
) 


左手 また は 前 腕 を 相手 の 肘 関節 の 上 また は 上 まで 下ろ し ます 。 


右手 を 使っ て 基本 的 な リス トロ ッ ク を 実行 し ます 。 
左手 を 両手 で リス トロ ッ ク に 組み 込み ます 。 


背中 を 相手 に 向け る よう に 回 転 し 、 同 時 
に 左 肘 を 上 げ て 体 を 相手 に スラ イド させ 、 
脇の下 を 相手 の 肘 関 倒 より 高く 置き ま 


す 。 
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リス トロ ッ ク に 下向き の 圧力 を か け 、 右 足 の つま 先 で 軸 を 回 転 さ 
せ 、 す ぐに 右 に 回 転 し て 相手 を 地面 に 倒し ます 。 


相手 が 腕 を まっ すぐ 伸ばし て 仰向け に 着地 し た 時 に も 、 手 首 
の 関節 に 圧力 を か け 続 け ま す 。 


相手 の 腕 を 引っ 張り な が ら 、 膝 で 相手 の 上 腕 三 頭 筋 に 圧力 を 
か け ま す 。 


3 に 


膝 で 相手 の 腕 に 圧力 を か け 続 け ま す 。 回 転 し て 相手 の 腕 の 周り 
を 歩き 、 相 手 を うつ 伏せ に し ます 。 


左足 を 相手 の 背中 の 下 、 脇 の 下 ま で 滑り 込ま せま す 。 


片方 の 膝 を 相手 の 背中 に 置き 、 も う 片 方 の 膝 を 相手 の 首 と 
肩 の 腕 の 両側 に 置き ます 。 


膝 を 使っ て 内 側 に 圧力 を か け 、 腕 を 固定 し ます 。 
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相手 に も う 一 方 の 手 を 背中 の 真ん中 に 置く よう に 指示 し ます 。 相 手 
の コン トロ ー ル する 手 を 背中 の 真ん中 に 持っ て きま す 。 


エス コー ト ポ ジ ショ ン テ イ クダ ウン 。 こ の テク ニッ ク は 、 エ スコ 
ー ト ポジ ショ ン か ら 従 わな い 相 手 を 制御 する た め に 使用 で きま 
す 。 エ スコ ー ト ポジ ショ ン テ イ クダ ウン を 実行 する に は 、 海 兵隊 
員 は 


相手 の 手首 を 体 か ら 離 す よ うに 回 転 さ せな が ら 、 相 手 の 腕 を 体 の 真 
横 に ロッ ク し ます 。 


左手 また は 前 腕 を 使っ て 、 相 手 の 肘 の 上 、 上 腕 三 頭 筋 が 交わ る 部 分 
に 下向き の 圧力 を か け ま す 。 


で 


右足 を 後ろ に 踏み 出し 、 相 手 の 手 を 腰 に 当て た まま 回 転 し て 
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右腕 を 下向き に 押し 続け な が ら 、 彼 を 地面 に 倒し ます 。 


注意 : この テク ニッ ク は 海兵 隊員 の 右側 また は 左側 に いる 対象 者 
を 護衛 する 場合 に 有効 で す 。 右 側 か ら 対象 者 を 倒す 場合 は 、 後 ろ 
に 下がっ て 左 に 旋回 し ます 。 


2. 非 致 死 性 バト ン 


警棒 や 警棒 は 、 正 し く 使用 すれ ば 、 効 果 的 な 服従 ツー ル に な り ま す 。 警 

棒 は 防御 (ブロ ッ ク ) 、 攻 撃 (打撃 ) 、 お よび 必要 に 応じ て 拘束 具 と し 
て 使用 で きま す 。 力 の 連続 体 の 第 4 レベ ル (暴行 [身体 的 危害 ]) で は 、 防 
御 戦術 に 警棒 や 警 権 に よる ブロ ッ ク や 打撃 が 含ま れ ます 。 頭 部 や 体 の 他 
の 骨 の 部 分 へ の 打撃 は 、 致 命 的 な 力 と みな され ます 。 致 命 的 な 力 の 使用 
が 許可 され て いな い 場 合 、 海 兵隊 員 は 最小 限 の 力 で 警棒 に よる ブロ 

ッ ク 打撃 拘束 を 行え る 必要 が あり ます 。 


ま 片手 グリ ッ プ 。 片 手 グ リッ プ を 実行 する に 
は 、 海 兵隊 員 は 一 


右手 で バト ン の 下端 ( 端 か ら 約 2 イン チ 
の と ころ ) を つか み ま す 。 


親指 と 人 差し 指 を バト ン の 周り に 巻き 付け 、 
互い に 触れ る よう に し ます 。 バ トン の 
握り は し っ か り と 、 し か し 自然 な も の に し ます 。 
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両手 グリ ッ プ 。 両 手 グ リッ プ を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 


右手 で バト ン の 下端 、 端 か ら 約 2 イン チ 
の と ころ を つか み ま す 。 親 指 と 人 差し 指 を 
バト ン の 周り に 巻き 付け 、 互 い に 触 れる 
よう に し ます 。 


左手 で バト ン の 上 端 を 手のひら を 下 
に し て 、 端 か ら 約 2 イン チ の と ころ で 
掴み ます 。 両 手 の 間隔 は 約 10 て 12 イ 
ンチ に し ます 。 


姿勢 と 持ち 運び 方 法 

基本 的 な 戦士 の 姿勢 は 、 非 致死 性 の 警 権 テク ニッ ク を 開始 する た 
め の 基 礎 と な り ま す 。 こ の 携行 方 法 は 、 戦 闘 中 の 相手 を 制御 

する た め の 相 広 い オ プシ ョ ン を 備え た 効果 的 な 防御 ポジ ショ ン を 
提供 し ます 。 


片手 で の 運搬 。 片 手 で の 運搬 を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 一 


片手 で バト ン を 握り ます 。 


警棒 を 持ち 上 げ 、 握 っ て いる 手 を ベル ト と 肩 の 間 の 高 さ に し ます 。 


左手 を 基本 的 な 戦士 の 姿勢 の 位置 に 保ち ます 。 

し 3 

ba 肥 

。 
っ 上 

守 | 

さ 


ーーー-ーー 


還 


両手 持ち 。 こ の 運搬 は ブロ ッ ク に 効果 的 で す 。 両 手持 ち 運 搬 を 
実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 


両手 で バト ン を 握り ます 。 


指揮 棒 を 左手 より 右手 の 方 が 高く 上 げ ま す 。 


武器 を 対象 者 に 向け ます 。 


動き 

非 致死 的 な 対決 で は 、 海 兵隊 員 と 敵 の 間 に 距 離 を 作っ た り 、 英 

を 制御 する た め に 距離 を 縮め た りす る た め に 移動 が 行わ れる こと 
が あり ます 。 敵 と 対 財 す る と き 、 海 兵隊 員 は 敵 の 両側 に 45 度 の 角 
度 で 移動 し ます 。45 度 の 角度 で 移動 する こと は 、 敵 の 攻撃 を 回 避 
する と 同時 に 、 敵 を 制御 する た め の 最 適 な 位置 に 海兵 隊員 を 配 
置 する た め の 最 良 の 方 法 で す 。 


ブロ ッ キ ング テク ニッ ク 

片手 ブロ ッ ク は 、 片 手 で 警棒 を 運ぶ と き に 使用 し ます 。 戦 闘 棒 技 で 使用 
され る の と 同じ 片手 ブロ ッ ク (3-6 ペー ジ を 参照 ) が 、 非 致死 性 の 警 

棒 交 戦 に も 適用 され ます 。 ブ ロッ ク に は 垂直 打撃 、 前 方 打撃 、 お よび 逆 打 
撃 の ブロ ッ ク が 含ま れ ま す 。 警 棒 は 両手 で 運ぶ こと が 多い た め 、 こ の 
運び 方 か ら 効 果 的 に 使用 され る 両手 ブロ ッ ク も あり ます 。 両 手 ブ ロッ 

ク に つい て は 、 次 の サブ パラ グラ フ で 説明 し ます 。 
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ハイ ブロ ッ ク 。 海 兵隊 員 は 、 頭 部 に 向け た 下向き の 垂直 攻撃 を 阻 打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 肘 を 少し 曲げ ます 。 腕 は 打撃 に 
止 す る た め に ハイ ブロ ッ ク を 実行 する 。 合わ せ て 曲げ る 必要 が あり ます 。 


そし て 肩 。、 ハ イブ ロッ ク を 実行 する た め に 海兵 隊員 は 


ーWWw 
警棒 を 頭 と 同じ 高 さ か それ より 上 まで 上 げ ま す 。 打 撃 を ブロ ッ ク M 
する た め に 警棒 は 水平 の 位置 に ある 必要 が あり ます 。 左 手 の 指 < 生 
は 開い て 警棒 の 後ろ に 置き ます 。 
打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 、 警 棒 を 相手 の 打撃 面 に 対し て 垂 5 
直 に 置き ます 。 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 肘 を 少し 曲げ ます 。 腕 は 打撃 に 
合わ せ て 曲げ る 必要 が あり ます 。 


右 ブ ロッ ク 。 海 兵隊 員 は 、 頭 部 、 首 、 脇 腹 、 腰 へ の 攻撃 を 阻止 する た 
め に 右 ブ ロッ ク を 実行 し ます 。 相 手 の 攻撃 は 、 足 、 膝 、 拳 対 で 行わ 
れ ま す 。 右 ブロ ッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ま 

す 。 


警棒 を 垂直 に 右側 に 突き ます 。 


全 


計 


ロー ブロ ッ ク 。 海 兵隊 員 は 、 腹 部 に 向け た 上 向き の 垂直 攻撃 を 阻 
止 す る た め に ロー ブロ ッ ク を 実行 し ます 。 

股間 、 ま た は 胴体 。 相 手 の 打撃 は 足 膝 、 ま た は 拳 で 与え られ る 。 ロ 
ー ブ ロ ッ ク を 実行 する た め に 、 海 兵隊 員 は 一 


] 
し 


て 
時 
いい 
が 

に 本 ーー で 

目 \V て 芝 f | 【 Oo 

の 左足 を 踏み 出し 、 右 足 の つま 先 で 右 に 回 転 し ます 。 腰 と 肩 を ブ 


ロッ ク の 方 向 に 回 転 さ せま す 。 左 手 の 指 は 開い て バト ン の 後ろ に 
置き ます 。 


警棒 を 股間 と 同じ 高 さ か それ より 下 ま で 下げ ます 。 打 撃 を ブロ ッ ク 
する た め に 警棒 は 水平 の 位置 に ある 必要 が あり ます 。 左 手 の 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 、 警 棒 を 相手 の 打撃 面 に 対し て 垂 
直 に 置き ます 。 
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打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 、 警 棒 を 相手 の 打撃 面 に 対し て 垂 
直 に 置き ます 。 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 肘 を 少し 曲げ ます 。 腕 は 打撃 に 
合わ せ て 曲げ る 必要 が あり ます 。 


左 ブロ ッ ク 。 海 兵隊 員 は 、 頭 部 、 首 、 脇 腹 、 ま た は 腰 へ の 攻撃 を 阻止 
する た め に 左 ブ ロッ ク を 実行 し ます 。 

相手 の 打撃 は 足 、 膝 、 拳 対 で 与え られ る 。 左 ブロ ッ ク を 実行 する 
に は 、 海 兵隊 員 は 


警棒 を 垂直 に 左側 に 突き ます 。 


* 
生き 


右足 を 踏み 出し 、 左 足 の 親指 の 付け 根 で 左 に 回 転 し ます 。 


腰 と 肩 を ブロ ッ ク の 方 向 に 向け ます 。 
左手 の 指 は 開い て バト ン の 後ろ に 置き ます 。 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 、 警 棒 を 相手 の 打撃 面 に 対し て 垂 
直 に 置き ます 。 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 肘 を 少し 曲げ ます 。 腕 は 打撃 に 
合わ せ て 曲げ る 必要 が あり ます 。 


ミド ル ブ ロ ッ ク 。 海 兵隊 員 は 、 顔 、 喉 胸 、 腹 部 へ の 攻撃 を 阻止 
する た め に 左 ブ ロッ ク ま た は 右 ブ ロッ ク を 実行 し ます 。 ミ ドル ブ 
ロッ ク を 実行 する に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


指揮 棒 を 垂直 に 体 の 前 に 突き 出し ます 。 左 手 の 指 は 開い て 指揮 棒 
の 後ろ に 置き ます 。 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 、 警 棒 を 相手 の 打撃 面 に 対し て 垂 
直 に 置き ます 。 
指揮 棒 は 左手 を 右手 より 前 に 持っ て くだ さい 。 


打撃 の 衝撃 を 吸収 する た め に 肘 を 少し 曲げ ます 。 腕 は 打撃 に 
合わ せ て 曲げ る 必要 が あり ます 。 
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拘束 テク ニッ ク 親指 と 他 の 指 で バト ン を 相手 の 前 腕 に 置き 前腕 に 圧力 を か 
スト ロン グ サ イド アー ムロ ッ ク は 、 従 わな い 相手 を 拘束 する た け ま す 。 同 時 に 、 左 手 で パト ン の も う 一 方 の 映 を 握り ます 。 

め に 使用 され ます 。 ス トロ ング サイ ドア ー ム ロッ ク を 実 

行 す る に は 、 海 兵隊 員 は 


右手 で バト ン を 地面 と 平行 に な る よう に 相手 の 左 脇の下 まで 
通し ます 。 


右手 で 警棒 の 下端 を 引き 上 げ ま す 。 同 時 に 、 左 前 腕 で 警棒 の 上 端 
を 押し 下げ 、 左 手 で 相手 の 上 腕 二 頭 筋 また は 肩 を つか み ま す 。 


右足 を 使っ て 、 相 手 の 左側 に 45 度 の 角度 で 踏み 出し ます 。 バ ト 
ン は 相手 の 前 腕 を 横切り ます 。 


右手 で バト ン を 前 方 上 方 に 振り 上 げ 、 相 手 の 腕 を 背中 の 後ろ で 
曲げ ます 。 同 時 に 、 相 手 の 周り を 回 っ て 背後 に 回 り ます 。 
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左手 で 相手 の 上 腕 二 頭 筋 を 引き な が ら 、 左 前 腕 で 下向き の 圧 
力 を か け 続け ます 。 こ れ に より 、 相 手 は 制御 され 、 動 か すこ と が で 
きる 位置 に いま す 。 


相手 の ふく ら は ぎ よ り 上 の 脚 の 曲がり 部 分 に 足 で 圧力 を か け ま 
す 。 こ うす る こと で 、 相 手 を 地面 に 投げ つけ て 重傷 を 負う リス ク を 
加 了 し 、 相 手 を 地面 に 倒す こと が で きま す 。 


攻撃 対象 地域 

海兵 隊員 は 、 警 権 で 相手 の 頭 、 首 、 そ の 他 の 骨 の ある 部 分 を 区 
打 す る こと は 避け な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 致命 的 な 力 と みな 
され 重傷 や 死亡 に つなが る 可能 性 が ある か ら で す 。 代 わり に 、 脚 
腕 . 條 部 は 非 致死 的 と みな され る 標的 部 位 で す 。 


脚 。 主 な ター ゲッ ト は 太もも と 下肢 で す 。 膝 関節 と 足首 関節 を 
打つ と 永久 的 な 損傷 を 引き 起こ す 可 能 性 が ある た め 、 避 け て くだ 
さい 。 


腕 。 主 な ター ゲ ツ ト は 上 腕 で す 。 肩 ヽ 、 肘 、 手 首 の 関節 を 打つ と 永久 的 
な 損傷 を き 起 こす 可能 性 が ある た め 、 打 た な いよ うに し て く 
だ さい 。 


訪 部 。 主 な ター ゲッ ト は 店 部 で す 。 避 け て くだ さい 

胸部 、 胸 郭 、 脊 椎 、 尾 骨 、 主 径 部 を 含む 胴体 の 他 の 部 分 を 打つ こと 
は 避け て くだ さい 。 こ れ ら の 部 位 へ の 打撃 は 永久 的 な 損傷 や 死亡 
を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 


片手 で の 打撃 テク ニッ ク 

片手 前 方 打撃 。 前 方 打撃 は 、 水 平 線 ま た は 下向き の 斜め 線 に 沿 
つて フォ アハ ンド スト ロー ク で 行い ます 。 片 手前 方 打撃 を 実行 す 
る に は 、 海 兵隊 員 は 次 の よう に 行い ます 。 


片手 で バト ン を 持ち 、 相 手 と 向き 合っ て 立ち ます 。 


右手 の 手のひら を 上 に し て 、 バ トン を 右 か ら 左 に 振り 、 相 手 と 
接触 し ます 。 


片手 逆 打ち 。 逆 打ち は 、 水 平 線 ま た は 斜め 下向き の 線 に 沿っ て 、 
バッ クハ ンド スト ロー ク で 行い ます 。 片 手 逆 打ち を 実行 する に は 、 
海兵 隊員 は 次 の よう に し ます 。 


片手 で バト ン を 持ち 、 相 手 と 向き 合っ て 立ち ます 。 
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右腕 を 曲げ て 、 体 の 左側 に 腕 を 交差 させ ます 。 バ トン は 左肩 の 両手 逆 攻撃 。 こ の 攻撃 は 、 ミ ドル ブロ ッ ク ま た は レフ トブ ロッ ク 
近く か 左肩 の 上 に 置く 必要 が あり ます 。 の 効果 的 な フォ ロー アッ プ で す 。 両 手 逆 攻撃 を 実行 する に 

は .、 海 兵隊 員 は 次 の よう に し ます 。 


右手 の 手のひら を 下 に し て 、 警 棒 を 左 か ら 右 に 振り 、 相 手 に 接触 

し ます 。 右手 を 後ろ に 引い て 、 左 手 を 相手 に 向かっ て 前 に 突き 出し ます 。 
警棒 は 地面 に 対し て 水平 に し て くだ さい 。 左 足 を 少し 前 に 踏み 出 
し 、 左 の 腰 と 肩 を 回 転 さ せ て 打撃 する こと で 、 力 を 生み 出し ます 。 


バト ン の 先端 で 対象 者 に 接触 し ます 。 


両手 打撃 テク ニッ ク 

両手 前 方 攻撃 。 こ の 攻撃 は 、 ミ ドル ブロ ッ ク ま た は レフ トブ ロッ 
ク の 効果 的 な フォ ロー アッ プ で す 。 両 手前 方 攻撃 を 実行 す 

る に は 海兵 隊員 は 次 の よう に し ます 。 


フロ ント ジャ ブ 。 こ の 打撃 は 正面 か ら の 攻撃 に 対抗 する の 


左手 を 後ろ に 引い て 、 右 手 を 相手 に 向かっ て 突き 出し ます 。 バ に 効果 的 で す 。 ま た 、 相 手 を 遠ざけ る た め の 素 早い 突き と し 
トン は 地面 に 対し て 水平 に し て くだ さい 。 右 足 を 前 に 踏み 出し 、 て も 実行 で きま す 。 フ ロン ト ジャ ブ を 実行 する に は 、 海 兵隊 
右 の 腰 と 肩 を 回 転 さ せ て 打撃 する こと で 、 力 を 生み 出し ます 。 員 は 両手 を 前 方 に 突き 出し て 素早 い ジ ャ ブ を 行い ます 。 警 棒 
は 地面 に 対し て 水平 に 、 ま た は わずか に 下向き の 角度 

で 保持 し ます 。 
が 


バト ン の 先端 で 相手 に 接触 し ます 。 
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リア ジャ ブ 。 こ の 攻撃 は 、 後 ろか ら の ベア ハグ に 対抗 す 
る の に 効果 的 で す 。 リ ア ジャ ブ を 実行 する に は 海兵 
隊員 は 両手 を 素早 く 後ろ に 突き 出し ます 。 
警棒 は 地面 に 対し て 水平 に 、 ま た は わずか に 下向き 
の 角度 で 保持 され ます 。 
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パ ギ ルス ティ ッ ク ト レー ニン グ 


パ ギ ル ステ ィ ッ ク は 、 ラ イフ ル 銃 の 銃剣 を 模 し た 訓練 器具 で す 。 こ 
れ に より 効果 的 か つ 安 全 な 訓練 を 実施 し て 、 ラ イフ ル 銃 の 銃剣 
技術 の 熟練 度 を 高め る こと が で きま す 。 パ ギル ステ ィ ッ ク の 訓練 
は 、 パ ンチ を 繰り 出す 技術 を 基 に し て いま す 。 パ ギル ステ ィ ッ ク の 
訓練 は 、 近 接戦 闘 プ ログ ラム で 海兵 隊員 に 提供 され る 唯一 の 

「 フ ル コン タク ト 訓練 で す 。 パ ギル ステ ィ ッ ク の 訓練 で は 、 海 
兵隊 員 は スト レス や 暴力 に 直面 し た と き に どう 行動 する か を 訓 
練 さ れ 、 打 撃 を 与え た り 受 けた りす る 準備 が 整い ます 。 ま た 、 
戦場 で 成功 する た め に 不可 欠 な 身体 的 お よび 精神 的 スキ ル も 
身 に 付き ます 。 


1. パ ギル ステ ィ ッ クト レー ニン グ 


デザ イン 

パ ギ ルス ティ ッ ク は 、 ラ イフ ル の よう に 握る こと が で きる 、 両 端 に 
パッ ド が 巻 か れ た ステ ィ ッ ク で 構成 され て いま す 。 

パ ギ ルス ティ ッ ク は 、 銃 剣 を 装着 し た 空 の ライ フル と ほぼ 同じ 重 さ 
と 長 さ で す 。 


パ ギ ルス ティ ッ ク を 握る 
パ ジ ル ステ ィ ッ ク は 、 軍 用 ライ フル と 同じ よう に 持ち ます 。 す べ て 
の 動き は 、 基 本 的 な 戦士 の 姿勢 か ら 始 まり ます 。 パ ジル ステ ィ ッ ク 


を 正しく 持つ に は 海兵 隊員 は … 


【 右 手 で パ ギ ルス ティ ッ ク の 下端 を 握り ます 。 


左手 で パ ギ ルス ティ ッ ク の 上 上 端 を 下手 で 握り ます 。 


| 右 前腕 を 使っ て パ ギ ルス ティ ッ ク の 下端 を 腰 に 固定 し ます 。 


I パ ギル ステ ィ ッ ク の 刃 の 端 を 相手 の 方 に 向け ます 。 


安全 装置 
パ ギ ルス ティ ッ ク の 試合 中 は 、 以 下 の 安 全 装備 を 着用 する 必 
要 が あり ます 。 


股間 保護 。 股 間 保 護 は 股間 を 偶発 的 な 打撃 か ら 保護 し ます 。 股 
間 を 保護 する た め に 、 腰 の あたり で 高く 引き上げ 、 凹 ん だ 部 分 を 体 
に 当て ます 。 


防弾 チョ ッ キ 。 防 弾 チ ョ ッ キ は 身体 を 保護 し ます 。 完 全 に 締め て 
着用 し ます 。 


ネッ ク ロー ル 。 ネ ッ ク ロー ル は 、 海 兵隊 員 が 頭 部 に 打撃 を 受 
けた 場合 に むち 打ち 症 を 予防 し ます 。 ネ ッ ク ロー ル は さら に 頭 部 
を 支え 、 首 を 打撃 か ら 保 護 し ます 。 ネ ッ ク ロー ル は 防弾 チョ ッ 
キ の 上 、 ヘ ル メ ッ ト の 下 に 着用 し ます 。 ネ ッ ク ロー ル の 結び 目 の あ 


る 端 は 前 を 向き ます 。 


ヘル メッ ト . 規 定 の フッ ト ボ ー ル ヘル メッ ト は 顔 と 頭 を 保護 し ま 
す 。 ヘ ル メ ッ ト は ぴっ た り フ ィ ッ ト し 、 あ ご ひも は 調節 し て 留め る 
必要 が あり ます 。 


マウ スピ ー ス 。 マ ウス ピー ス は 上 の 歯 を 保護 する た め に 装着 し ま 
す 。 


手袋 。 パ ギル ステ ィ ッ ク に 手袋 が 内 蔵 さ れ て いな い 場 合 、 海 兵隊 
員 は 手 を 保護 する た め に 手袋 を 着用 し ます 。 
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パ ギ ルス ティ ックス クリ ー ニ ング 

パ ギ ルス ティ ッ ク ト レー ニン グ の 前 に 、 イ ンス トラ クタ ー は 参加 
する 海兵 隊員 に 以下 の 質問 を し な けれ ば な り ま せん 。 

海兵 隊員 が いずれ か の 質問 に 「 は い 」 と 答え た 場合 、 彼 は 衛生 
兵 ま た は 有 能 な 医療 当局 に 診察 を 受け 、 評 価 を 受け 、 訓 練 に 参加 
で きる か どう か が 決定 され ます 。 


軽 作業 で すか ? | ラン ニン グ シ ュ 
ー ズ に 制限 が あり ます か ? 
衛生 兵 か 医者 か ? 
過去 7 日 以内 に パ ギ ル ステ ィ ッ ク の 試合 に 参加 し まし た か ? 


頭 部 に 打撃 を 受け た こと が あり ます か ? 
過去 7 日 間 で すか ? 
過去 6 か 月 以内 に 脳 震 泌 を 起こ し た こと が あり ます が? 
過去 24 時 間 以 内 に 歯科 手術 を 受け まし た か ? 
身体 に 縫合 や ホッ チキ ス 留 め の 跡 は あり ます か ? 
過去 5 年 以内 に 肩 ま た は 頭 部 に 怪我 を し た こと が あり ま 
すか が か? 
処方 薬 を 服用 し て いま すか ? 
了 征 の 感染 症 ま た は 副 鼻 腔 感染 症 に か か っ て いま すか が ? 


[過去 6 か 月 以内 に 骨折 し た こと が あり ます か が か? 


安全 担当 者 
パ ギ ルス ティ ッ ク ト レー ニン グ を 実施 する に は 、 以 下 の 安 全 
担当 者 が 必要 で す 。 


L1 人 の 近接 戦 閣 イ ンス トラ クタ ー が 試合 を 審判 する 必要 が あ 
り ま す 。 

近接 戦闘 イン スト ラク ター トレ ー ナ ー1 名 、 
任務 を 遂行 し た 持 校 ま た は 下士 官 
射撃 場 安全 責任 者 と し て 働く た め に は 、 そ の 責任 者 は 訓練 エリ ア 内 
に いな けれ ば な り ま せん 。 

副 練 エリ ア に は 衛生 兵 1 名 が 常駐 し て いる 必要 が あり ます 。 


ドレ ニシン クエ リア 
怪我 を 防ぐ た め に 、 海 兵隊 は 柔らか い 場 所 で 訓練 する 。 
足場 ( 砂 や 芝生 ) は 、 ト レー ニン グマ ッ ト の 使用 は 推奨 され ませ 
ん 。 足 が マッ ト に 張り 付い て 動き が 妨げ られ た り 、 膝 を ひね っ て 
関節 を 損傷 し た りす る 可能 性 が ある た めで す 。 試 合 は 、 フ ライ ト デ 
ッ キ や 駐車 場 な どの 硬い 表面 の エリ ア で は 行わ な いで くだ さい 。 


ロッ ト 。 ボ クシ ング リン グ を 使用 し て パ ギ ル ステ ィ ッ ク の 試合 
を 行う こと が で きま す 。 リ ング の 寸法 は 、 ト レー ニン グ エリ ア で 
技 を 実行 する の に 十分 な スペ ー ス が ある 限り 、 変 更 可能 で す 。 


セカ ンド イン パク ト 症 候 群 

セカ ンド イン パク ト シン ドロ ー ム は 、 前 回 の 脳 震 学 か ら 1 週間 
以内 (最初 の 脳 震 湯 か ら 回 復 する 前 ) に 頭 部 に 2 回 目 の 打 撃 を 
受け て 2 回 目 の 脳 居 意 を 起こ し た と き に 発生 し ます 。 セ カン ド 
イン パク ト シン ドロ ー ム は 急速 な 脳 腫 妥 を 引き 起こ し 、 死 に 
至る 可能 性 が あり ます 。 し た が っ て 、 セ カン ド イン パク ト シン ド 
ロー ム に よる 重傷 の リス ク を 減ら す に は 、 パ ギル ステ ィ ッ ク の 
打撃 間隔 を 7 日 間 空 ける 必要 が あり ます 。 パ ギル ステ ィ ッ ク の 打 
撃 間 隔 を 7 日 間 空 ける こと で 、 特 に 脳 損 傷 ま た は 脳 震 湯 を 起 

こし た 可能 性 が ある が 症状 が 見 られ な い 人 の 場合 、 怪 我 を する 
可能 性 が 大 幅 に 減り ます 。 


訓練 後に 頭痛 や 以下 の 症状 を 経験 し た 海兵 隊員 は 、 適 切な 医 
療 関係 者 に よる 診察 を 受け な けれ ば な り ま せん 。 


(視界 が ぼや ける 。 

耳鳴 り 。 

貴 孔 の 拡張 。 

|! ろ れ つが 回 ら な い 。 

耳 や 口 か ら の 出血 。 

頭 部 また は 首 の 領域 の 腫れ 。 
頭 部 また は 首 の 不 自然 な 変色 


エリ ア 。 


海兵 隊員 は 、 頭 痛 や その 他 の 症状 が 治まっ て か ら 最 低 7 日 間 は 、 
パ ギ ル ステ ィ ッ ク トレ ー ニ ング や 、 強 い 打撃 を 受け る 可能 性 の 
ある その 他 の 活動 に 参加 する こと を 許可 され ませ ん 。 


安全 対策 


以下 の 安全 対策 に 従う 必要 が あり ます 。 


| トレ ー ニ ング 中 は ギア を 適切 に 着用 する 必要 が あり 
ます 。 

| コン タク トレ ンズ や 眼鏡 は 着用 で きま せん 。 

| 入れ 歯 は 口 か ら 取り 除 か れ ま す 。 


! ネ ッ ク ロ ー ル 以外 は 首 の 周り に 何 も 着用 し ませ ん 。 
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海兵 隊 の グル ー プ 間 の 競争 は 
影 を 落と さ な い 限り は 許可 され る 
トレ ー ニ ング の 目的 を 達成 で き な か っ た り 、 安 全 手 順に 違反 し た りす る 可能 性 
が あり ます 。 

安全 性 と 適切 な 技術 が 最も 重要 で す 。 

| 安全 は 競争 より も 重要 で す 。 


2. パ ギ ルス ティ ッ ク 試 合 の 一 般 
的 な 規則 と 規制 


イン スト ラク ター と サポ ー ト スタ ッ フ 

要件 

少な く と も 1 人 の 近接 戦闘 イン スト ラク ター が パ ギ ルス ティ ッ 

ク の 試合 を 観察 する 。 安 全 上 の 理由 か ら 2 人 の イン スト ラク ター 
が 試合 を 審査 する 方 が よい 。 各 イン スト ラク ター が それ ぞ れ の 
選手 の 技 を 十分 に 観察 で きる か ら で あ る 。 

戦闘 機 。 観 察 に 最適 な 位置 は 

ファ イタ ー の 右側 。 こ れ に より 、 イ ンス トラ クタ ー は ファ イタ ー 
の 表情 や 体 の 動き を 見 る こと が で きま す 。 イ ンス トラ クタ 

ー の 位置 が 戦闘 の 邪魔 に はら な いよ うに し て くだ さい 。 


さら に 、1 名 の 士官 また は 下士 官 (射撃 場 の 安全 責任 者 と し て 
勤務 ) 
1 人 の 衛生 兵 が 訓練 エリ ア に いま す 。 


試合 前 


試合 前 に 海兵 隊員 は 
| 身長 、 体 重 、 性 別に 応じ て ペア に な り ま す 。 
適切 な 安全 装備 を 着用 し て くだ さい 。 


海兵 隊員 が 安全 装備 を 適切 に 装着 し た ら 、 近 接戦 闘 教官 の 指 
示 を 待ち ます 。 近 接戦 闘 教官 の 指示 で 2 人 の 海兵 隊員 が リン 
グ に 入り ます 。 リ ング に 入る と 近接 戦闘 教 官 が 各 海兵 隊員 の 
安全 装備 が 適切 で ある か 検査 し ます 。 


装置 。 


注 : 2 人 の 海兵 隊員 が 訓練 し て いる と き に 、 他 の 2 人 の 海兵 隊員 
が 次 の 試合 に 備え て 安全 装備 を 装着 で きる だ け の 十分 な 装備 が 
必要 で す 。 


試合 中 試合 は 、 近 接戦 闘 イ ン 


スト ラク ター が 笛 を 吹く と 始ま り ま す 。 す べ て の 打撃 は 腰 よ り 上 に 
向け られ ます 。 笛 が 鳴る こと 、 す べ て の 戦闘 は 直ちに 停止 し ます 。 


試合 の 中 止 

試合 を 中 止 す る 理由 は 2 つ あ り ま す 。 得 点 に つなが る 打撃 が 
加え られ た 場合 と 、 危 険 な 状態 に な っ た 場合 で す 。 危 険 な 状態 
が 観察 され た 場合 、 近 接戦 闘 イ ンス トラ クタ ー の トレ ー ナ 

ー、 近 接戦 闘 イ ンス トラ クタ ー、 ま た は 射撃 場 の 安全 担当 者 

は いつ で も 試合 を 中 止 で きま す 。 


得点 打撃 。 得 点 打 撃 と は 、 相 手 の 弱 点 に 十分 な 力 と 精度 で 打 
撃 を 加え 、 無 力 化 ま た は 致命 傷 を 与え る 攻撃 テク ニッ ク で す 。 得 
点 打 撃 は 、 打 撃 の 強 さ だ け で な く 、 そ の 正確 さと テク ニッ ク に 
よっ て 判断 され ます 。 得 点 打撃 は 次 の よう に 定義 され ます 。 


[武器 の 刃 の 端 ( パ ギ ルス ティ ッ ク の 赤い 端 ) で 
相手 の フェ イス マス ク ま た は 喉 を まっ すぐ 突 
き 刺し ます 。 

| パ ギ ルス ティ ッ ク の 赤い 端 で 相手 の ヘル メッ ト の 
側面 ( 耳 の 下 ) ま た は 首 を 切り つけ る 。 


[武道 の 棒 の 尻 (黒い 端 ) を 使っ て 、 認 め ら れ た 技 
(バッ トス トロ ー ク 、 ス マッ シュ な ど ) で 相 
手 の 頭 部 に 強烈 な 打撃 を 与え る こと 。 


得点 に つなが る 打撃 が 繰り 出さ れる と 、 近 接戦 闘 イ ンス トラ クタ 
ー が 笛 を 吹い て 試合 を 終了 し ます 。 


危険 な 状態 。 危 険 な 状態 が の 現れ る と 、 試 合 は 直ちに 中 止 され ます 。 危 険 な 状態 と は 、 海 兵 
隊員 が 身 を 守る こと が で き な い 、 バ ラン ス を 崩し て 片 膝 ま た は 両 腔 を つい て 倒れ る 、 ま た は 
完全 に 倒れ る 、 不 安定 な 状態 ( 膝 が 曲がる な ど ) を 示す 、 首 の 筋肉 の 緊張 が 失わ れ て 頭 


が 後ろ また は 片側 に 跳ね る 、 ま た は 方 向 感覚 が 失わ れ て いる よう に 見 える 状態 を 指し ます 。 
危険 な 状態 は 、 海 兵隊 員 が 身 を 守る こと が で き な い 、 バ ラン ス を 崩し て 片 腔 また は 両 膝 を 
つい て 倒れ る 、 ま た は 完全 に 倒れ る 、 不 安定 な 状態 ( 膝 が 曲がる な ど ) を 示す 、 首 の 筋肉 

の 緊張 が 失わ れ て 頭 が 後ろ また は 片側 に 跳ね る 、 ま た は 方 向 感覚 が 失わ れ て いる よう に 見 
える 状態 を 指し ます 。 
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海兵 隊員 が 片方 の 端 を 離し た 場合 に も 条件 は 存在 する 

パ ギ ルス ティ ッ ク が 外れ た り 、 装 備 (ヘル メッ ト 、 ネ ッ ク ロ ー ル 
な ど ) が 外れ た り 、 海 兵隊 員 が 適切 な 技術 を 使用 し な か っ た り し 
ます 。 


これ ら の 条件 の いずれ か が 発生 し た 場合 、 
I 近 接戦 闘 教 記 の トレ ー ナ ー.、 近 接戦 闘 教官 射撃 場 安全 責任 
者 、 ま た は 訓練 を 監督 する 誰か が 試合 を 中 止 し 2 人 の 海 


兵隊 員 を 引き 離し ます 。 


衛生 兵 は 負傷 の 可能 性 が ある 人 を 評価 する 
戦闘 が 継続 で きる か どう か 判断 する た め に 海兵 隊 が 派遣 さ 


れ た 。 軍 医 は 
n 言 葉 で も 身体 で も 、 注 意 深く 反応 で きる 状態 で ある こと 
を 確認 し ます 。 


n 彼 と 話し て 、 彼 が 話 の 筋 が 通っ て いる か どう か を 確認 し ます 。 

n 口 頭 で の 質問 を 理解 し 、 返 答 し て いる こと を 確認 し ま 
す 。 

n 話 し 方 が 不明 瞭 に な ら な いよ うに 注意 し ます 。 

n 身 体 的 な 兆候 を 確認 し ます 。 

n 目 が ぼん や り し た り 、 ぼ ん や り し た り せ ず 、 焦 点 が 合っ て いる こ 
と を 確認 し ます 。 

n 足 が ふら つい た り 震 えた り し な いよ うに し ます 。 


パ ギ ルス ティ ッ ク は 野球 の バッ ト と し て 使用 し な いで くだ さい 。 許 可 
され て いな い 技 を 使用 する と 、 試 合 か ら 除外 され ます 。 銃 剣 訓練 で 
教え られ た 技 の み が 許 可 さ れ ま す 。 こ れ ら の 技 に は 以下 が 含ま れ ま 
す 。 


| スト レー トス ラス ト 。 

I バ ッ ト ス トロ ー ク (水平 お よび 垂直 ) 。 
[スマ ッシュ 。 

| スラ ッシュ 。 

パリ ー。 

| ブロ ッ ク ( 低 、 高 、 左 、 右 ) 。 


試合 後 
致命 傷 を 与え た 海兵 隊員 を 特定 する 前 に 、3 回 目 の 笛 が 鳴ら され ま 
す 。 


試合 に 勝利 し た 海兵 隊員 が 使用 し た 負 害 ニ テク ニック を 実演 する 前 に 、 
4 回 目 の 笛 が 鳴ら され ます 。 


3. パ ギ ルス ティ ッ ク の 作り 方 


学校 で は 、 近 接戦 闘 の イン スト ラク ター の トレ ー ナ ー が 、 標 準 仕 
様 の パ ジ ル ステ ィ ッ ク の 作り 方 を 教わり ます 。 す べ て の パ ジ ル ス 
ティ ッ ク は .、 近 接戦 闘 の イン スト ラク ター の トレ ー ナ ー の 監督 下 で 作 
る こと を お 勧め し ます 。 海 兵隊 が 、 部 隊 が 供給 シス テム を 通じ て 注文 
で きる 標準 パ ジ ル ステ ィ ッ ク を 入手 する まで 、 イ ンス トラ クタ ー は 以 
下 の 情 報 と 指示 を 使用 し て パ ジ ル ステ ィ ッ ク を 作り ます 。 


ロー カル に 固執 し ます 。 


用 品 
パ ギ ルス ティ ッ ク 1 本 を 作る に は 、 次 の 材料 が 必要 で す 。 


145 イ ンチ メ 2 イ ンチ の 円 形 オー ク 材 の 木製 ダボ 1 本 。 
【 幅 9 イン チ メ x 長 さ 27 イ ンチ の フォ ー ム パッ ド 4 枚 
内 側 の ハン ドガ ー ド を 二 重 の 厚 さ で 作る 
ネス 
幅 11 イン チ 、 長 さ 19 イン チ の フォ ー ム パッ ド ピー ス 4 つ を 使 


用 し て .、2 倍 の 厚 さ の 外側 ハン ドガ ー ド 2 つ を 作成 し ま 
す 。 


I 内 側 と 外側 を カバ ー す る キャ ン バ ス 素材 
ハン ドガ ー ド 。 

| セン ター ガー ド を 作る た め に 、 厚 さ 1/4 イン チ 、 幅 7 イン チ 、 長 さ 13 イ 
ンチ に カッ ト し た フォ ー ム パッ ド 1 枚 。 

| パ ギ ルス ティ ッ ク ソ ックス を 作る た め の 幅 8 イン チ メ 長 さ 14 イ 
ンチ の キャ ン バ ス 素材 1 枚 。 

I パ ギル ステ ィ ッ ク の エン ドキ ャ ッ プ 2 つ を 作る た め の キ ャ ン バ ス 
素材 。 ラ イフ ル の 銃剣 と 銃床 の 端 を 模 す に は 、2 つの 異な 
る 色 の 生地 を 使用 する の が 理想 的 で す 。 エ ンド キャ ッ プ の 一 
般 的 な 色 は 黒 と 赤 で す 。 各 エン ドキ ャ ッ プ は 異な る 色 で 、 パ ギ 
ルス ティ ッ ク の 試合 中 に 認定 近接 戦闘 イン スト ラク ター が 得 
点 の 打撃 を 判定 する の に 役立ち ます 。 


[両端 を 作る た め の 厚 さ 1/4 イン チ 、 幅 11 イン チ 、 長 さ 54 イ 
ンチ の フォ ー ム パッ ド ピー ス 2 つ 。 

1.2 つの フォ ー ム パッ ド を 1/4 イン チ の 厚 さ 、3 イン チ の 幅 、14 1/2 イン チ の 長 さ に 
カッ ト し て 、2 つの エン ド プラ グ イン サー ト を 作成 し ます 。 

| フォ ー ム パッ ド を ステ ィ ッ ク に 接着 する た め の 3M フォ トマ ウ 
ント スプ レー 接着 剤 1 缶 (NSN 8040-01-120-4009)。 
(スプ レー 接着 剤 は セル フサ ービス で 入手 で きま す 。 ) 


|! フォーム パッ ド を 保護 する た め の ダ クト テー プ ま た は リガ ー テ 
ー プ (NSN 7510-00-266-5016)1 巻 
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キャ ン バ ス の 摩耗 を 防ぎ 、 ス プレ ー 接 着 剤 の 接着 力 を 
強化 し ます 。( ダ クト テー プ また は リガ ー テ ー プ は セル フ 
サー ビス で 入手 で きま す 。) 

| 内 側 と 外側 の ハン ドガ ー ド を 結び 付け る た め の 1 ロー ル の 
パラ コー ド ま た は 5-50 コー ド 。 

キャンバス 生地 を 縫い 合わ せる の に 十分 な 強度 の 和 糸 1 巻 。 


| 内 側 と 外側 の ハン ドガ ー ド の 4 つの 角 に それ ぞ れ 1 つ ず つ 、 
合計 16 個 の グロ メッ ト 。 
| フォ ー ム スリ ー ピ ング マッ ト 1 枚 (NSN 8465-01-109- 


3369) 国防 再 利用 マー ケティング 局 か ら 入手 し た 使用 不 
能 の フォ ー ム 製 笠 袋 マッ ト を 使用 し ます 。 


ツー ル 
パ ギ ルス ティ ッ ク を 作る に は 、 以 下 の 道具 が 必要 で す 。 


巻尺 、 定 規 、 ま た は ヤー ド 尺 。 
Il は さ み 。 


| グ ロメ ッ ト マ シン 。 
| ナイ フ 。 


こく 
ミン ン 。 


方 向 


パ ギ ルス ティ ッ ク を 作る た め に .、 海 兵隊 員 は 以下 の 手順 を 実 
行 し ます 。 


材料 の 準備 
ステ ッ プ 1. フ ォ ー ム マッ ト を 寸法 に 合わ せ て カッ ト す る 


上 記 の 通り 。 マ ッ ト を 2 倍 の 厚 さ に カッ ト し ます 。 


ステ ッ プ 2。 ス プレ ー 接 着 剤 を 使用 し て 、9 イン チ x 27 イン チ の 
フォ ー ム 2 枚 を 接着 し ます 。 ス プレ ー 接 着 剤 を 使用 し て 、11 イン 
チ x 19 イン チ の フォ ー ム 2 枚 を 接着 し ます 。 接 着 剤 が 乾い て 
か ら 、 ハ ンド ガー ド 用 の 2 倍 の 厚 さ の フォ ー ム を 使用 し ます 。 


噴射 
接着 剤 


イン ナー フォ ー ム 
パッ ド 


ステ ッ プ 3. キ ャ ン バ ス 素材 を カッ ト し て 、 内 側 の ハン ドガ ー 
ド 用 の カバ ー を 2 つ 作 り ま す 。 素 材 を カッ ト し て 、 外 側 の ハ 

ンド ガー ド 用 の カバ ー を 2 つ 作 り ま す 。 

パ ギ ルス ティ ッ ク 1 本 に つき 、 内 側 ハ ンド ガー ド 2 個 と 外側 ハン 
ドガ ー ド 2 個 が 必要 で す 。 


内 側 
ハン ドガ ー ド 


ステ ッ プ 4。 ミ シン を 使用 し て 、9 イン チ x 27 イン チ の キャ ン バ 
ス か ら ス リー ブ を 作成 し ます 。3 辺 を 縫い 付け ます 。 キ ャ ン 

バス スリ ー ブ の 内 側 に フォ ー ム パッ ド を 挿入 し 、4 辺 目 を 縫い 
付け ます 。 グ ロメ ッ ト マシ ン を 使用 し て 、4 つの 角 の それ ぞ れ に 人 金 
属 グ ロメ ッ ト で 補強 され た 穴 を 開け ます 。 完 了 す る と 、 内 側 の ハン ド 


ガー ド が 完成 し ます 。 


注意 : キャ ン バ ス スリ ー ブ の 縫製 と グロ メッ ト の 取り 付け に は 、 
Fabric Repair Shop を 使用 する こと を お 勧め し ます 。 


ステ ッ プ 5. ス テッ プ 4 を 繰り 返し て 、 も う 一 方 の 内 側 ハ ンド ガー 
ド と 両方 の 外側 ハン ドガ ー ド を 作成 し ます 。 
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エン ド 、 エ ンド プラ グ 、 エ ンド キャ ッ プ の 構築 


ステ ッ プ 1. ス プレ ー 接 着 剤 を ダボ の 片方 の 端 の 約 8 イン チ に 塗布 し ま 
す 。 こ の 接着 剤 は 、 フ ォ ー ム パッ ド を 木製 の ダボ に 接着 する た め に 


使用 され ます 。 


噴射 
接着 剤 


オー ク 材 の ダボ 


ステ ッ プ 2. 11 イン チ x 54 イン チ の フォ ー ム パッ ド の 片面 に スプ レ 

ー 接 着 剤 を 塗布 し ます 。 こ れ に より 、 フ ォ ー ム パッ ド を 木製 の ダボ の 端 に 
巻き 付け た と き に 、 フ ォ ー ム パッ ド が くっ つき ます 。 安 定 さ せる た め に 、 
巻い た フォ ー ム パッ ド の 3 イン チ が 木製 の ダボ か ら 突 き 出 て いる こと 
を 確認 し ます 。 


ステ ッ プ 3. 3 イン チ x 14 1/2 イン チ の 

フォ ー ム パッ ド の 片面 に スプ レー 接着 剤 を 
塗布 し ます 。 パ ッ ド を し っ か り と し た 円 筒 
形 に 巻き ます 。 


イン ナー フォ ー ム パッ ド 


ステ ッ プ 4. ダ ボ の 露出 し た 端 に スプ レー 接着 剤 を 塗布 し 、 端 の 穴 を エン 
ド プラ グ で 埋め ます 。 エ ンド プラ グ は 木製 の ダボ が ロー ル さ れ た フ 
ォ ー ム パッ ド の 端 か ら 突き 出る の を 防ぎ ます 。 こ れ は 、 怪 我 を 防ぐ た め の 
重要 な 安全 対策 で す 。 


オー ク 材 の ダボ 


フォ ー ム プラ グ 


ステ ッ プ 5. エ ンド プラ グ を 端 に 挿入 し た ら 、 ダ クト テー プ ま た は リガ ー 
テー プ を 使用 し て フォ ー ム パッ ド を 固定 し 、 補 強し ます 。 


ステ ッ プ 6 端 の 寸法 を 測り ます (通常 、 テ ー ビ ン グ を 考慮 し て 、 シ リン ダ 
ー の 長 さ は 12 イン チ に する 必要 が あり ます )。 キ ャ ン バ ス 素材 を 、 片 方 の 
端 が 開い た シリ ンダ ー の 形 に 切り 取り 、 縫 い 付 け ま す 。 完 成す る と 、 こ れ 
が エン ド キャ ッ プ に な り ま す 。 


エン ド キャ ッ プ は 、 パ ギル ステ ィ ッ ク の 両端 に ある 巻 か れ て テー プ 
で 留め られ た フォ ー ム パッ ド を 覆う 色付き の スリ ー ブ で す 。 


注意 : エン ド キャ ッ プ の 作成 に は 、Fabric Repair Shop を 使用 する こ 
と を お 勧め し ます 。 


ステ ッ プ 7. エ ンド キャ ッ プ の 1 つ を 丸め た フォ ー ム パッ ド の 上 に ス 
ライ ド さ せ 、 ダ ボ に テー プ で 固定 し ます 。 


テー プ 


の 
GS と 


終わ り 
キャ ッ プ 


セン ター ガー ド の 構築 


ステ ッ プ 1.7 イン チ x 13 イン チ の フォ ー ム パッ ド の 片面 に スプ レー 接 
着 剤 を 吹き 付け 、 ダ ボ の 中 央 に し っ か り と 巻き 付け ます 。 
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ステ ッ プ 2. ダ クト テー プ ま た は リガ ー テ ー プ を フォ ー ム パッ ド の 周り に 巻き 
付け て 固定 し ます 。 


テー プ 


ステ ッ プ 3. ミ シン を 使用 し て 、8 イン チ x 14 イン チ の キャ ン バ ス 
か ら 筒 状 の パ ギ ル ステ ィ ッ ク ソック ス を 作り ます 。 パ ギル ステ ィ ッ 
ク ソック ス を 丸め た フォ ー ム パッ ド の 上 に スラ イド させ 、 ダ ク 

ト テー プ ま た は リガ ー テー プ で 固定 し ます 。 ダ クト テー プ ま た 
は リガ ー テー プ は 、 セ ンタ ー ガ ー ド の 端 を 保護 し 、 ス プレ ー 接 着 

剤 の 接着 効果 を 強化 し ます 。 


注意 : パ ギ ルス ティ ッ ク ソ ックス を 作る に は 、 フ ァ ブ リッ クリ ペア シ 
ョ ヨッ プ を 使用 する こと を お 勧め し ます 。 


反対 側 の エン ドキ ャ ッ プ の 仕上 げ 


片方 の エン ド キャ ッ プ が 完成 し 、 セ ンタ ー ガ ー ド が 完成 し た ら 、 パ ギ 
ル ステ ィ ッ ク の も うー 方 の 端 に 対し て 、「 エ ンド 、 エ ンド プラ グ 、 
エン ド キャ ッ プ の 作成 」 の 手順 1 7 を 繰り 返し ます 。 反 対 色 の エエ 
ンド キャ ッ プ が 使用 され て いる こと を 確認 し ます 。 


ハン ドガ ー ド の 固定 
ステ ッ プ 1. 内 側 の ハン ドガ ー ド (長い 部 分 ) を ダボ の 周り に 配置 し 


ます 。 内 側 の ハン ドガ ー ド は 手首 を 保護 する た め 、 最 初 に 配置 し ま 
す 。 左 手 用 と 右手 用 に 1 つの 内 側 の ハン ドガ ー ド が 必要 で す 。 


ステ ッ プ 2. 内 側 の ハン ドガ ー ド を パ ギ ル ステ ィ ッ ク の 周り に 折り 曲 
げ 、 パ ラコ ー ド また は 5-50 コー ド を 金属 グロ メッ ト に 通し ます 。 


ステ ッ プ 3. パ ラコ ー ド また は 5-50 コー ド を 引っ 張っ て 、 内 側 の ハン ド 
ガー ド の 角 の 端 を 締め ます 。 


ステ ッ プ 4. 金 属 グ ロメ ッ ト の 上 で コー ド を 四角 い 結び 目 で 結び ま 
す 。 


ステ ッ プ 5 . 外 側 の ハン ドガ ー ド (短い 部 分 ) を 内 側 の ハン ドガ ー ド 
(長い 部 分 ) の 上 に 置き ます 。 も う 一 方 の ハン ドガ ー ド に つい て も 、 ス 
テッ プ 1 て 4 を 繰り 返し ます 。 外 側 の ハン ドガ ー ド は 、 指 関節 と 指 を 
さら に 保護 し 、 内 側 の ハン ドガ ー ド を さら に 安定 させ ます 。 


保守 点検 

トレ ー ニ ング の 前 に 、 す べ て の パ ギル ステ ィ ッ ク は 使用 に 適し て いる 
か どう か 検査 され ます 。 以 下 の いずれ か の 条件 が 存在 する 場合 パ 
ギル ステ ィ ッ ク は 安全 で は な いた め 、 使 用 され ませ ん 。 


| ステ ィ ッ ク は エン ドキ ャ ッ プ か ら 突 き 出 て いま す 。 
| キャ ン バ ス の 表面 に は ほつれ た り 擦 り 切れ た り し た 端 が あり ます 。 


顔 。 
| パッ ド を 通し て ステ ィ ッ ク が 感じ られ る か 、 パ ッ ド が 柔らか すぎ 
ます 。 


I エ ンド キャ ッ プ また は ハン ドガ ー ド が し っ か り と 固定 され て いな い 
タッ チ し まし た 。 
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付録 B 


ー ニ ング 中 の 安全 上 の 注意 事項 


1. 一 般 的 な 安全 上 の 注意 事項 


近接 戦闘 技術 を 訓練 する と き は 、 怪 我 を 防ぐ た め に 特定 の 
安全 上 の 注意 事項 を 遵守 する 必要 が あり ます 。 


トレ ー ニ ング の ほとん ど は 、 砂 地 や 芝生 な どの 柔らか い 地 
面 の トレ ー ニ ング エリ ア で 実施 する 必要 が あり ます 。 ト レ 
ー ニ ング マッ ト が ある 場合 は 、 そ れ を 使用 し て くだ さい 。 硬 
い 地 面 の エリ ア は 適し て いま せん 。 
近接 戦闘 訓練 。 


すべ て の テク ニッ ク は 最初 は ゆっ くり と 実行 する 必要 が あり ます 。 

海兵 隊員 は 、 熟 練 度 が 増す に つれ て 実行 速度 を 上 げ る 
こと が で きま す 。 接 触 を 必要 と する 海兵 隊員 同士 の 訓練 ( 絞 
め 技 、 投 げ 技 、 地 上 で の 戦闘 非武装 で の 拘束 と 操作 ) は 、 
全力 また は 全速 力 で 実行 すべ き で は あり ませ ん 。 


海兵 隊員 が 不快 に 感じ る ほど の テク ニッ ク が 適用 され た 場 
合 、 海 兵隊 員 は 「 タ ッ プ アウ ト 」 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ 
は 、 適 用 され て いる 圧力 を 直ちに 解放 する か 、 テ クニ ッ ク を 
直ちに 停止 する こと を 意味 し ます 。 

マリ ン は 相手 の 注意 を 引く 体 の 部 分 を 数 回 強く HI く か 、「 ス 
トッ プ 」 と 言う こと で 「 タ ッ プ アウ ト 」 し ます 。 


セカ ンド イン パク トト 症候群 は 、 前 回 の 脳 謀 洛 か ら 数 時 間 、 
数 日 、 数 週間 以内 に (回 復 する 前 に )2 回 目 の 脳 震 洗 が 起こ 
っ た 場合 に 発生 し ます 。 

脳 震 導 は 、 脳 の 損傷 を 5 き 起 こす 可能 性 が あ Re 
ンド イン パク ト 症 候 群 は 、 脳 の 急速 な 腫れ を 引き 起こ し 

に 至る 可能 性 が あり ます 。 訓 練 後 に 頭痛 直人 0 の 年 
経験 し た 海兵 隊員 は 、 適 切な 医療 関係 者 の 診察 を 受け 

な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 症状 に は 、 視 界 の ぼや け 、 
耳鳴 り 、 障 孔 の 拡大 、 耳 や 口 か ら の 出血 、 ろ れつ が 回 ら 

な いな ど が あり ます が 、 こ れ ら に 限定 され る も の で は あり ま 
せん 。 


発声 、 頭 や 首 の 腫れ 、 頭 や 首 の 不 自然 な 変色 な ど 。 


症状 が 治まっ て か ら 最 低 7 日 間 は 、 パ ギル ステ ィ ッ ク ト 
レー ニン グ や 、 強 い 打撃 を 受け る 可能 性 の ある その 他 
の 活動 に 参加 する こと は 許可 され ませ ん 。 


22 等 
注意 事項 


滝 

海兵 隊員 に 転倒 の 訓練 を する と き は 、 地 面 か ら 膝 を 

つく か し ゃ が も む 姿 勢 、 そ し て 立ち 上 が る 姿勢 へ と 段階 的 に 
進め て いく < 必要 が あり ます 。 

これ に より 、 よ り 高 い 位置 か ら 落 下す る 前 に 、 生 徒 が 安心 し 
て 技術 を 理解 で きる よう に な り ま す 。 こ の 指導 技術 に よ 

り 、 怪 我 の リス ク が 大 幅 に 軽減 され ます 。 


打撃 と パン チ 


海兵 隊員 に 打撃 や パン チ の 訓練 を する 際 、 ま ず は 「 空 中 」 
で 技 を 繰り 出し ます 。 さ ら に 熟練 する に つれ て 、 エ アシ ー ル ド 
や へ ビー バッ グ な どの 器具 (使用 可能 な 場合 ) を 使っ て 打 
撃 を 行い ます 。 他 の 生徒 に 対し て 打撃 を 行う こと は 絶 

対 に 許可 され ませ ん 。 


チョ ー ク と グラ ウン ド フ ァ イ テ ィング 

チョ ー ク 

海兵 隊員 に 絞め 技 の 訓練 を させ る 際 、 気 管 や 気管 支 が 潰 
れる 恐れ が ある た め 訓練 中 に 相手 の 喉 に 圧力 を か け な 
いよ うに する 訓練 中 、 海 兵隊 員 は 血液 絞め 技 の 適切 な 手順 
を 練習 する べき で ある 。 


エア チョ ー ク は 絶対 に し て は いけ ませ ん 。 ト レー ニン グ 中 は 
絶対 に フル チョ ー ク を し て は いけ ませ ん 。 
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力 また は 全速 力 で 。 チ ョ ー ク は 5 秒 以上 保持 し な いで くだ さい 。 


非武装 拘束 と 操作 


海兵 隊員 に 非武装 の 拘束 や 操作 技術 を 訓練 する 際 、 ゆ っ くり 
と し た 一 定 の 圧力 を 使用 し ます 。 こ れ ら の 技術 を 全力 また は 全速 
力 で 使用 し な いで くだ さい 。 


パ ギ ルス ティ ッ ク ト レー ニン グ 

訓練 中 に 頭 部 に 打撃 を 受け る と 脳 に 損傷 が 生じ ます 。 頭 部 に 2 
度目 の 打撃 を 受け る と 死に 至る 可能 性 が あり ます 。 
これ は セカ ンド イン パク ト 症 候 群 と し て 知ら れ て いま す 。 
怪我 や 死亡 を 防ぐ た め に 、 パ ギル ステ ィ ッ ク の トレ ー ニ ング の 間隔 は 7 
日 間 空 ける 必要 が あり ます 。 


